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01.　モッテアゲルヨ
















　男前に段ボール箱を右肩に担ぎ、階段を一歩一歩上っていく。

　ヒールのパンプスは、ただでさえバランスが取りにくいうえに、重い段ボールを前で抱えるとうしろに倒れてしまいそうだし、かといって背負うとカッコ悪い。いろいろ試した結果、右肩にのせて両腕で支えるのがもっとも安定したのだ。

　すべては私の夢のため。箱詰めの資料なんかに負けてたまるか。

　そう思っていたら、怪奇現象が起きた。しっかり担いでいたはずの段ボールが、ふわりと浮いたのだ。

　驚いて右肩の方へ顔を向けると、段ボール越しに見覚えのある顔が覗いている。

「丸まる山やまくん？」

　同期入社の丸山大だい地ち。

　無口で無表情で無愛想。たまに口を開けば三文字程度で口をつぐんでしまうけれど、見てくれだけで言えば、なかなかの美男子だ。

　丸山くんは相変わらずの無表情で、なにも言わずに段ボールを抱え、まるで重量を感じていないかのような足取りで階段を上っていく。

　私は呆あっ気けにとられたまま、その姿に見とれてしまった。無愛想な彼のさりげない優しさが、鳥肌が立ってしまうほどカッコよかったからだ。

　丸山くんは階段を上りきったところで私を見下ろした。お前も早く上ってこい、ということなのだろう。私はハッとして階段を駆け上がった。

「ありがとう、丸山くん」

　お礼を言って、箱を受け取ろうと腕を伸ばせば、

「別に」

　と再び足を進める。

　久々に聞いた丸山くんの声はとても小さかったけれど、物音をよく反射する階段と、私の心に大きく響いた。

　結局、丸山くんは私のデスクまで箱を運んでくれた。音をたてないようにそっと床に下ろし、すぐに立ち去ろうとする。

「あのっ、丸山くん」

　私はどうしてもお礼が言いたくて呼び止めた。

「なに？」

　丸山くんは、無表情でこちらに顔を向ける。

「運んでくれて、ありがとう」

　微笑んで見せたのに、頬はピクリとも動かない。

「うん」

　素っ気なく返しただけで、同じ部屋にある彼のデスクへと戻っていった。




　丸山大地くん。

　同じインターネット事業部の所属で、ウェブデザイン担当。私が運営を担当しているウェブサイトのページを作っている。

　今日は黒のジャケットにジーンズだが、いつも似たような格好をしているような気がする。ちょっと前髪が長いヘアスタイルは、女子社員から密ひそかに「イケメンカット」と呼ばれ、好評だ。そして、その長い前髪はほどよく目もとを隠しており、彼の表情を読ませてくれない。

　間近で見ると丸山くんはキリッとした眉に、涼しげな瞳をしていた。そしてやっぱり、無口で無表情で無愛想だった。

　黙ってパソコンに向かい始めた丸山くんをぼんやり眺めながら、さっき段ボール越しに見たキレイな顔を思い出す。彼は言葉にはしなかったけれど、

「持ってあげるよ」

　そう言われた気がした。




「――……か」

　丸山くん、コーヒー飲んだ。

「――みさか」

　キーボード打つの、速いな。

「おい、神かみ坂さか！」

　体を揺すられて、やっと我に帰った。パチパチ瞬まばたきをすると、そこにはこの事業部でもうひとりの同期、青あお木き達たつ也やが立っていた。

「お前、どうした？」

　怪け訝げんな表情で顔を覗いてくる。

「青木……」

「なに？」

　私は胸の奥から込み上げてきた感情を抑えきれず、なにも考えずに口から出してしまった。

「恋に落ちたかも」

　無口で無表情で無愛想。だけど少し優しい、あの人に。

　青木はさらに渋い顔をする。

「はぁ？」

「どうしよう。ほんとどうしよう。好きになっちゃったかも」

　ここ何年も沸き上がらなかった感情が、激しく胸を焦がしていく。両手で心臓の辺りを押さえ、気持ちを落ち着かせようと目を閉じる。青木は、手に持っていたＡ４サイズの紙を筒状に丸め、私の額をバシッと叩いた。

「しっかりしろ、神坂」

　不機嫌極まりない青木の表情に急せかされて、ハッと我に帰る。

「ごめん。仕事、しなきゃね」

　私は叩かれた額に軽く触れて、通常業務にとりかかった。




　神坂理り沙さ、二十七歳。

　自分が企画したものを世に出したいという夢を持って、この株式会社ＳＫ企画に入社した。

　この会社は地域密着型のフリーペーパーの発行をメイン事業としているが、その一方で、私がいる本社では、マニアックな情報誌の発行や、ターゲットを絞ったサイト運営も行っている。

　私も入社して四年間は、営業所でフリーペーパーの作成に携わっていた。けれど、やり手の先輩社員たちに埋もれてしまい、自らの企画を通すどころか、企画書を作成することすら叶わない日々。それでも企画の仕事がやりたくて、毎日のように熱く語っていたら、気持ちを汲んでくれた当時の上司が、私をインターネット事業部に送り込んでくれたのだ。

　インターネット事業部は、若い社員でも企画を実現するチャンスを掴みやすい。若年層がターゲットの企画なんかは、ベテラン社員よりも若い社員の発想の方が有利だったりもする。

　昨年四月に配属されてから約一年。覚えることだらけの期間がようやく終わった。私は今、夢のステージへ通じる道に足を踏み入れたのだ。

　躍起になって働いていたから、ここ最近は仕事以外に興味がわきもせず、恋愛とも縁がなかった。

　だけど今日、私は久しぶりに恋に落ちた。

　まるでストンと音がするくらい、一瞬の出来事だった。




　午後六時を過ぎた頃から、みんながポロポロと帰りだす。

「お疲れさまでしたー」

「お疲れっす」

　という声が飛び交い、ひとり、またひとりといなくなっていく。

　私は通常業務を終わらせると、いつものように残業代の出ない残業を開始する。自らの企画を練るためだ。

　今練っているのは、若年層、おもに女子高生をターゲットにしたサイトの新企画。私だって昔は女子高生だったけれど、十年も前のことだから、流は行やりも好みも文化も違ってくる。自分の感覚だけを頼りにできないし、もっと年上の上司を説得するためには、企画が成功する見込みを具体的数値にして資料を作らなければならない。

　企画をするのも楽じゃない。思いつきや閃ひらめきだけではビジネスにはならないのだ。

　丸山くんに運んでもらった資料から、使えそうな情報を探し出して整理しているうちに、時間はどんどん過ぎていく。どんどん過ぎているのに、仕事はいっこうに進まない。

「ヤバイ、目が霞んできた……」

　さらに、体力もどんどん消費する。気づけば午後九時になる頃で、事務所にはほとんど人がいなくなっていた。

　正確には、私ともうひとりだけになっていた。

　頬杖をついて、画面を睨みつける涼しげな目。それに気づいた私の鼓動は、急に勢いを増す。

「丸山くん？」

　驚いて呼びかけると、丸山くんは視線だけで私に応える。目が合っただけなのに、あの目が私を捕らえていると思うだけで体が熱くなる。今のところ、声を出すつもりはないようだ。

「丸山くんも、残業なの？」

　聞いたって、無口な彼は返事をくれるかわからない。ドキドキしながら質問をぶつけると、「うん」とだけ短く返ってきた。

「終わりそう？」

「いや」

「大変だね」

「別に」

　無愛想だけど、ちゃんと会話ができている。それだけなのに、なんだかうれしくなってしまった。

　広いオフィスにふたりきり。こんなシチュエーションなら、辛い残業も楽しくなる。あと何時間でもがんばれる。私は気合いを入れ直して、資料とパソコンに向かった。

　だけど、そんな気合いも束の間しかもたず、もっと丸山くんと話したくなって、ついつい声をかけてしまう。

「ねえ、丸山くん」

「なに？」

「丸山くんって、無口だよね」

　冗談めかしてライトに笑いながら言ったつもりだったけれど、丸山くんは微かすかに眉間にシワを寄せた。

「そう？」

「そうだよ。もう一年も同じ部署にいるのに、あんまり声、聞いたことなかったから」

「……別に、しゃべれないわけじゃない」

「わかってる」

　私は彼からの反応を待ったけれど、目を逸らされて、会話はいったん終わってしまった。

　数分後、

「なぁ」

　丸山くんが、私を呼んだ。

「えっ？」

　体が敏感に反応する。

　入社して五年。同じ事業部になって一年。丸山くんに声をかけられたことなんて、一度もなかった。

「あんたさ」

　まっすぐ私の顔を見て、やっぱり短い言葉で切ってから、いったん口をつぐむ。

　その先が聞きたくて、

「なに？」

　と急かしてみたりして。でも、出てきたのは思いがけない言葉だった。

「青木と付き合ってるの？」

「は？」

　思わず間抜けな声が出た。顔をしかめると、丸山くんも同じように顔をしかめる。

　だけど、なにも言わない。じっと私の言葉を待っている。

「付き合ってるわけがないじゃない」

　キッパリ言い放つと、丸山くんは気が抜けたような顔をして目を逸らしてしまった。そして、

「あ、そ」

　予想以上に無愛想な反応。

　ていうか、青木って……。

「なんで青木？」

「仲、いいから」

　たしかに仲はいいけれど。だけど、それは、ただ同期で同僚というだけなのに。

　青木はいい奴だし、顔だって悪くはないし、飲みに行けば愚痴だって聞いてくれる。ちょっと偉そうだけど、本当は優しい性格であることも知っている。でも。

「青木はただの友達」

　付き合うなんて、考えたこともない。青木に失礼かもしれないけど、心外だ。

「あのさ」

　また丸山くんが私に声をかけた。

「なに？」

　なんだか興味を持ってくれているような気がしてドキドキする。同期だけど、こんなに話をしたことはなかった。

「帰れば？」

　……ドキドキして損した。久しぶりに人を好きになって舞い上がっていたけれど、それはこっちの勝手な都合。丸山くんにはなんの変化もないし、私に特別興味を持ったわけでもないということか。一緒に残業をした同僚として、ご挨拶程度のごく短い会話をしただけのこと。

「そうだね、帰ろうかな」

　まとめたデータを保存して、パソコンを閉じた。もう少しだけがんばろうと思っていたけれど、帰れと言われてしまっては、もうがんばれそうもない。

　私はいったん伸びをして、バッグを取り出して肩にかける。

「それじゃ、お疲れさまー」

　言いながら部屋を出ると、

「お疲れ」

　背後で小さく聞こえた。

　すっかり暗くなってしまった廊下を歩き、エレベーターの逆三角ボタンを押してから、ため息をついた。自分がバカみたいだと思った。荷物を持ってくれたくらいで好きになっちゃって、単純すぎるにもほどがある。

　ここしばらく男の人に優しくしてもらうことなんてなかったから、免疫がなくなっているのかもしれない。こんなんじゃ、優しくされるたびに簡単に人を好きになってしまう。

　丸山くんは、ただ親切に荷物を運んでくれただけで、それは例えば、心優しい少年が長い横断歩道を渡るおばあちゃんをエスコートするのと、なんら変わりないというのに。

　好きなんて、一時の気の迷いに違いない。明日になれば、きっと――……。




『当社を志望した理由はなんですか？』

『私はイベントやキャンペーンを企画して、実施するのがかねてからの夢でした。御社にはそのチャンスがたくさんあると思い、志望させていただきました』

　その晩、懐かしい夢を見た。まだ就職活動をしていた頃の夢だ。志望理由を聞かれてこう答えたのを、今でもよく覚えている。

　あのとき、たしか面接官は三人いた。おじさんふたりと若い女性がひとりだったけれど、顔はよく覚えていない。

　集団面接だったから学生も何人かいた。五～六人だったと思う。彼らとは横に並んでいたので、誰の顔も覚えてはいない。私は面接でたしかな手応えを感じて、あの中の誰にも負ける気がしなかった。

　実際、私は内定をもらって就職した。まだ夢は叶っていないけれど。




　春眠暁あかつきを覚えず。とはよく言ったもので、ふと気づくと、家を出る時刻の十分前だった。毎年、新年度を迎えるたびに、ちゃんと家で朝ごはんを食べて優雅な気持ちで出社しようと決意するものの、三日坊主に終わり寝坊してしまう。

　桜は咲き誇っているのに、疲れのとれにくくなった体はなかなか目覚めない。結局大急ぎでメイクをして出かけるのが日常になってしまっている。昨日は丸山くんに言われて、いつもより早く帰ったのに……。

「おはようございまーす」

　出社すると、丸山くんはすでにコーヒー片手に資料を眺めていた。最初に彼を探してしまったことから判断すると、どうやら私の気持ちは落ち着かなかったようだ。

　改めて彼をじっくり眺めてみる。無表情で無愛想だけど、やっぱり顔はカッコイイんだな。あの顔でにっこり笑えば、女の子はイチコロなんだろうな。

　そんなことを思っていると、涼しげな目もとがスッとこちらを向いた。ドキッとキュンが融合して、ズキュンと射抜かれる。

　丸山くんは一瞬驚いたような顔をして、軽く頭を下げるだけの会釈をした。私も同じように応えると、胸の辺りが押しつぶされそうなくらいに締めつけられて熱くなる。

「ふーん」

　背後で声がして、ビクッと震えた。振り向くと、二期上の先輩、菊きく池ち雅まさ美みがニヤリと笑っている。

「お、おはようございます」

「おはよう、神坂」

　菊池さんはショートカットの髪をかき上げながら、

「あんたたち、そんな関係なの？」

　と聞いてきた。

「そんな関係って？」

「アイコンタクトしてたじゃない。なにか深い関係なのかなって思って」

「まさか！　丸山くんはただの同期です」

　右手をブンブン左右に振るが、彼女はニヤニヤ笑顔を崩さず、

「あら、残念。おもしろい話が聞けると思ったのに」

　と言って自分のデスクに戻っていった。

　菊池さんは、丸山くんと同じウェブデザイン課に所属している。つまり、丸山くんの先輩だ。ただし、私や丸山くんが担当している十代向けのサイトではなく、二十代後半から三十代の働く女性向けのサイトを担当している。

　顔が小さくて漆黒のショートカットがよく似合っていて、いつも大きめのピアスをつけている。バリバリ働いているけれど、なんと一児の母でもあり、仕事、家事、育児をこなすスーパーウーマンだ。最近では、『男はみんな浮気者！　彼の誘惑耐性チェック』というページを作り、好評を得ていた。

　深い関係、か。恋愛スキルが落ちてしまった私でも、がんばれば丸山くんと深い関係になれるのかな。

　菊池さんを目で追っていると、席に着く前に丸山くんに声をかけていた。

　いいなぁ、なんて。一昨日までは思ったりしなかったのに。丸山くんが視界に入っても、意識することすらなかったのに。一度気になりだしたら止まらない。なかなか目が離せない。五分に一度は彼を目で追ってしまう。




　慌ただしい午前を乗り切って、束の間の休息であるランチタイム。私はいつものように出社途中のコンビニで買っておいたバランス栄養食をかじりながら、自分の企画を練ることに没頭する。優雅なランチに憧れるものの、その時間がもったいない。

　それから眠くなる午後の業務をなんとか片づけると、あっという間に夕方。今の私が担当しているのは先輩社員が発案したものだけど、近いうちに自分の企画も絶対に採用してもらいたい。そんな夢を胸に、今日も稼ぎにならない残業をする。

「神坂、お前、今日も残るの？」

　青木はあきれたように言う。余計なお世話だっつーの。

「当然」

　さて、今日もがんばろう。夢のために。




　ひとり、またひとりと去っていって、事務所はだんだん静かになっていった。

　企画案をキリのいいところまでまとめ上げ、伸びをしながら時計を見ると、八時半を回ったところだった。張り切りすぎて肩がガチガチだ。周りを見渡すと、もう誰もいない。……と思ったら、ひとりだけ。丸山くんがいた。

「丸山くん」

　呼びかけてみると、パソコンのモニター越しにキレイな顔がこちらを向く。

「なに？」

　小さな声が静かなオフィスに響く。また、ふたりきりだ……。

「まだいたんだ」

「ああ、うん」

　丸山くんは、あたり前だけど男性だ。だけど十代の女の子をターゲットにしたサイトのデザインを任されているから、きっと私なんかより大変なのだろう。たまにギャル雑誌を開いているのを見かけることがある。似合わなすぎて笑ってしまったけど。

　ずっとパソコンに向かっているから、目も肩も凝りまくっているだろうな。

「ねぇ、ひと休みしない？」

「だな」

　私は座ったまま、この間テレビでやっていた肩こり解消の体操を始める。丸山くんはおもむろに立ち上がって、どこかに行ってしまった。

　肩こりの体操を終えて、目の疲れをとるという顔の血行促進マッサージをしていると、丸山くんが戻ってきた。黙って近づいて来て、手に持っていた缶入りのミルクティーを私の机に置く。

「どうぞ」って言われた気がした。

「ありがとう」

「うん」

　お礼を言って缶に手をかける。丸山くんは手際よく自分の缶コーヒーを開けて、ひと口。かたや私は、長い爪が邪魔してもたついている。すると、隣の席からスッと腕が伸びてきて、大きな手が私の持っている缶を奪った。

　カコッと小気味いい音をたてて、缶が開く。そして大きな手が、開いた缶を携えて私のもとに戻ってきた。

「ありがとう」

「うん」

　なにこれ、近い。手を伸ばしたら届きそう。恋特有のドキドキが止まらない。大好きなホットのミルクティーなのに、味が全然わからないくらい。

「あのさ」

　声をかけられると、心拍数がまた上がる。

「がんばりすぎ」

　優しい声が身にも心にも沁しみて、目頭が熱くなってしまった。

「そう？」

　ため息を抑えてなんとか答えると、丸山くんはコーヒーをデスクに置いて立ち上がった。そして、すばやく私の背後に移動する。なんだろうと思っていると、肩にじわり、重みと温ぬくもりを感じた。

「えっ？」

　急に触れられて、心臓が飛び出すかと焦る私を気にもせず、丸山くんは無言のまま私の肩を押し始める。そのほどよい刺激が、肩から全身へと血を送っていく。肩もみ、してくれているらしい。

「やっぱり」

「やっぱり、なに？」

「左が凝ってる」

「左？　あ……ッ！」

　左肩のある一ヵ所を重点的に指圧されると、固くなっているのが自分でもわかる。

　ちょっと痛いけど気持ちのいい力加減に、つい気の抜けたような声が出てしまった。だって、すごくすごく気持ちがいい。こんなに凝っていたなんて。

「あっ、そこ。超気持ちいい」

　ドキドキなのかマッサージの効果なのか、体がポカポカしてきた。

「……ん……あ、そこ……ッ！」

　丸山くんの手は肩の外側から内側へとなめらかに移動していき、首へとたどり着く。

　おそらく、右手の親指。首と頭の境目のとある一ヵ所を刺激されたとき、

「あぁ……ッ！」

　あまりの感覚に、私は体を震わせいっそう大きな声を出してしまった。その瞬間、丸山くんの力が緩む。

「なぁ」

「ん？」

　血行がよくなった上半身の感覚に酔いながら見上げると、彼は困ったような顔をしていた。

「あんまりさ……」

　そこまで言って口をつぐんでしまう。

「え？　なに？」

　私、なにか迷惑かけたかな？

「いや、いい」

　そんな顔されると不安になる。恋愛から離れていた私だって、好きな人とふたりきりなんていうせっかくのシチュエーションで嫌われたりしたくない。

「ねぇ、なに？　言ってよ」

　なにを思っているの？　丸山くんは言葉にしたがらないから、表情を読み取って、なにを言いかけたのかを探るしかない。だけど無表情。それでも私がじっと顔を見つめていると、丸山くんは自分の顔を隠すように、私が座っている椅子を回した。再び背後に丸山くんを感じる。

「いや、だから」

　だからと言われても。再び椅子を回して顔をうかがおうにも、丸山くんはそれを許すまいと椅子を手で固定している。すると、ふわりと頭上から声が降りかかってきた。

「あんまり色っぽい声、出さないで」

　ボッと音がするくらいの勢いで、顔が熱くなった。

「色っ……嘘、そんな声出してた？」

　熱い熱い。顔がアツイ。恥ずかしすぎる。丸山くんのマッサージがあまりにも上手で、完全に気を抜いてしまっていた。今思い出すと、たしかに色っぽいことをするときに出る声と似ていたかもしれない。

「わー！　やだー！　ごめんなさいっ！　あの、あまりにも気持ちよくて」

「いや、別に」

　背後で丸山くんも照れているのがわかる。こんな恥ずかしい雰囲気にするつもりはなかったのに。

　気まずくて、次に発する言葉を探していると、先に言葉を見つけたのは丸山くんだった。

「あのさ」

「う、うん」

「姿勢」

「姿勢？」

　突然そんな単語をあげられても、その意味するところがなんなのかわからない。首をかしげて続く言葉を待つ。

「そう。パソコン使うとき、いつも左肩が上がってる」

　ああ、そういうこと。だからさっき、左がなんとかって言ってたのか。

　再び丸山くんが左肩と首に触れる。私は声が出てしまわないように意識した。

「だから、ここ」

　丸山くんが刺激する、凝り固まった場所。

「うん。凝っちゃうんだね」

「そう」

　つたない言葉だけれど、温かい。丸山くんは無口で無愛想でも、ミルクティーをくれたりマッサージをしてくれたりするし、私に無関心というわけではないようだ。

　だったら、私にもチャンスはあるのかな。

「ありがと。楽になったみたい」

「うん」

　恥ずかしいけれど。めちゃくちゃ恥ずかしいけれど。この時間が、丸山くんにとって、私をただの同僚ではなくひとりの女として認識してもらえるきっかけになりますように。

「じゃ、交代ね」

　立ち上がって、今度は丸山くんを座らせる。私の小さくて爪の伸びた手じゃ、たいして楽にしてあげられないかもしれないけれど、触れることで親近感を抱いてもらえますように。

「ふふっ、凝ってるじゃん」

「……っ、みたいだな」

　丸山くんの肩は想像していたより大きい。そして温かい。私はうしろから抱きつきたくなるのを必死でこらえた。

「さ、肩が楽になったところで、続きがんばろう！」

　俄然、やる気になった。丸山くんへの思いが夢へと背中を押してくれる。

「ああ」

　丸山くんも立ち上がると、自分のデスクに戻った。

　パソコンのモニター越しに目が合うと、一瞬だけ、ほんの一瞬だけ、丸山くんが笑った気がした。

　気がしただけなのに、私はイチコロでやられてしまった。
















02.　イッショニカエロウ
















「まだ、甘いな」

　渾身の企画書は、チャラメガネがチャームポイントの山やま中なか課長にあっさりと突き返された。

「協力してくれる企業の見込みは？　ネットサイトは全国各地、いや、世界中で閲覧できるんだから、その辺のショップじゃ話にならないぞ」

　なにも言い返せなかった。課長の言う通りだ。

　私の企画は、『全身コーディネートを一万円以内で』をテーマに、女子高生のお財布事情を意識したファッションを提案するというものだ。

　課長の指摘はどれもこれも痛いもので、私にはまだまだ力がないのだと言われているようだった。

「発想はいいと思う」

　そう言ってもらえたけれど、素直に喜べない。

「はぁ……」

　ため息が、課長に細かくダメ出しされた企画書に落ちていった。

「辛気くさいなぁ。ボツになるのはいつものことだろ」

　そんな私を笑う青木。

「ボツじゃないもん。直してまた出すし」

「こりないねぇ」

　笑ってもらえるだけマシだ。これで誰にも相手にされなかったら、惨めで仕方がない。忘れないうちに、指摘された箇所を赤で書き記してデスクにしまう。

　前回提出したときはボロカスにダメ出しされたから、悔しくてダメ出し以上に改良して提出した。今回はちょっと自信があっただけに、挫くじけそうだ。

「神坂ー。頼んどいたシャンプーの記事、できてる？」

　先輩社員の声で無理やり顔を上げる。感傷に浸る暇もない。

「はーい。今出しまーす」

　それでも通常業務はこなさなければならない。あたり前だけど、会社に入ると好きなことばかりできるわけではない。

　やるべき仕事をバタバタ片づけているうちに時間がどんどん流れ、気づけば定時が過ぎていた。六時をまわったあたりでチラホラ人が帰りだす。

　そこでやっとさっきの企画書を取り出して、私は今日も会社に残ることを決めた。




「お疲れー」

　薄っぺらなカバンを肩にかついだ青木が私の肩を叩く。

「お疲れ」

　ぶっきらぼうに返すと、再び笑われる。

「拗すねすぎ。たまには早く帰れば？」

　私は口を尖らせたまま、首を横に振った。

「忘れないうちに、直せるとこは直しておきたいの」

「そっか。がんばれよ」

「うん……ありがと」

　癪しゃくだけど、青木に励まされて少しやる気を取り戻した。そうだよね。拗ねてる時間がもったいない。

　資料を開いて、いろいろなファッション雑誌を広げて、少しずつ企画書を直していく。直すごとに企画書はボリュームを増す。

　修正が必要なのは、おもに私がザックリと抽象的に書いてしまった部分だ。課長に指摘されるまで、それが抽象的であることにさえ気づいていなかった。まだまだ未熟者だなぁ。もっと現実味を持って具体的に考えていれば、自分で気づけたはず。本当に情けない。

　丁寧にやっていくと、ひとつの項目を直すだけで何十分という時間がかかってしまう。そうしているうちに時間は水のように流れていき、やっぱり気づけば九時になっていた。

「あー……もうこんな時間」

　私の声が虚しくオフィスに響く。人の気配がしない。ふとウェブデザインの島へ目を向けると、丸山くんの姿も見あたらない。

　ここ最近、しょっちゅう一緒にがんばっていたけれど、今日は私ひとりのようだ。

　ひとりだと思うと、急に気が抜けた。ゴチャゴチャしているのに静かなオフィスの空気が重くのしかかる。私はその空気に負け、軽く椅子を引いて机に頭をのせた。蛍光灯に照らされたオフィスが九十度傾く。いつもと違って見えて、少しだけ落ち着いた。

　しばらくじっとしていると、傾いた光景が滲みだした。左目から耳にかけて、生温かい滴しずくがポロリ。そしたら右目からもポロっと出て、鼻を通過したそれが左目に入ってまたポロリ。

　勢いがつくと止まらない。上半身を起こし、近くにあったティッシュを三枚抜き取って目頭にあてた。カラカラに乾いたティッシュは、期待以上に涙を吸ってくれる。

「グスッ……」

　ああ、みっともない。この程度で泣いちゃうなんて。世の中そんなに甘くないってわかってるつもりなのに。企画を通すのは難しいことだって、ちゃんとわかってるのに。まだまだ甘いな。大人として。

　でも、誰もいない今日ならいいよね。ひとりのときくらい、弱気になってもいいよね。

「……くっ……グスッ」

　いつも強気でがんばってるんだもん。今日くらい、塞ぎこんでもいいよね……。

　ああ、こんなとき丸山くんがあの席に座っていてくれたら、泣いたりせずにがんばれるのに。どうして今日にかぎっていないのよ。

「丸山くん……」

　会いたいよ。

「なに？」

　背後からかけられた声に驚いて振り向くと、インターネット事業部の入口に缶をふたつ持った丸山くんが立っていた。さっきまでいなかったのに、どうして……？

　私は慌てて涙を拭った。ごまかせていないことはわかっている。だけど目もとがぐちゃぐちゃの顔を見られるよりはマシだと思った。

　恥ずかしいとこ見られちゃった。好きな人の前では笑っていたかったのに。

「ごめん、情けないとこ見せちゃったね」

　なんとか笑顔を作る。だけど丸山くんは無言で無表情のまま。怒っているようにも見えて、少し怖い。

「神坂さん」

　ゆっくりとこちらに近づいてくる。手にはコーヒーとホットミルクティー。

　丸山くんは私の目の前まで来て、大きな手で軽く頭をなでてくれた。

　その瞬間、ぶわりと視界がゆがんだ。頭皮から伝わる温もりが胸に沁みたのだ。

「泣きたいときは、泣けば？」

　涙腺崩壊。私は顔を両手で覆った。

　まるで水道の蛇口を全開にしたように涙が溢れる。すぐに鼻も詰まり、子供のような嗚お咽えつまで漏れる。丸山くんは新しいティッシュを取り、覆った手から漏れた涙を拭ってくれた。

　そっとティッシュを受け取る。丸山くんはそのときも無表情だったけど、どことなく優しい感じがした。

　ずるいよ、丸山くん。私ばっかり嫌なとこ見られて、私ばっかりいいとこ見せられて。

　なかなか泣きやむことができず、メイクもすっかり崩れてしまった。そんな私の不細工な顔を、青木の椅子に腰を落ち着けた丸山くんが優しく拭ってくれる。重くなったまぶたを押し上げて彼を見ると、丸山くんもまっすぐに私を見つめていた。

　仕事がうまくいかなくて苦しいのに、こんなときでも胸は熱くなる。

　目の前に、好きな人。キレイな顔をしている好きな人。それなのに私はこんな顔を見られているなんて。自分がひどく惨めに思えてまた涙が出てきた。もはやどうして泣いているのかわからない。

　丸山くんは少し困ったように顔をゆがめると、私の頬にあった手を後頭部へ回した。グイッと引き寄せられ、キャスター付きの椅子ごと丸山くんに近づく。視界が暗くなり、ほんのり涼しげな香りがした。温かいものに包まれている。どうやら丸山くんが私を抱きしめてくれているらしい。

　椅子に座った状態での前のめりの不安定な体勢は、ちょっとでも崩れるともっと密着しそうだ。涙腺に続いて、心臓崩壊。

　どうしよう。いいのかな？　甘えちゃっていいのかな？

　もう、ダメだ。こんな不安定な体勢、さっさと崩して飛び込んでしまいたい。

　好きすぎる。丸山くんが、好きすぎる。好きすぎて、苦しいよ。

　私は感情を抑えきれなくなって、泣きながら丸山くんの背中に腕を回し、力いっぱい抱きついた。

　私の力が加わって、椅子のキャスターが転がった。不安定な私の体が椅子からすべり落ちる。それを丸山くんがグイッと持ち上げて、私たちの体はよりいっそう密着した。想像以上に、期待以上にぴったりと。

　立ち上がった状態で抱きしめ合う。私は愛されているような気がして幸せな気分になった。その幸せな気分が涙の蛇口を締めていく。呼吸が落ち着いたところで、丸山くんは私をゆっくりと解放した。

「ありがとう」

「うん」

　本当は名残惜しいけれど、いつまでも甘えているわけにはいかない。あんな風に包まれていたら、私はきっと欲を出してしまう。丸山くんは言葉数が少ないから、それにつけいってワガママを言ってしまう。これ以上、彼を困らせたくはない。

「ごめんね、情けないとこばっか見せちゃって」

「別に」

「自分に実力が足りてないのはわかりきってるのに、なんだか悔しくて」

　言い訳しながら笑って見せても、丸山くんはやっぱり無表情のまま。

「今の企画も、もうあきらめちゃおうかなって何度も思ったの」

　私が弱音を吐くと、丸山くんの表情が少しだけ変わった。

「あきらめんな」

　珍しく強い口調で、食いつくようにすばやい反応だった。

「え？」

「あきらめんな、絶対に」

　そんな真剣な顔をされると、また涙腺が緩んでくる。グッとこらえて、彼の微妙な表情の変化を探る。

「もっと頼れ」

「頼る？」

　丸山くんは頷いて、

「俺とか、青木とか。あんたのこと応援してる人はたくさんいる」

　そう言って再び私に腕を伸ばした。

　温かい手が再び私の頭にのせられて、ストレートの髪をすべっていく。そのまま手は私の頬に。親指の動きからして、涙の跡に触れているようだ。触れられることに少し慣れて鼓動が落ち着くと、大きな雨音が聞こえることに気づいた。

「私の企画なのに、頼っちゃっていいのかな」

　丸山くんが軽く頷く。

「みんな自分の仕事があるのに、いいのかな」

　再び、頷く。

「仕事は、ひとりでするもんじゃないよ」

　丸山くんが穏やかな声で言う。

「うん。そうだよね」

　がんばろう、私。あきらめずに、やりきりたい。

　カコッと音がして、開封された缶が差し出される。一本は私のために買ってきてくれたらしい。

「ありがとう」

　感謝の気持ちが好きの気持ちと混ざって、心地いいけれど苦しくなった。

「別に」

　丸山くんがくれたホットミルクティーはもうすっかり冷めてしまっていた。丸山くんが飲んでいるコーヒーだってきっと冷めているだろう。せっかくホットで買ってきてくれたのに、ごめんね。

　外は大雨で、風も強そうだ。まだ春なのに台風のよう。こんな天気の日は、人の優しさが身に沁みる。

「あーあ、泣きすぎてひどい顔してる」

　ポーチから取り出した鏡を見ると、マスカラとアイラインが滲み、ファンデーションのムラが目立つみすぼらしい顔が映った。

「たしかに」

　コーヒー片手に真顔で指摘する丸山くん。

「ひどーい。こんなときは嘘でも、そんなことないよ、かわいいよ、って言ってよね」

　メイクを直しながらツッコミを入れると、ハハッと笑う声が聞こえた。急いで丸山くんの方を見たけれど、彼はすでに背を向けていて笑顔を見ることはできなかった。残念。

　あきらめて再び鏡に向かう。泣いた後の目もとはパリパリしてメイクが直しにくい。だけど少しでもかわいく見えるよう、がんばって直さないと。

「神坂さん」

「なに？」

　期待した言葉をくれるのだろうか。私は手直しが済んだ目を丸山くんに向ける。

「帰れば？」

　……そうなりますか。

「雨もひどいし」

　……顔もひどいですもんね。

「そうだね。そうしようかな」

　私はポーチをバッグにしまい、ミルクティーを一気に流し込む。丸山くんって、やっぱり無愛想だ。

　デスクを片づけて帰宅の準備を終えると、丸山くんも準備を終えて待っていた。一緒に帰ってくれるんだ。落ちていた気分が一気に上がる。

「送ってく」

「ええっ？　そんな、いいよ」

　いや、それはかなりうれしいけど。さんざん甘えてしまったのに、これ以上甘えてしまうわけには……。

「傘、ないでしょ」

「……あ」

　いつものように寝坊した私は、天気予報を見ずに出社した。

　でも、そんな自分の癖をわかっているから、バッグにはいつも折り畳み傘を忍ばせてある。

　とはいえ、こんなチャンスを逃すわけにはいかない。

　さっき丸山くんが胸を貸してくれたから、ギュッと抱きしめてくれたから、調子にのっているのかもしれない。

　だって、もっともっと、距離を縮めたい。

「お願いします」

　ぺこりとお辞儀をすると、

「うん」

　と頭上で声がした。

　私を送っていくことなんて、なんでもないと言っているような涼しい表情だった。

　オフィスの明かりを消して、鍵を閉める。鍵をセキュリティボックスに収めてビルの外に出ると、激しい雨が地面を打ちつけている。

「うわー、雨、ひどいなー」

　私がつぶやくのと同時に、軽い音をたてて丸山くんの紺色の傘が開いた。視線だけで促され、隣に並んで歩きだす。始めは遠慮がちに少し離れていたけれど、

「濡れるから、寄って」

　と丸山くんから距離を詰めてくる。

　肩と肩が触れ合って、傘という小さな世界にふたりっきりになったような気がした。

　駅に到着すると、丸山くんの肩は少し濡れてしまっていた。そりゃそうだ。雨だけじゃなく、風も結構強かったから。

「ああっ、ごめんね。私のせいで」

「別に」

　丸山くんは、なんともない、といった感じに手で肩を払った。少しだけ滴が散ったけれど、多くは染みてしまっている。

「ほんと、ありがとう」

「別に」

　やっぱり無口で無表情で無愛想だけど、本当は優しい丸山くん。

「どこ駅？」

「え？」

「家」

　最寄りの駅名を言うと、

「行こう」

　とそっち方面のホームに向かおうとする。送るって、まさか。わざわざ家まで？

「丸山くん、さすがにそこまでは……」

　申し訳ないよ。ホントは傘だってあるんだし。

「迷惑なら、やめとく」

　そう言って傘を差し出す丸山くん。駅を出たらこれを使って帰れってこと？　そんなことしたら、丸山くんが濡れてしまう。

「迷惑なわけないよ」

　そうじゃなくて、逆に私が迷惑かけてない？

「じゃあ、行こう」

　丸山くんは私の肩を押してエスカレーターに誘導した。

　ちょっと強引な仕草に、やっとこの距離感に慣れてきた心臓が再び暴れだす。一段空けずすぐうしろに丸山くんも乗ってきて、やけに背中が熱く感じられた。




　電車を降りて、改札を抜けて、南口から駅を出た。階段を下りて屋根がなくなったところで再び傘が開く。

　微妙な距離を保っていた丸山くんを見上げると、

「おいで」

　と言われているような気がした。

　引き込まれるように寄り添えば、私の歩幅に合わせて歩いてくれる。

「今やってるシャンプーのキャンペーンなんだけどさぁ」

　電車の中でも、歩いている今だって、間を持たせるためのくだらない話に、「うん」とか「ああ」とか相づちを打ってくれる。

　ゆっくり歩いていたつもりなのに、あっという間に私のマンション前にたどり着いてしまった。夢のような時間もここまでだ。

「うち、ここなんだ」

「そう」

　傘を傾け、七階建てのマンションを見上げる丸山くん。寄ってく？と言いたいところだけど、時間が時間なだけに無理がある。

「今日はほんとに、なにからなにまでありがとう」

「いや、俺は、別に」

「今度、お礼させて」

「いいよ、別に」

　別に、が口癖なのかな。左肩がさっきより濡れている。

「ミルクティー何本かご馳走になってるし、それじゃ気が済まないもん」

　丸山くんは少し驚いたように目を見開いた。キレイな二重まぶたの目が、狭い傘の中でより大きく見える。

「じゃあ……」

　少し考えるように数秒間目をつむり、決めたと言わんばかりに視線が戻ってきた。

　次の瞬間、私は肩に温もりを感じ、迫りくる丸山くんの涼しげな顔に反射的に目を閉じた。

　唇に感じた、やわらかい感触。

　一瞬だけ感じて、すぐに離れた。

　ゆっくり目を開くと、穏やかに微笑む丸山くん。

「これでいい」

「え……？」

　これでいいって、どういう意味？

　私はきっと、とんでもなく間抜けな顔をしていると思う。

「青木には、内緒ね」

　そう言って、もう一度口づける。

　丸山くんは放心する私を建物のエントランスまで誘導してから、

「また明日」

　と言って去っていった。

　なに？　今の。

　丸山くん、笑ってた。すっごくかわいい顔をして笑ってた。

　いやいや、そうじゃなくて。笑った顔はやっぱり私の心を撃ち抜いたとか、そういうことじゃなくて。

　キス、した。丸山くんが私に、チューした。

　理解すると、急にドックンドックン血が巡りだす。視界が揺れるほど、強く。息が苦しくなるほど、速く。

　私はその鼓動が治まるまで、しばらくその場から動けなかった。
















03.　モウイッカイ
















　あの大雨の日から一週間。私と丸山くんは、まるでなにもなかったかのように日常生活を送っている。

　普通に通常業務をこなして、残業をして。一日のうち、ひと言ふた言、挨拶程度の会話をして。

　ただ、今までと少し違うのは、残業でふたりきりにならないこと。

「もっと頼れ」

　そのアドバイスに従って、青木に協力を要請したからだ。

　改めて思う。あのときのキスはなんだったんだ。

　自慢じゃないけど、私だってそれなりに恋愛経験はある。ここ最近はご無沙汰でも、縁がないだけで別に避けてきたわけじゃない。だけど、付き合ってもいない男とキスしたのは、あれが初めてだった。

　こんなとき、どうしたらいいんだろう。私は丸山くんが大好きだけど、丸山くんは私のことを好きな素振りをまったく見せない。態度にも変化はないし、なにも言ってこないし、私からも言えないし。

　もしかして、なかったことにしているのだろうか。

　あれこれ考えても、結局私は普段通りにしかできなくて現在に至る。

　たとえ気まぐれでもキスするくらいだから、嫌われてはいないと密かに安心したりもして。

「神坂ー。ノッてくれそうなメーカーリスト、これでいい？」

「見せて。……あー、もうちょっと増やせない？」

「これ以上？　つーかさぁ、普通にブランドショップも入れていいんじゃね？」

「それはまた別項に入れるの。各ブランドは毎月じゃないから」

　青木は面倒くさそうにしながらも、ちゃんと手伝ってくれる。丸山くんの言う通りだった。

　頼ればずいぶん楽になった。作業が二倍の速さで進んでいく。私がひとりでやっていた頃よりも、具体的で説得力のある企画書ができそうだ。

「お前さー、こんな大きな企画練ってるんだったら、もっと早く言えよな」

　青木にもそう言われて、私は今まで自分の力をかいかぶりすぎていたのだと深く反省した。

　謎は残るものの、丸山くんのキスですっかり立ち直った……いや、むしろテンションの上がりきった私は、あの若作りチャラメガネ課長をギャフンと言わせるべく、青木の小言を軽く聞き流しつつ、今日も仕事に精を出している。

「だいぶイイ感じになってきたじゃーん」

　という声に振り向くと、菊池さんが覗きに来ていた。今日のピアスはゴールドのフープタイプだ。

「あたり前っすよ。俺が手伝ってるんすから」

「ありがとうございます」

　青木の言葉をスルーして、菊池さんに向けて素直に笑ってみせる。彼女は私のパソコンの画面をじっくり見て、

「へぇー、おもしろそう」

　と言ってくれた。

「そろそろうちに、ページデザインの依頼がくるかな？」

「そうしたいところなんですけど、まずは課長のＯＫをもらわないと」

　それまでがなかなか大変なのだ。菊池さんは不敵に笑い、私の肩に手をのせた。

「順番なんていいじゃないの。先にページのサンプル作って、あとはもう公開するだけって状態で出してやりなさいよ」

「そんなこと、しちゃっていいんですか？」

「別にいいんじゃない？　そっちの方が、本気度が伝わるし」

　なるほど、本気度か。でも、誰に頼んだらいいんだろう。ウェブデザイン課の人たちの中で、私がそんなことお願いできるのは菊池さんと丸山くんくらいしかいない。

　菊池さんは仕事と子育ての両立で忙しいし、丸山くんは今でさえ遅くまで残っているんだから大変そうだ。応援してるって言ってくれたけど、今以上にがんばったら倒れてしまうかもしれない。

　ふと丸山くんの方に目を向けると、バッチリ目が合った。だけど、すぐに逸らされてしまう。

　菊池さんとの会話、聞こえてたのかな。そのうえで、俺には頼まないでくれってことなのかも。

　安心して、丸山くん。ただでさえ遅くまでがんばってる丸山くんに押しつけたりしないよ。




「なー、神坂」

　気だるげな青木の声。彼が仕事に飽きたときによくする、両手を頭のうしろに組んで上半身を背もたれに思いきり預けるポーズをとっていた。

「なによ。考えごとしてるんだから邪魔しないで」

「もう今日はいいじゃん。飲み行かねぇ？」

　そういえば、最近お酒も全然飲んでない。

「そうだね、たまには行こうか」

　明日も仕事だから深酒はできないとしても、青木に手伝ってもらってるお礼もしたいし。青木にはキスなんて許さないけれど、今日の飲み代を持つくらいならできる。

　丸山くん、キスなんかでお礼になったんだろうか。私がなにかしてあげたかったのに、逆に私へのご褒美になった。丸山くんにもなにかご馳走するくらいならできるかなと思ってお礼がしたいと言ったのに、まさかキスになってしまうとは。

　再び丸山くんに目を向けると、頬杖をついて無表情で私を見ていた。目が合った瞬間、違和感があった。いつものように無表情だけど、なにかが違う……かも。視線に圧力を感じる。怒っているような気がする。

　私、なにかした？　変なこと言った？

「神坂ぁー、早くしろー」

　スーツに手ぶらの青木が、私を急かす。私は丸山くんにうしろ髪を引かれる思いで事務所を後にした。




「お疲れーっ」

　そう言い合ってジョッキをぶつける。一気に半分くらい飲み干し、「ぷはっ」と息をつくと、疲れを一緒に吐き出したような気がした。

「やっぱ仕事終わりの酒はうめーな」

　青木はご機嫌な様子だ。さっそくお代わりを頼んでいる。

「飲むの速すぎ」

「喉乾いてたからな」

「明日も仕事だよー」

「明後日もな」

　くだらない話で笑い合う。青木とはこうしてたまに一緒に飲んだりする仲だ。

　そういえばこの間、

『青木と付き合ってるの？』

『仲、いいから』

　なんて言われたっけ。

　私が今の部署に配属されてから一年。青木と飲みに行くことはたくさんあったもんな。丸山くんとは数回、オフィシャルの飲み会で一緒になったくらいか。同期なんだし、もっと積極的に声をかけたり飲みに行ったりしていれば、今頃は仲良くなれていたのかもしれない。

「はぁ……」

「なんだよ、ため息なんかついて」

　青木が眉間にシワを寄せている。

「別にぃ。ただの恋患い」

　青木は顔をゆがめて、

「恋患いねぇ……」

　とぼやくように吐き出した。

「で？　お相手は？」

「秘密」

「ケチ」

「ケチで結構」

　青木といると、おしゃべりが止まらなくなってしまう。なんでも話してしまいそうになるから、余計なことは漏らさないように注意しなくちゃ。うっかり丸山くんだなんて言ったら、それをネタに毎日からかわれるに違いない。

「患うほど好きなの？　そいつのこと」

「たぶんね」

「たぶんかよ」

「だって、わけわかんないんだもん、その人」

　素っ気ないのに優しくて。キスしたくせに睨んできて。

「なにかあったのか？」

「実は、この前ね……」

　言いかけて思い出した。『青木には、内緒ね』という言葉と笑顔。

　私は慌てて、「なんでもない」と口を閉じた。

　どうして〝青木には内緒〟なんだろう。ほかの人ならいいの？　ああ、そうか。青木に話すと即ネタにされて、しつこくからかわれちゃうもんね。

　隣で、「そこまで言っておいて気になるだろ」とか、「おい無視かよ」なんて聞こえるけど、丸山くんのことで頭がいっぱいの私は気にせずにジョッキを空けた。

　そして翌日。結局、青木に（私のお金だけど）たくさん飲まされた私は、若干二日酔いの状態で出社した。

「おはようございまーす」

　力なく挨拶をしながらオフィスに入ると、私の倍は飲んだ青木が、机に突っ伏して眠っていた。

「朝礼開始まで寝かせてください」

　ご丁寧にデスクに貼り紙までして。

　私はイタズラ心に火がついて、せっかくだから起こしてやろうと企む。

　そおっと近づいて青木の背中を叩こうとしたとき、振り上げていた私の腕を誰かに掴まれた。驚いて掴んだ主を確認すると、すこぶる不機嫌な顔をした丸山くんだ。

「え？」

　相変わらず無表情ではあるが、あきらかに怒っているように感じた。

「ちょっと、いい？」

　なんだか、怖い。恐る恐る首を縦に振ると、強引に腕を引かれて歩きだす。

　なに？　なんなの？　どうしてそんな顔をしてるの？

　連れてこられたのは、人ひと気けのない非常階段の踊り場。このビルでは屋外だ。

　花粉症の薬の効きが十分でなくて、私は手首を掴まれたまま、

「クシュッ！」

　一発かましてしまった。鼻水が出なくてよかった……。

「寒い？」

　無表情の丸山くんが気を遣ってくれる。

「いえ。花粉です……」

　グスッと鼻をすすれば、丸山くんの眉が下がった……気がした。

「ごめん、戻る？」

　無表情の中に穏やかさを感じる。もう怒っていないのだろうか。

「ううん、大丈夫」

　さっきまで怒っているような感じがしていたのは、気のせいだったのだろうか。

「で、どうしたの？」

　わざわざこんなところに連れてきたのだから、周りの人たちには聞かれたくない話なのだろう。もしかして、この間のキスのこと？

　私は体を固くして身構える。けれど丸山くんはしばらくなにも言わず、気まずそうに頭をポリポリかいて街の景色の方に視線を馳せた。

「丸山くん？」

　そんなに言いにくいことなのだろうか。急かすのは申し訳ない気もするけれど、早くしないと朝礼が始まってしまう。

　丸山くんは表情こそ変えないものの、少し申し訳なさそうな顔をこちらに向けた。

　そしてひと言。

「ごめん」

「え……？」

　それってキスのこと？

「勢いだけで連れてきた」

「え？　勢い？」

　もう、わけわかんない。

「勢いって、なんの勢い？」

　勢いがつきそうなことはなにもなかったはずだ。丸山くんは答えない。

「なにもないなら、戻るけど」

　でも手首はまだ掴まれたまま。

「じゃあ、ひとつだけいい？」

　丸山くんは涼しげでキレイな顔をまっすぐこちらに向けた。

「いいよ。なに？」

　私は即答したけど、丸山くんは数秒間考えて、

「昨日、青木になにか言われた？」

　また意味のわからないことを言った。

「別に、なにも」

　再び即答。

「あ……そう」

　丸山くん、どうかしてる。なんだかここ数日挙動不審だ。

　私にキスしたくせに、青木のことばっかり気にして。少しくらい私のことを気にしてくれてもいいじゃない。ちょっと期待してる自分がバカみたいだ。

　きっと深い意味はなかったんだな。丸山くん、カッコイイもんね。キスくらい、慣れっこなのかもしれない。挨拶みたいなものなのかもしれない。

　それにしても、なにかあれば青木青木って、まさか丸山くん、青木のことが好きなの？

　そんなことないって信じたいけれど、この広い世界にはそういうタイプの人も何パーセントかいるっていうし。

「ねぇ、丸山くんって、青木の……」

　違っていたら恥ずかしいから遠慮がちに切り出すと、丸山くんはビクッとして私の頬に手を添え、唇に親指を立てる。

　聞くなよって、そう言いたいのかもしれない。

　苦しそうな顔の丸山くん。私がなにを聞きたいかわかったうえで、聞かれたくないから遮ったんだと思う。男なのに男が好きだって、勘づかれたくなかったに違いない。

　気まずく思っていると、彼はなにを思ったのか手を後頭部にすべらせて、いつかのように強引に唇を重ねてきた。

　唇が離れると、艶なまめかしい顔をした丸山くんと視線が絡む。彼が再び目を細めたから、

「もう一回」

　と言われた気がして、素直に従ってしまう。この前の軽いのとは違う大人のキスに体中が甘い悲鳴をあげる。

　なに？　なんなの？　丸山くん、青木のことが好きなんじゃないの？　なのにどうして私にキスするの？　私のことが好きなの？

　ううん、丸山くんはいつも青木青木。

　だけど叶わないから、きっとその欲求不満を私で解消してるんだ。

　疑惑の真相を確かめたいけれど、口を塞がれてしまってはかなわない。

　ただ私は丸山くんのことが好きだから彼とキスしていることにドキドキしたし、単純にうれしかった。




　ガチャッ――。

　扉のノブをひねる音がして、私たちは反射的に体を離した。

　顔が熱いし、心拍も落ち着かない。体の芯の痺れも治まらない。

　扉からは、寝ぼけたしかめっ面の青木が現れた。

「お前ら、ここにいたの？」

　青木は私たちふたりの顔を見比べて、軽くため息を落とす。

「朝礼、始まるってよ」

　青木に促されるまま、私たちはおとなしく歩きだす。丸山くんの視線はまっすぐに青木に向けられていた。感情までは読み取れない。無言で屋内へと入っていく。

　頭と心がパンクしそうな私は、前を歩く男ふたりに黙ってついていくしかない。

「お前、抜け駆けしてんじゃねぇよ」

「青木に言われたくない」

　ふたりはなにか話していたけれど、私にはよく聞こえなかった。




　学生のときは恋愛の優先度が断トツでナンバーワンだったけれど、仕事を始めてみると、恋愛なんて二の次三の次だった。職務に支障をきたすような恋愛は論外だし、恋患いとかいうふざけた言い訳で効率を下げることは許されない。

　それなのに。

「神坂、ここ間違ってる」

「えっ？　嘘。すみません」

　失敗してしまった。当然ながら先輩に怒られた。

「神坂さん、さっきの画像は？」

「しまった！　消しちゃった！」

　大事なデータを消去してしまって、後輩にまで怒られた。

　さらに、

「クシュッ！」

　とクシャミをしたら、ゴトッ！とデスクのカップが倒れた。三分の一ほど入っていたコーヒーが地味に流れだす。

　もう、最悪だ。朝の一件で、私は完全に我を失っていた。

　自分のメンタルがこんなにも作業効率に連動しているなんて。企画どうこうの前に、社会人としてまだまだ半人前なのだと思い知らされた。

　パソコンだけはなんとか死守し、こぼしてしまったコーヒーを片づける。

「神坂、お前、下手すりゃ死ぬんじゃね？」

　私の不調を青木が笑う。今まではただの戯れだと思って気にならなかったけれど、今日はやけに腹が立つ。青木に嫉妬しているのかもしれない。丸山くんが青木のことばかり気にするから悔しいのだ。女の子ならまだしも、相手が青木だなんて。馬鹿馬鹿しいけれど、可能性があるからやるせない。

　だって、もし丸山くんがそっち側の人だとしたら、私は女というだけで道が絶たれる。そして、青木は間違いなく女が好きだから、丸山くんもまた、男というだけで道は絶たれていることになる。

　なんだかすべてが青木に支配されているような気がして、よけいにムカついてきた。全部青木のせいにして文句を言ってやりたい。だけどここで八つ当たりするのはあまりにもカッコ悪いから、トイレに逃げ込んで、服にかかってしまったコーヒーのシミを落とすことに専念した。同時に乱れまくっている心を落ち着ける。

　濡らした布巾でトントン叩いても、シミはなかなかきれいに落ちてくれなかった。

「シミ、落ちたぁ？」

　うしろから声をかけられて鏡越しに確認すると、大きなキュービックジルコニアの一粒ピアスを輝かせた菊池さんだった。

「だいたいは落ちたんですけど、全部は落ちなくて」

　菊池さんはそうだよね、と笑いながら私の背中を軽く叩く。

「どうしたのよ、あんた。朝、丸山に変なこと言われた？」

　私と丸山くんがふたりでオフィスを抜けたことに、気づいていたらしい。

「丸山くん、無口だし。ほとんどなにも言いませんよ」

　青木のこと以外は。

「ふーん。じゃあ、神坂の不調は丸山のせいじゃないんだ」

　洗面台に腰をかける菊池さん。腕を組んで、ニヤッとしたいやらしい笑顔を浮かべる。

「菊池さん、なんだか丸山くんのせいであってほしそうですね」

「あはは、そう聞こえる？」

「聞こえますよ。丸山くんのこと、なにか知ってるんですか？」

　尋ねると、ニヤリ顔が近づいてきた。

「気になる？」

　この顔、絶対になにか知っている。なにかっていうか、丸山くんの気持ちを知っている。

「気になりますよ。丸山くん、最近おかしいんです」

　へぇ、と漏らしながら、再びニヤリと笑った。そして、とんでもないことを言いだした。

「もっとおかしくなっちゃえばいいよ」

「なに言ってるんですか。それは困ります」

　焦って首を振ると、菊池さんはまた楽しそうに笑った。

「丸山はさぁ、入社当時は面倒みてたし、産休中は仕事面で世話にもなった、大事な後輩なわけ」

　そりゃあ、わかってますけど。付き合いだって、私なんかよりずっと深いわけだし。

「だから神坂、ごめんね」

「え？　なにが？」

「あたし、丸山の味方だから」

　それって、つまり私と丸山くんが敵対してるって考えてるということだよね。そして丸山くんと同じように、私と青木がいい感じの関係だと思ってるんだ。ということは。

「やっぱり、丸山くんは……」

　青木のことが好きなんだ。思わずため息が出る。

「なんだ、神坂。気づいてたの？」

　菊池さんはそれなら話は早いとばかりに表情とピアスを輝かせる。

「気づいてたっていうか、なんというか」

　確信を得ていたわけじゃないけれど、これで確定したようなものだ。

「で？　神坂はどう思ってるの？」

「どうなのって言われても。私にはそういうの、受け入れられないです」

　一部の女子の間でＢＬ（＝ボーイズラブ）なるものが流行っているらしいけれど、好きな人がそうだとわかると言葉が出てこないほどショックですよ。

「そっかー。口下手だし無愛想だけど、顔と性格はいいからいけるんじゃないかと思ってたんだけどなー」

　心底残念そうな菊池さん。彼女は丸山くんによっぽど理解があるらしい。

　丸山くんを理解するには、足りない言葉でもできるだけ多くを読み取っていく必要があるはずだ。菊池さんはきっとその能力に長たけている。

「そういう問題ですか？」

　きっと性格や顔だけじゃなんともならないと思いますけど。

　日本語とは実に曖昧だ。だけどそれゆえに、言葉が足りなくても会話が成立してしまう。

　本当はもっとちゃんとはっきりした言葉で、彼女の意味していることを聞きたかった。

　だけど潜在意識の中で「負けたくない」と思った私は、彼女とのこの会話を曖昧なままにしてしまった。
















04.　ダイジョウブ？
















　桜が散って、木々に若葉が繁りだした。

　私の思いも散ったけれど、私には繁るものなんてなにもない。

　ただ、相変わらず私も丸山くんも、ついでに青木も、遅くまで残って仕事をしている。

　微妙な三角関係。その三角形の一辺一辺はベクトルがずれて交わらない。

　あれから私と丸山くんは、ほとんど口をきいていない。それは避けているということではなく、意識的に関わらないかぎり、私たちには接点がないというだけだ。




『好きな人が、ゲイでした』

　菊池さんが担当しているＯＬサイトに設置されている掲示板の過去ログを見ていたら、こんな見出しのスレッドが出てきた。そこには、「友達以上恋人未満の男友達に勇気を出して告白したけれど、男が好きなのだとカミングアウトされてどうしていいかわからない」という内容が、切羽詰まった言葉をふんだんに盛り込みながら書かれていた。この質問者は「キスだってするし体の関係もあるのに」と強調している。そこに縋すがって彼の気持ちをなんとか見出したいという思いが痛いほどに伝わってきた。

　そのスレッドに寄せられたコメントに目を通してみたけれど、いずれも私を慰めてくれるような言葉にはお目にかかれなかった。きっと質問者にとっても同じだろう。




「あ、そういえば」

　ある日の夜、ふと思いついて尋ねてみた。

「青木って彼女いないの？」

　パソコンになにかを打ち込んでいた青木は、

「はぁ？」

　と思いきりしかめっ面で、こちらを向いた。

　青木とはよく話すけれど、こんなことを聞いたのは初めてかもしれない。飲みに行っても仕事の話ばかりしていた。

　少し離れた丸山くんも、無表情でこちらを向く。

「お前、ケンカ売ってんの？」

　あきらかに不機嫌な顔で突っかかる青木。

「なによ。ただ聞いてみただけじゃない」

「それがムカつくんだっつーの」

「ワケわかんない。もういいし」

　なんで私がムカつかれなきゃいけないの。

「俺の片想いだよ」

　青木はぶっきらぼうな顔でそう答えた。

「片思い？」

「そう、片想い。彼女はいない。完全なる片想い中」

　ふーん。そうなんだ。でも考えてみれば、彼女がいたら気軽に私とふたりで飲みに行ったりできるわけがないか。

「完全なるって……辛いよね」

　なんだか、私みたいだ。切なくなってため息が出てしまった。

「お前が言うな」

「私だって片想い中だもん」

「は？　嘘だろ」

「嘘じゃないもん」

　私の好きな人は、あんたのことが好きなんだよ、バカ野郎。

　青木は不機嫌な顔を私から逸らして、丸山くんの方を見た。つられて私も丸山くんを見ると、彼は少し引きぎみにこちらを向いている。

「おい、丸山」

「なに？」

「お前はどうなんだよ」

　バカ、青木。あんたが丸山くんにそんなこと聞かないでよ。丸山くんはため息混じりに言った。

「片想い」

　もっと切なくなって胸がチクッと痛む。表情を普通にするのも大変なくらい切ない。三人の間には、なんともいえない複雑な空気が渦巻き始めた。

「嘘つけ」

　青木がバカにしたように吐き捨てる。

「お前が片想いなわけないだろ」

　いくら丸山くんがイケメンだからって、そんな言い方しなくてもいいのに。丸山くんの無愛想な顔も、かすかに不機嫌になる。

　どんどん悪くなっていく雰囲気に、私はわけもわからぬままふたりの会話を聞くしかなかった。

「どうしてそんなことが青木にわかるの。俺、フラれたんだよ。間接的に、だけど」

　丸山くんが珍しくムキになっている。青木が相手だから？

「だったらこの間のアレはなんなんだよ」

「アレ？」

「お前の抜け駆け。あのとき、なにしてた？」

「別に」

　ふたりにしかわからない、暗黙の了解のようなものが見え隠れする。ただそれがなんなのかはわからない。私は言葉を発している方に視線を向けるだけ。

「別にってことないだろ。あの顔は」

「顔？」

「ああ。ふたりともサカッた顔してたぞ」

「なんだよ、それ」

　ふたりってなに？　サカッた顔ってどういうこと？　丸山くん、親密な女の人でもいるの？　しかも青木はそれを知っているの？

　というか、そもそもこのふたり、暗黙の了解で会話ができるほど仲良かったんだ。

「ちょっと、ふたりとも」

　ふたりの強い視線が私に刺さる。なんだか責められているような気分になった。

「なんの話してるかわかんないんだけど」

　負けじと睨み返せば、ふたりから同時に大きなため息が出た。

「おい、丸山」

　丸山くんは視線で応える。

「お前がそういう気でいるなら、俺は遠慮しねーぞ」

　丸山くんは無言で目を逸らした。まるで敗北を認めるかのようだった。

「いいんだな？」

　青木が念を押す。

「好きにすればいい」

　丸山くんが静かに答える。

「言ったな？」

　私はまた蚊帳の外。

「ただ」

　丸山くんが立ち上がった。

「俺はまだ、あきらめたわけじゃない」

　そしてどこかへ行ってしまった。青木は眉間にシワを寄せたまま、

「そうかよ」

　と丸山くんに聞こえない声でつぶやいた。

　私はやっと緊迫した空気から解放されて、無意識にギュッと握っていた手の汗をハンカチに吸わせた。なんだったんだ、今のは。丸山くん、意地になってた。青木のことが好きだから？

　しばらくして丸山くんが缶を三つ持って戻ってきた。私にはいつものホットミルクティー。

「ありがと」

　青木には丸山くんと同じコーヒー。

「サンキュ」

　それぞれ無言で手渡して、クールにひと言。

「もう十時だよ」

　早く仕事を片づけよう、という意味だろう。

「……はい」

　私たちは背筋を伸ばし、おとなしく仕事に集中することにした。

　自然に差し入れができる丸山くんは、やっぱりカッコよかった。さりげなく優しくて、キュンとした。




　翌日。困ったことが起こった。

　丸山くんとの言い合いのせいなのかなんなのかわからないけれど、青木が豹変したのだ。

　私がいつものように出社すると、

「おはよ、神坂」

　いつもはダルそうにあくびをしている青木が、シャキッとしていた。

「おはよう。今日はなんだか元気だね」

「そう？　神坂、今日もかわいいな」

　……は？　かわいい？　青木が私を褒めた。こんなこと、今までなかったのに。

「なによ、急に。気持ち悪い」

　なにかやましい頼み事でもあるのだろうか。

「気持ち悪いとか言うなよ。俺は毎日そう思ってるぞ？」

　妖艶な顔つき。いつもとは違う仕草、声色。

　……違う。こいつは青木じゃない。青木はこんな歯の浮くような言葉を吐けるような奴じゃないはずだ。

「あんた、頭打った？」

「打ったって言ったら、看病してくれるか？」

　……ダメだ。鳥肌勃発。やっぱりこいつは別人だ。

「なぁ、今夜仕事終わったらさ……」

　誰か助けて！　青木をもとに戻して！

　あまりの変貌ぶりに唖然としていると、背後に人の気配を感じた。途端に青木の顔が不機嫌になる。

「邪魔すんなよ」

　振り向くと、今日もポーカーフェイスの丸山くんだった。

「神坂さん」

　丸山くんは青木を華麗にスルー。見事なまでのシカトだった。

「は、はい」

　なに？　まさか、丸山くんまでおかしくなってないよね？　ただでさえ最近様子がおかしいんだから。

「課長が呼んでる」

　……身構えて損した。

「はい」

　でも、助かった……。

　私はふたりの間をすり抜けて、逃げるように課長のもとへと急いだ。ふたりはさっきの場所で睨み合いながら、なにやら話している。

　課長のもとから帰ってきても青木の態度はおかしくて、ふとしたときに髪を触ってきたり、普段は一緒にコンビニ飯なのにランチに誘ってきたり、昼どきの満員寸前のエレベーターで腰を抱いてきたり。向けられる視線がキラキラを通り越してギラギラしている。今までそんなことしたことがなかったくせに、女扱いをするようになった。

　おかしい。

　心配になった私は青木を倉庫に呼び出して、

「青木、しっかりして！　目を覚まして！」

　両手で軽くというには少し強く頬を叩いてみた。だけど逆にその手を掴まれてグッと顔を寄せられる。

「キスしていい？」

「いいわけないでしょ？」

　これはもう認めるしかない。女扱いというより、口説いている。

「もうっ！　からかわないでよ！」

　力いっぱい手を振りほどけば、青木はその反応を予測していたかのように不敵な笑みを見せた。

「からかってるわけじゃねーよ」

「じゃあ、なんなのよ」

　いつもと違う青木が一歩、また一歩と迫ってくるから、私も少しずつ後退していく。そしてついに壁に追いやられた。長い腕で閉じ込められると、もう逃げ場はなかった。倉庫にはほかに誰もいない。

「正直になることにしただけ」

「正直？」

「そう。鈍感なお前はまったく気づいてないみたいだけど、俺、神坂のこと好きなんだよ」

　はぁっ？　なんなの、この急展開。嘘か本当かもわからない。本気だともとれるし、冗談だよと笑われるような気もする。

「なに言ってんの？」

　青木は私の髪に手を入れ、サラリと指を通した。ゾクゾクするしドキドキする。

「なのに、お前は……」

　ため息を交えた青木は、珍しく真剣な眼差しで私を見つめる。いつもは気の抜けた顔をしているから、こんなに凛々しい顔をしてるなんて知らなかった。

「仕事にしか興味なさそうだし、かと思いきや、いきなり恋に落ちたとか言いだすし」

「だって……」

　仕方ないじゃない。私だってそんなつもりなかったもの。

「どうせ俺なんて眼中にもないんだろう？」

「それはっ……」

　たしかに、そんな対象として見たことはなかった。

「だったら友達でいいやって思ってた。楽しく仕事できたら、もうそれでいいやって思ってた。そして、いつか俺がお前のこと見てるって、気づいてくれればいいと思ってた」

　語られる気持ちは、私が配属されてからの一年間を思い起こさせて、じわり涙が目に溜まる。

「けど」

「……けど？」

「なんか悔しくなったから、もう遠慮しないことにした」

　青木の顔が近い。

「遠慮しないって、なにする気？」

　不敵な笑みで、

「さあな」

　なんて言われると不安になる。

　どうしてこんなことになっちゃったんだろう。どうして私なんか好きになったんだろう。隣の席にいても飲みに行っても、そんな素振りは少しも見せなかったのに。

　私だってさっき青木が言ってたように、楽しく仕事ができたらいいなって思ってた。こんな風に迫られたら、もう今までのように仕事ができる自信がない。

「そんな顔すんなよ。別に急に襲ったりしないから」

「この体勢でそんなこと言われても、説得力ないし」

　顔は触れ合いそうなほど近く、体は密着。さらに青木の膝は私の足の間に割って入っている。

「そうか？」

「そうよ。どいてよ、エロ青木！」

「ははは、いいね、この体勢」

　困惑している私を楽しむ青木。ごく自然にこの体勢に持ってきた。単純バカだと思っていたけど、案外曲者かもしれない。能ある鷹は爪を隠す。青木はこんなに近くにいながら、私に気持ちを悟らせなかった。

「いっそのこと襲っちまうか」

　余裕の表情で、私をどんどん追いつめていく。

「会社でなに考えてんのよ、バカ！」

「そんな顔もそそるね」

　ダメだ。上半身も下半身も、青木にロックされている。タダでは逃げられない。

「なぁ、神坂」

「なによ、変態」

　青木は私を陥おとしいれるような不敵な笑みを浮かべている。頭の中はかき乱されてグチャグチャだ。

「片想い、やめれば？」

　その言葉は救いのようでもあり、悪魔のささやきのようでもあった。

「俺にしとけよ」

　甘い罠を仕掛けるように、私の心を揺さぶる。

　辛い片想いに終止符を打てば、問答無用で愛してもらえる。だけど、一度踏み入れると二度と抜け出せない。そんな世界を想像させられた。

　私の頭の中は、完全に青木に支配されている。青木の顔がまた少し近づいてきたとき。

　ガチャッ――。

　倉庫の扉が開く音がした。

　青木は顔だけを扉に向け、体は私から離さない。青木が視界を覆っているから、私には誰が入ってきたのか見えなかった。

「ああ、あんたか」

「先輩に向かってあんたはないでしょー。相変わらず生意気よ、青キング」

　声と青木の呼び名でわかった、青木の背中の向こう側。青木を「青キング」と呼ぶのはひとりだけ。入ってきたのは菊池さんだ。

「こんなところでイチャイチャするの、やめてよね」

　菊池さんのあきれた声で、青木はやっと私を解放した。

「邪魔しないでくださいよ。いいとこだったのにー」

　私を解放しておどける青木。鼓動を落ち着けるのに必死な私。

「あきらめてるとか言ってたくせに、今日はずいぶん張り切ってるじゃない」

「あいつがあまりにも不甲斐ないから、チャンスだと思って」

「人の苦しんでる隙に付け込むなんて最低」

「言いがかりですよ。あいつが遠慮しなくていいって言ったんですから」

　まただ。また会話が暗黙の了解を含んで展開されていく。私はいつの間にみんなの会話についていけなくなっちゃったんだろう。

　私には気がないと、青木は理解している。だけど、そのうえで迫ってくるからどうしていいかわからない。先輩の目も気にせずに恐ろしいほど強気だ。

　もっと派手に拒否すればいいのかもしれないけれど、そうするとこれから毎日どんな顔をして隣の席に座ればいいのかわからなくなってしまう。青木はそんな私の心理を見抜いているのかもしれない。

　ただ、丸山くんのように有無も言わせず強引にキスしたりしない。私にはそれが本気と気まぐれの違いのような気がして、またチクリと胸が痛んだ。

　私は丸山くんが好きで、丸山くんは青木が好きで、青木は私が好き。

　私たちが織りなす三角形は、ベクトルの向きが合わないわけではなかった。

　それぞれがそれぞれを追い合って、グルグル回っているだけだった。




　オフィスに戻ると、丸山くんは相変わらずの涼しい表情で画面に向かっていた。社内だけで仕事をするウェブデザイン課はスーツを強制されないから、仕事は地味だけどそこだけお洒落で華やかに見える。

　丸山くんはいつもジャケットにジーンズやチノパンを履いているけれど、今日は日差しが強いからかジャケットを脱いで、白地にストライプのシャツを腕まくりしていた。細身だけど意外と腕は逞たくましいんだな。好きな人はなにをしていてもカッコイイ。

　私の視線が強すぎたのか、丸山くんが私に気づいた。丸山くんは無表情というよりはいつかの怒っているような顔をして、すぐに私から目を逸らしてしまった。私が青木に口説かれているのを見て、気分を害したのだろう。丸山くんはきっと、青木が私を好いていることに気づいていた。丸山くんにとって私は邪魔な存在に違いない。

　もしかしたら丸山くんが私にキスをしたのは、振り向いてくれない青木に対するあてつけなのかもしれない。あるいは私が青木を好きになったりしないように、青木の恋が叶わないように、邪魔をするために手を出しておいたのかもしれない。そのときだけ気のあるふりをして、憎き私が青木ではなく丸山くん本人を意識するように仕向けたのかもしれない。

　私はまんまとその手に転がされてしまったに違いない。だから丸山くんは、私とキスしたことに対してなにも言わず、なにもなかったような顔ができるのだ。心の中ではきっと笑っているのだろう。

　私ばっかりが悩んでいる。私ばっかりが意識している。

　慣れない青木の熱視線と、責めるような丸山くんの冷視線。仕事がやりづらくって仕方がない。

「なぁ、神坂」

　と青木がちょくちょく私にかまってくるのは変わらないけれど、そこに気持ちがあると知ってしまっては、あしらい方に迷いが生じる。そして、そんな私たちをチラ見している丸山くん。周りには何人も社員がいるけれど、三人だけに流れるこの煮詰まった空気に耐えられない。

　思い切って丸山くんに話をしよう。私は青木には気がないよって、ちゃんと伝えておこう。そうすれば、丸山くんの不機嫌な視線も治まるかもしれない。

「ねえ、丸山くん」

　背後から声をかけると、冷めた目で見上げられた。

「なに？」

　見上げると丸くなる目もとに、キュンとする。

「ちょっといい？」

　だけど、私の胸キュンは見事に打ち砕かれた。

「なんで？」

　眉間にシワを寄せたその表情。無表情ではなく、あきらかに嫌悪を表している。拒絶されているような感じがした。ゾクリと背筋が凍り、ショックで頭がぐらつく。

「なんでって……なんで、だろ」

　話くらい聞いてくれると思っていた私が甘かったの？　そんなにも、私のこと、憎んでるの？　鼻の奥がツンとする。

　これくらいで泣いたらダメだ。丸山くんはきっと、私なんかよりずっと泣きたいんだから。

「ごめんね、忙しいよね」

　私は無理にヘラヘラと笑顔を作った。

「また今度でいいよ」

　丸山くんに背を向け、逃げるようにその場を去った。

　無口で無表情で無愛想。だけど優しくしてくれた丸山くんに温かさを感じていたのに。ダメなんだ。私は青木に好かれているというだけで、もう話さえしてもらえないんだ。

　やめよう、丸山くんを好きでいるのは。そもそも私が単純すぎた。荷物を持ってくれただけで好きになるなんて、惚れっぽいにもほどがある。何度か優しくしてくれたのは、私を青木から遠ざけるための罠。騙されるな、私。

　席に戻って感情を落ち着ける。丸山くんの方を向きたくなくて青木に目を向けると、青木も珍しく真面目に仕事をしていた。

　定時、十七時三十分。

　精神をすり減らしてぐったりしてしまった私は、

「今日は帰る」

　と宣言した。

「珍しいじゃん」

　そう周りに言われて、今まで自分がいかに仕事ばかりしていたかを思い知らされた。

　青木は私と帰ろうとしていたけれど、先輩に言いつけられた仕事を終わらせていないらしい。私を口説くのに時間を使っていたせいだろう。

　助かった。いつものように私より先に仕事を終えていれば、確実に捕まっていたと思う。

「お疲れさまでした」

　逃げるように会社を出る。今日はゆっくり休もう。長風呂でもして、心と体を落ち着けよう。緊張したり落ち込んだりしたせいか、なんだかすごく体が重い。

　普段より頼りない足取りでエレベーターまで行くと、退社する他部署の女子社員が楽しそうに笑っていた。話題はどうやら昼間に食べたランチのことらしい。

　きっと普通のＯＬはこんな感じなのだ。なるべく定時で仕事を終わらせて、夕方から夜の時間を楽しみ、ランチやお洒落に敏感で、キラキラしてる。

　私はそんなキャピキャピＯＬになりたかったわけではないけれど、夢ばかりに集中して女子力どころか恋愛スキルさえ落ちてしまった自分が、たまにとてもみすぼらしく感じられる。女性としての楽しみを謳歌している人たちが、うらやましく思えたりもする。

　こんな私のどこがよかったんだろう。青木はいつだって、「女らしくねーな」「よっ！　男前！」なんてからかっていたのに。

　青木が別の人を好きだったらよかった。丸山くんだって、別の人を好きだったらよかった。私だって――……。

　エレベーターの扉が開いた。中には上階の会社の女子社員がたくさん乗っている。香水くさそうだなぁ。私は携帯をいじるふりをして、一度そのエレベーターを見送った。いつもなら気にならないが、今は堪えられそうにない。

「はぁ……」

　春なのに、ちょっと寒いな。なんだか息苦しい。早く帰りたい。お風呂は明日の朝に延期して、すぐに眠りたい。

　下から昇ってきたエレベーターがこのフロアに止まり、下行きのランプが点滅した。私の目の前で開く。

　ふらりと足を進めると、中から誰かが降りてきた。軽く肩がぶつかる。

「ごめんなさい……」

　ぶつかった相手はシャツを腕まくりした丸山くんだった。

「お疲れさま」

　そう言ってエレベーターに乗り込もうとすると、急にがっしり腕を掴まれる。

「どうした？」

　丸山くんの眉間には、またシワが刻まれている。今日は不機嫌な顔ばかりだ。

「今日はちょっと疲れちゃったから、もう帰ろうと思って」

　放してよ。私のことなんて嫌いなくせに。疎ましいくせに。

　顔が見られない。またさっきみたいな顔をされたら立ち直れない。

「そうじゃなくて」

　丸山くんの冷たい手が私の顔を捕らえる。無理やり顔を向けさせられた。エレベーターの扉が閉まり、どこかの階へと去っていく。

「なに？」

「熱い」

「え？」

「熱、あるんじゃない？」

　嘘でしょ……。入社して以来、皆勤賞の私が？

「まさか」

「熱い」

　たしかに言われてみれば、私は寒いけど丸山くんは腕まくりするほど暑いってことだし、冷たく感じるこの手も、いつもはもっと温かい。

「大丈夫だよ」

　と言いつつも、自覚した途端、目覚めたように体が叫びだす。

「大丈夫って顔してない」

　どんな顔してるんだろう。目の前に広がる丸山くんの顔が、私の脈に合わせて揺れる。

「待ってろ」

「え……？」

「いいから、待ってろ」

　命令口調で言いつけて、走ってオフィスへ戻っていく。一分と待たずして戻ってきて、私からバッグを奪った。

「これ、着て」

　黒いジャケットを羽織らされる。ふわり、キスしたときの涼しい香りに包まれた。

　いつの間にか戻ってきていたエレベーター。手を引かれて乗り込んだ。

　エレベーターには何人か人がいたけれど、まるで抱きしめるように丸山くんが支えてくれて、それに甘えて頭を預けていたから何人乗っていたのかは見えなかった。

　肩を抱かれてゆっくり駅へと向かう。一歩一歩、足を地面につけるたびに視界が揺れた。

　帰宅ラッシュが始まった駅はガヤガヤしていて、電車はすぐに来たけれど満員だ。

　定時で帰るとこんなにも窮屈なのか。丸山くんに引っ張られながら乗り込む。自分の体で隙間を作って、その中に閉じ込めるように私を誘導してくれた。

　腰に回された手。青木とは違う感触がする。私はまた頭を預け、視界は丸山くんの胸で覆われている。自分の吐く息が、熱い。

「眠ってなよ」

　キュッと腕が絞まる。

「支えとくから」

　私は軽く頷いて、完全に丸山くんに身を預けた。

　自宅の最寄り駅に着いた。丸山くんに守られながら電車を降りて、いつか相合い傘で歩いた道を行く。しっかり手を繋いで、私が倒れたりしないように。

　マンションに着くと、彼は迷いもせず一緒にエレベーターに乗り込んだ。

「何階？」

「五」

「鍵、どこ？」

「中のポケット」

　私のバッグをあさって鍵を取り出すと、躊躇することなく解錠し、有無を言わさず中に入った。掃除しとけばよかった、なんて思う余裕はなかった。私をベッドに座らせて、

「辛いだろ」

　と頭をなでてくれる。頷く元気もなかった私は、そのまま横に倒れ込んだ。

　ふわり、ジャケットから丸山くんの匂いがした。

「まだダメ」

　丸山くんが私を起こす。

「ダメ？」

「ああ、ほら。脱いで」

「脱がせてどうする気？」

「バカ。着替えろ」

　少し乱暴な手つきで丸山くんのジャケットを脱がせる。もともと着ていた私のジャケットも脱がせて、ブラウスも脱がせて、その下のキャミソールを脱がす前に、床に転がしていた部屋着を押しつけた。

「あとは自分で」

　気を遣ってうしろを向いてくれている。私は一応部屋着をかぶってから下着を取ろうとした。……が、うまくいかない。でも、外さないと寝苦しい。

　仕方がない。お願いしよう。遠慮しなくていいもんね。丸山くんはそっちの人なんだし。

「ねぇ、丸山くん」

「なに？」

「ホック、外して」

「は？」

　そんな反応しないでよ。私の下着になんて、興味ないでしょ？

　丸山くんは恐る恐るこっちを向いて、部屋着を着ている私を見て少し安心したようだった。部屋着の裾からゆっくり手が入ってくる。

「体、熱いな」

　つぶやきながらホックを解放した。そのまま丸山くんがピンク色のブラを引きずり出し、さっき脱がされたブラウスの上に放る。

「スカートも、履き替えなよ」

「うん」

「自分でできる？」

「たぶん」

　一刻も早く楽になりたい私は、スカートに手をかけた。それを丸山くんが慌てて制止する。

「ちょ、待って」

「え？」

「俺が出てからにして」

　やだな、私。はしたない。でも、丸山くんが帰ってしまうのはなんだかすごく寂しい。

「行っちゃうの？」

　シャツの裾をキュッと握ると、やれやれ、という顔でギュッと抱きしめられた。温かい。

「すぐ、戻るから」

「ほんと？」

「そこのコンビニ行って、いろいろ買ってくるだけだから」

　ポン、ポン。あやすように背中をなでられた。甘やかされているようで心地いい。

「じゃあ、ちゃんと着替えるんだぞ」

　そう言い残して、丸山くんは私の部屋から出ていった。途端に寂しくなる室内。外はもう暗い。

　丸山くんは、やっぱり優しかった。憎い私なんかの世話を焼いてくれて、それがすごく身に沁みて涙が出てきた。

　私は言いつけ通りスカートとストッキングを脱いで、部屋着に着替えて布団の中に潜り込む。

　丸山くん、早く帰ってきて――……。

　布団の中で、自分の体に触れてみる。たしかに熱いかも。恋愛の仕方も忘れてしまったと自嘲していたけれど、風邪の引き方も忘れてしまっていたらしい。

　豹変した青木、冷たい丸山くん。そして優しい丸山くん。

　ごめんね、青木。私、やっぱり丸山くんのことが好きなんだ。丸山くんが青木のことを好きだとしても、この気持ちは簡単に忘れられないみたい。

　無口だけど、有無を言わさず少し強引に行動する丸山くん。いつも遅くまで仕事してるけど、今日は大丈夫だったのかな？

　昼間はあんなに冷たくされたのに、泣きそうなくらい傷つけられたのに、今はすっかり癒されている。

　もう、よくわかんないや。




　私がウトウトし始めた頃、ガチャガチャと扉が開く音がした。

「起きてたの？」

　ビニール袋を持った丸山くんのお帰りだ。頷くと、大きな手が私の額に触れる。

「ドラッグストアがあったから、解熱剤も買ってきた」

　箱を開封し、二粒。私の体を起こしてスポーツドリンクで飲ませてくれる。なんだかお母さんみたい。彼氏みたいだ、なんて思えない。

「ねぇ、丸山くん」

「なに？」

「あんまり近くにいると、うつっちゃうよ」

「あんたが治るなら、うつったっていい」

　言いながら頬をなでるから、じわっと目に涙が溜まる。なんで、そんなこと言うの？　私のこと、邪魔なくせに。

「なんで泣くの」

　丸山くんが困ったような声を出す。涙は溢れてしまっていたらしい。

「だって……丸山くん、優しいから」

「俺が優しかったら泣くの？」

　頬をなでる手が冷たくて気持ちいい。勘違いしてしまいそう。なんでもフェアプレー主義の私だけど、勘違いついでにズルイことをしたくなった。

「丸山くん、私のこと、邪魔でしょ？」

　この状況でこう聞けば、

「そんなわけないだろ」

　ほら、聞きたい答えが聞けるんだ。

「私のこと、嫌いなんでしょ？」

　涙をボロボロ流す私を見て、

「嫌いじゃないよ」

　否定してくれるんだ。

　丸山くんはこの間のようにティッシュで私の涙を拭って、かすかに困った顔をした。

「なんでそう思ったの？」

　私はまた泣きそうになったけど、今まで簡単に口に出せなかったことを吐き出す。

「だって、丸山くん。青木のこと、好きでしょ？」

　とうとう聞いてしまった。口に出すつもりはなかったのに、熱のせいで口まで不調らしい。

　返事を聞くのが怖くて、丸山くんの顔が見られなかった。くしゃっと布団に丸まって反応を待つ。

　数秒後。

「……は？」

　間を持たせたわりには、短いレスポンス。否定はしていない。やっぱりかと苦しくなる。

　私はさらに丸まった。熱のせいか頭がガンガンする。

　丸山くんは心底あきれたような声を出した。

「それ、どういう意味？」

　ポン、と肩の辺りに重みを感じ、揺すられる。頭が痛いからやめてほしい。

「丸山くん、青木のことばっかり気にするじゃない」

　投げやりに突きつけると、笑い混じりのため息が聞こえた。

「それで、俺が青木？」

「それだけじゃないもん」

　青木と一緒にいる私への冷たい視線。それに何度胸を痛めたことか。

「クックックッ……」

　頭上で響く笑い声。そっと布団から顔を出すと、丸山くんはベッドに肘をついて静かに笑っていた。

「俺が青木をって……あははは」

　滅多に見ることのできない丸山くんの笑顔。キュンとしつつ、困惑する。

「そんなわけないだろ」

　バカだな、とでも言いたげに私の額を小突く。頭痛の中にじわりと甘さが広がった。でも、痛みが勝つ。

「嘘。いつだって青木青木って言うじゃない」

　声を張ると、また頭がツーン。

「なにそれ。嫉妬してくれてんの？」

　うれしそうに顔を覗き込む。

「なっ……」

　図星だ。図星だけど、図星だからこそ、腹が立つ。

「違うならいい」

　私は再び布団に潜り込んで顔を隠した。恥ずかしいったらありゃしない。

　なんだ、違うんだ……。とんでもない勘違いをしていたけれど、安心した。それなら私にも可能性があるのだと小さな光が見えた。

　だけど、青木が関係ないのだとしたら、私はただ私というだけで冷たくされていたことになる。やっぱり私のことが疎ましい？　それなのに、熱を出した途端優しくなる丸山くん。これは、期待していいのだろうか。

「眠って」

　昼間はあんなに冷たかったのに、今はとても穏やかな声で私をときめかす。

「丸山くんって、よくわからない」

「そう？」

「そうだよ」

「どこが？」

「やることなすこと、すべて」

「そっか」

「ねぇ、どうして私なんかに世話を焼いてくれるの？」

　丸山くんは少しだけ間を置いた。

「それは……」

　そこまで言って、いったん口をつぐんだ。なかなか答えをくれない。もどかしくて、急かしてしまう。

「それは？」

「俺が」

　ヴーヴーヴー……。

　耳慣れた振動音がフローリングに響いた。私の携帯だ。

　丸山くんがバッグをたぐり寄せ、ガサゴソあさって携帯を取り出す。手渡されるのだと思って手を伸ばしたけれど、画面を見た丸山くんは、

「俺が出る」

　と言って、勝手に出てしまった。

「もしもし」

　病人の私には咎める元気がない。結局答えを聞きそびれてしまった。

　私は出した腕を引っ込めて、会話に耳をすます。

「ああ、そうだよ」

「別に」

「神坂さんの部屋」

「違う。具合悪そうだったから」

「熱出したみたい。薬飲ませて寝かせてる」

　話してる雰囲気からして、電話の相手が青木だろうということは想像がついた。青木、丸山くんが出たから驚いてるんだろうな。

「……お前にそんなこと言われる筋合いないよ」

　声のトーンが低くなった。なにか、怒ってる？

「いつも近くにいるくせに、どうして気づかなかったの」

　そのせいか、いつもより饒舌だ。

「顔を見ればあきらかだろ」

　昼間に私が拒絶されたときとは比べものにならないくらい、ハッキリと声に表れる怒りの感情。

「やだよ。言っただろ。俺はあきらめたわけじゃない」

　青木はいったいなにを言ったの？　丸山くんの言葉だけじゃ、ふたりの会話はわからない。

　丸山くんが電話を切った。同時に深い深いため息をつく。

「青木？」

　私が尋ねると、コクッと頷く。

「なに話したの？」

「別に」

「丸山くん、怒ってた」

「神坂さんには関係ないから」

　なによ、それ。私の携帯で話したくせに。

「あっそ」

　なんなのよ、もう。みんな私ばっかりのけ者にして。

「もう寝る」

　そう言って目を閉じると、冷たい手が額に触れた。

「おやすみ」

　スルッと手が離れて、ポン、ポン、と背中にリズムを刻まれる。私はゆっくりゆっくり眠りに落ちていった。
















05.　チョットダマッテ
















　目を覚ますと、うっすら夜が明けかけていた。

　体中が汗だくだ。髪の毛はやけにしっとりしているし、着ていた部屋着は絞れそうなほど。逆に喉はカラカラだ。

　なにか、飲み物……。水分を求めて体を起こすと、おかしなことに気づいた。

　ベッドの下に、誰かいる。

　ゆっくり覗き込むと、私のブランケットをかぶって寝息をたてている丸山くんだった。

　私は彼を起こさないように、静かにテーブルに手を伸ばし、そこにあったスポーツドリンクを飲んだ。

　体はずいぶん楽になっている。この調子なら、きっと熱は下がっている。

　それにしても汗をかきすぎた。気持ち悪い。シャワーを浴びたい。着替えたい。ゆっくりベッドから下りて丸山くんをまたぎ、抜き足、差し足、忍び足で浴室へ向かう。

　給湯器のパネルで時間を確認すると、五時を回ったところだった。

　丸山くん、泊まってくれたんだ。あんなところで眠っちゃって、体痛くないのかな。狭いけどベッドに入ってもらってよかったのに。シャワーが終わったら、ベッドで寝てもらおう。

　シャワーを浴びると、生まれ変わったようにさっぱりした。メイクも落とせたし、新しい部屋着に着替えたし、なにかから解放されたような清々しさ。まだダルさは残っているけれど、もう大丈夫だ。

　私は部屋に戻って、丸山くんのそばに腰を下ろす。邪気のない寝顔がかわいい。

「丸山くん」

　体を揺らすと、うっすら目が開いた。

「え……あ……」

「ねぇ、ベッドで寝て」

　寝ぼけ眼まなこの丸山くん。

「ベッド？」

「そう。ほら、一度起き上がって」

　腕を引っ張り体を起こす。私に従ってベッドへ移動すると、いったんスポーツドリンクを飲んでから私を隣に座らせた。

「体調は？」

　手を額にあてる。昨日は冷たく感じたけれど、今日は温かい。

「もう平気だよ」

　丸山くんは安心したように微笑んだ。

「よかった」

「丸山くんのおかげだね」

　フッとかすかに表情が変わった。

「いい匂いがする」

　寝起きだからか、いつもと違う。吐息混じりの甘い声。

「え？」

「シャワー、浴びたの？」

「うん。汗だくだったから」

　丸山くんは私の半乾きの髪に手を差し込んだ。流れるような動作で後頭部に力が込められて、吸い込まれるように唇が重なる。

　もう何度目かのキスだった。

　驚く間もなく世界がぐるりと回転して、丸山くんの髪が私の頬にかかる。昨日の青木なんか比べものにならないくらい密着してる。

　その体勢に気づいた途端、心臓が暴れだした。

「まっ、丸山くんっ」

　丸山くんの唇が耳に触れた。

「あっ……ちょっと……！」

　軽いキスを続けながら、唇は少しずつ下がっていく。そのひとつひとつに反応してしまって、下がったはずの熱が上がっていくような感覚がした。

「待って、んッ……」

　キスだけでなくその続きまで強引にしてしまうの？　ドキドキしすぎて目め眩まいがする。体中がピクピク跳ねて滑稽だった。

　そんな私を、丸山くんが嘲あざ笑わらった……気がした。

「拒否しないの？」

　そんなの、する間も与えないくせに。

「どうして、あ……ッ、私に、キスするの……？」

　馬鹿げた質問だと思う。青木への気持ちが誤解だったとわかってから、今までの言動を冷静に分析し直して、だんだんハッキリしてきた丸山くんの気持ち。

　だけど、また勘違いしたくないし自うぬ惚ぼれたくもない。だから、曖昧な言葉や態度じゃなくて、ちゃんと聞きたいのに。

「俺がここまでやらなきゃ、神坂さんには伝わらないから」

　それでもちゃんと言ってはくれなくて。

「なにが……ッ、伝わら、ない、の……？」

　私はとぼけて答えを要求する。

「俺の、気持ち」

「んッ……！」

　やっぱり丸山くんは、私が欲しい答えをくれなかった。それで十分だなんて、思えない。

　代わりにくれる、愛でるようなキス。唇と舌が首筋をなぞれば甘い痺れが全身を駆け巡り、もうずいぶんご無沙汰の私には刺激が強かった。

　朝っぱらから恥ずかしい声が止められなくて、絡ませた指をギュッと握りしめる。

　私、このまま丸山くんと――……。

　覚悟はできている……のに。

「……っと、あぶね」

　突然、我に帰ったようにキスをやめた。

「丸山くん……？」

　丸山くんは私の顔を見るなり、焦ったようにぷいっと目を逸らす。

「これ以上やると、止まらなくなるから」

　……覚悟して損した。なによ、なんなのよ。ここまでしといてやめちゃうの？　初めからその気はなかったってこと？　からかわれただけなの？

　疼うずく体を持てあまし、痛む心も持てあまし。心で抱えきれなくなった重みのせいで、目にじんわり涙が溜まってきた。

　強引なくせに煮えきらない丸山くんに、だんだん腹が立ってくる。私は体を起こして彼の両頬を掴み、ちゃんと顔をこちらに向けてからキッと睨みつけた。

「自分勝手すぎ」

　それでも丸山くんはなにも言わず、表情も変えずに私を見ているだけだった。

「なんなの？　私をもてあそびたいの？」

「違う」

「その気にさせて、おもしろがってるの？」

「それも違う」

　即答。でもやっぱり、欲しい答えはくれない。

「だったらなんなの？　ハッキリしてよ」

　自信を持たせてよ。確信させてよ。好きって言ってよ。

「今は、ダメ」

　キッパリとそう告げた。

「どうして？」

　ムキになって言い返しても、いつものポーカーフェイス。

「今ハッキリさせると、俺の夢が叶わないから」

「……は？」

　つまり私は、邪魔だということ？　私への気持ちは丸山くんの夢をつぶしてしまう存在だってこと？　なんとも言えないモヤモヤが膨らんでゆく。

「でも」

　丸山くんが私の手首を掴んだ。

「その間に青木に盗られたりしたら困るから」

　と言って、私の左耳の下に口づけた。

「ちょっ……！」

　抵抗するにも手首を掴まれたままではかなわない。ビリッと軽い痛みが走り、しばらくして解放される。

　確認せずともわかる。キスマークをつけたんだ。

「な、なにするのよっ……」

　目立たない場所かもしれないけれど、誰かに見られたらどうすればいいの？

　丸山くんは私の力ない抗議なんて無視するように、ベッドから下りると伸びをしながら大きなあくびをした。よく見ると、昨日と服が違う。私が眠っている間に一度帰ったらしい。

　もう、本当にわけがわからない。私のこと好きなの？　それともやっぱり邪魔なの？　私とどうなりたいの？　私をどうしたいの？

　彼の気持ちを裏づける証拠はいくつもあがっているはずなのに、確信を得られないもどかしさ。

　煽ったってなにも言わない。私の気持ちを聞きもしない。

　無口で無表情で無愛想。それに加えて、自分勝手だ。

　勝手でワガママで独占欲が強くて、だけどそんな彼にムカつくたびに甘い胸の痛みに溺れてしまう自分が腹立たしい。

「なんかすっごくモヤモヤするんだけど」

「俺だって」

　だったら、ハッキリさせればいいのに。あのまま続けてくれたらよかったのに。ここまでしといて、もったいぶるなんて。

「丸山くんの夢ってなに？」

　その夢とやらに負けたのが悔しいよ。

「秘密」

　悔しいから、私だって言うもんか。

　好きだなんて、言うもんか。

「ふんっ。どいて。会社行く準備する」

　肩を押しのけると、丸山くんはおとなしく私から離れた。が、立ち上がろうとした私の腕を掴む。

「……行くの？」

「あたり前でしょ」

「休みなよ」

「イヤ。絶対行く」

　丸山くんは軽くため息をつき、渋々、

「わかった」

　と言って私を解放した。




　私たちはふたりで出社したけれど、会社に到着してからは、なにもなかったかのようにそれぞれのデスクに座った。

　先に出社していた青木がぶっきらぼうに言った。

「おはよー」

「ねえ、青木」

　小声で青木を呼ぶ。青木が耳を傾ける。

「ん？」

　私は口に手を添え、さらに小さい声で聞いてみた。

「丸山くんって私のこと好きなの？」

「神坂、てめぇ、マジでブッ殺す」

　……それが好きな女に対する態度か。

「お口が悪いわよ、青木くん」

「今のは、どう考えてもお前が悪いだろ！」

　そりゃあ私のことが好きだという男に、デリカシーの欠片かけらもないことを聞いたとわかってはいる。だけど私は丸山くんが好きなのだ。友達である青木に対しては、変に遠慮するよりも、今まで通りに接する方がきっといい。

「だってさぁ、ほかに誰に聞けばいいかわかんないじゃん」

「本人に聞けよ」

　本人に聞きたくないから青木に聞いているのに。膨れっ面で青木を睨めば、怒り混じりのため息を漏らされた。

「お前ら、くっついたんじゃなかったのかよ。朝から仲良く出社しやがって」

「くっついてたら、聞かないし」

「ったく、あのヘタレが」

　私の好きな人にヘタレだなんて失礼な。丸山くんはむしろおとなしいふりをした野獣だ。付き合ってもいない女に手を出す獣だ。そのくせ好きだとは言わないズルい奴だ。

「鈍感バカなお前は気づいてないみたいだけどなぁ、丸山がお前のこと好きだとか、もはや周知の事実なんだっつーの」

「……は？」

　周知の事実？　いやいや、私、知らないし。

「ちなみに俺がお前のこと好きなのも、周知の事実なんだよ」

「嘘ばっか」

「嘘じゃねーし。それなのにふたりとも相手にされてないから、周囲からの哀れみの視線が痛くて痛くて――……」

　泣き真似をする青木は、すっかり元の青木に戻っている。

「そんなの、私がなんだか魔性の女みたいじゃん」

「魔性とか自分で言うな、キモい。鈍感バカ」

「お口が悪いわよ、青木くん」

　青木はフンと鼻を鳴らした。元通りどころか、態度の悪さがエスカレートしている。

「仕事ばっかやってるから気づかないんだろ」

　それに関しては言い返せない。でも、とりあえず、両想いってことでいいみたい。

「ああー、俺はこれから丸山に敗れた男として、さらなる哀れみの視線を――……」

　青木がまだなにかを言っているけれど、私はぼんやり考えていた。

　丸山くんの夢が叶うまであとどれくらいかわからないけれど、それまでに私も夢を叶えていたい。丸山くんが恋愛を絶ってまで叶えたい夢があるなら、私だって応援したい気持ちがある。丸山くんが、私を応援してくれているように。

　ただ、願わくば、心変わりしませんように。

「さ、仕事しようっと」

「お前、俺の話、聞いてなかっただろ」




　午後、部長が会議から戻ると、オフィスの空気が変わった。ちょっとだけ、フレッシュになった気がする。

「今日からインターネット事業部に配属になりました、沼ぬま田た愛あい華かです」

　今年の新人を連れてきたのだ。

「学生時代はウェブデザインの専門学校とダブルスクールして、本格的にウェブデザインを学びました」

　おおっ！　これは期待できそうな新人さん。勉強熱心だし、かわいいし。

「よろしくお願いします」

　にっこり微笑む彼女は、ガツガツしている私とは正反対のふんわりしている女の子だった。女の私がこう思うのもおかしいかもしれないけれど、かわいい女の子が職場にいるだけで癒される。

　ほんわかした気持ちで仕事に臨む。しかし、私の穏やかな気持ちはそう長く続かなかった。

「丸山さぁん」

　甘い声が、彼を呼ぶ。

「丸山さん、できました！」

　何度も、呼ぶ。

「ああ……ごめんなさい、丸山さん」

　そりゃあ、私だってわかってた。ウェブデザイン課に配属ってことは、丸山くんの隣の席に座ることも、彼に仕事を教えてもらうのだということも。

「丸山さぁん」

　そうやって助けを求められるたびに、丸山くんが手を差し伸べることも。でも、でも……いい気がしないのはなぜ？




　その日のうちに沼田さんの歓迎会が行われることになった。ちょうど金曜日だし、みんな飲む気満々だ。私は少しだけ残業して、後から参加することにした。もう少しで完成するのに、昨日はなにもせずに帰ったから、少しでも進めておきたい。

「えーっ、絶対ですよ？」

　みんながゾロゾロと会場へ向かう中、甘ったるい声が響く。チラッと声の方を見ると、沼田さんが丸山くんに詰め寄っていた。

「絶対来てくださいね、丸山さん」

　惚れたな、こりゃ。そりゃそうだ。だって丸山くん、カッコイイし。

　丸山くんは無表情で「わかってるって」と言うような対応をしている。

　これから毎日こんなやり取りを目にするのか。そう思うと憂鬱になる。いちいち嫉妬していてはキリがない。こんなことでヒステリックになりたくないし、そもそも付き合ってもいないし。

　やっぱり嫌だな、この微妙な関係……。




　人の波が去ると、事務所の中が静かになる。私と丸山くん、ふたりだけの空間になった。

　久しぶりだな、この感じ。でも、舞い上がっちゃいけない。仕事、仕事。早く終わらせて歓迎会に合流しないと。

　私が熱でつぶれている間に青木がやってくれていたレポートを、企画書に貼りつける作業に没頭する。手伝ってくれて本当にありがとう、青木。たまに誤字脱字があるけれど、うれしいよ。

　小一時間で作業を終わらせて、パソコンの電源を落とした。ひと息つくと、丸山くんがこっちを見ていた。

「丸山くんも、終わったの？」

「うん」

「歓迎会、行こうか」

　もしかして、待っててくれてたのかな。とっくに終わってたみたいだし。

「なあ」

「なに？」

「帰れば？」

　……期待して損した。

「なんでよ。私だって歓迎会参加したいのに」

　私にいられちゃ迷惑なわけ？

「病み上がりだろ。ぶり返されたら困る」

　……忘れてました、すみません。

「それでも、少しは顔出しておきたいの。一次会で帰るよ」

　いつもは朝までみんなに付き合っちゃうけど。

「そう。ならいいけど」

　丸山くんはそう言って立ち上がった。私もバッグを持って立ち上がる。大変お世話になったのに、ここでぶり返してしまっては恩を仇で返すようなものだ。

　丸山くんの手慣れた施錠作業に付き合って、ふたりですぐそこの居酒屋に向かう。

　朝からあんな雰囲気になったし、ふたりになったときにでもなにかあるのかな。例えば、ハグとかキスとか。なんてちょっと思ったりしたけれど、なにもない。いつもの無口で無表情で無愛想な丸山くんだった。

　ふん。別に期待してないし。というのは嘘だけど。なに考えてるのか、本当にわからない。




　居酒屋はおおいに盛り上がっていた。

「もぉー。やっだー課長ー」

　沼田さんの笑い声がよく通る。声が高いってうらやましい。

「あはは！　青木ー！　脱げー！」

「はぁっ？」

　菊池さんの酒癖の悪さも、期待を裏切らず。すっかりみんな酔っ払いだ。

「遅くなりました」

　私と丸山くんは、遠慮がちに隅っこの席に腰を下ろした。目ざとい沼田さんは、丸山くんを発見するなり目を輝かせる。

「ああっ、丸山さん。やっと来てくれたー」

　飛びつく勢いでこちらにやって来ると、

「待ってたんですよ」

　と、酒が入ってほんのりピンク色の顔でにっこり微笑んで見せた。好意を全力でアピールしている。彼女は恐れを知らない小悪魔だ。

「はい、丸山さん。ビールどうぞ」

「ああ、どうも」

　ごく自然にビアグラスを手渡し、瓶ビールを上手に傾ける。彼女は私には欠けているなにかをたくさん持っている。強敵、かもしれない。

　食い入るように見つめていると、小悪魔がパッとこちらを向いた。思わず身構える。

「ご挨拶、まだでしたよね」

　にっこり。

「あ、ああ。そうね」

「沼田愛華です。よろしくお願いしまーす」

「神坂理沙です……」

　負けるな私。この圧倒的な女子力に負けるな。

　小悪魔沼田さんは、ぱぁっと目を輝かせた。

「理沙さんって言うんですか？　かわいい名前！」

　なっ……。

「理沙先輩って、呼んでもいいですか？」

　なっ……。

「もちろん！」

　なんてかわいい子なの！

「私も、愛華ちゃんって呼んでいい？」

「もちろんですよぉ、理沙先輩」

　理沙先輩だって、どうしよう。この子、超かわいい！　私はまるで男子社員のように、いやそれ以上にデレデレしてしまった。

「理沙先輩も、ビールどうぞ」

「ありがとー」

　私って、やっぱり単純だ。途端に楽しくなって、勧められるままにビールを飲みまくる。

「丸山さーん」

　横で甘えた声を出されたって、気にならない。

「ちょっと菊池さん！　ダメです！　ズボンはマズイっす！」

　青木が菊池さんに上半身を剥がされていたって、気にならない。下も脱がされそうになっているけど、どうってことない。周りが青キングコールで盛り上がってたって、なんてことない。

「丸山さんのことも、大地先輩って呼んでもいいですか？」

「別に」

　丸山くんが名前で呼ばれていたって……。

「じゃあ、大地先輩。この後、予定とかあります？」

　かわいい後輩に誘われていたって……。

「別に」

　気にならないわけがない。

　私は青木が脱がされそうになっている方に目を向けつつ、耳はしっかり丸山くんと愛華ちゃんの方へ傾けていた。

「じゃあ、この後ふたりで飲み直しませんか？　デザインの話、聞かせてください。早くお役に立てるようになりたいんです」

　小悪魔の誘惑。私はあくまで視線をほかに向けて、丸山くんの反応を待つ。

「まあ、いいけど」

　……いいんだ。

　心のどこかで断ると思ってた。直接好きだとは言われてないけれど、普段無愛想な彼がたまに優しくしてくれるから、キスしてくれるから、マークまでつけてくれたから。私のことを少しでも意識して、断ると思ってた。なんとなく今日は私と過ごしてくれるんじゃないかと期待してた。

　バカだな、私。丸山くんが断るのを聞いて、友達以上恋人未満な関係の中に安心を得ようとしていたなんて。

　みるみる落ち込んでいって、席を立った。丸山くんが、どこ行くの？なんて聞いてくれることもない。

　パーテーションで簡単に仕切られた席はそんなに広くなく、ほかの社員の背中を気にしながら廊下に出て、その先にあるトイレへ。

　洗面台の鏡を見ると、空きっ腹にじゃんじゃんビールを流し込んだ私の顔は、すっかり酔ったときのものになっていた。

　そっと髪をかき上げる。

　左耳の下に、赤い丸山くんの跡。今朝のことを思い出して、私はよけいに赤くなった。だらしない顔をペチペチ叩いて引き締め、鏡の前を去る。

　扉を出ると、驚くことに廊下の壁に丸山くんが寄りかかっていた。素通りしようと思ったけれど、その前に道を塞がれてしまう。

「気分悪いの？」

　顔を覗き込むように見てくるから、私は俯うつむいて視線に抗った。

「ううん、全然」

　丸山くんは私が俯いたのが気に入らないのか、手を私の顎に添えて顔を上げさせる。丸山くんの顔が視界のほとんどを占める。やっぱり無表情だ。

「近いよ」

　顔をそむけて手で胸を押しのけようとすると、その手を掴まれ、くるりと廊下の壁に押しつけられる。

「え？　ちょっと、なに？」

　こんなところ、会社の人に見られたらどうするの。丸山くんが人差し指を私の唇にあてた。

「しーっ」

　ということらしい。指を離すと、再び丸山くんの顔が近づいてくる。そして、ほんの一瞬だけ唇が触れ合った。

「なによ、急に」

「別に」

　丸山くんは私の問いに気のない返事をして、男子トイレへ入ってしまった。

　私はフラフラしながら席へ戻る。どうしようもなくハッピーな気持ちが、顔に出ていませんように。あんな軽いキスだけで簡単に気分が上がるんだから安いもんだ。

　酔っぱらってはしゃいでいた菊池さんは、床で横になって眠ってしまっていた。青木もちゃんとシャツを羽織っている。一次会はそろそろお開きだろう。

「理沙先輩」

　そこへ小悪魔が現れた。丸山くんが席を立ったからか、寂しそうにしている。

「大地先輩って、いつもあんな感じなんですか？」

　愛華ちゃんはしゅんとして唇を尖らせる。

「あんな感じって？」

「大地先輩、全然笑ってくれないんです。話しかけても素っ気ないし」

「ああ、なるほどね」

「私、嫌われちゃったのかな」

　わかるよ、その気持ち。

「そんなことないよ。あの人、もともと無口で無表情で無愛想だから」

　でも、たまに笑うとかわいいんだよね。とは言わないでおく。

「そうなんですか。それならいいんですけど」

　周りの男たち（と私）がデレデレ笑いかけるから、丸山くんの無表情がよけいに寂しいのだろう。

「大地先輩、クールなんですね」

「そうかな？」

　無口なくせに自分の意思は強引に貫く、少し自分勝手な男だよ。というのも、黙っておこう。

　丸山くんの本性は私だけが知っていたい。くだらない優越感だけど、それに縋すがりたい。

　丸山くんが席に戻ってくると、愛華ちゃんに笑顔が戻る。むやみに笑顔を見せない丸山くんが変わらず無表情であることに、私は大きく安心した。

　キスしたって、結局私と丸山くんの関係は変わらない。ただの同僚のまま。この後ふたりがどんなお店に行って、どんな話をして、その後どうするのかなんて、私には知る権利すらない。

　ただこうして胸の奥で不安や嫉妬と戦って、今朝の中途半端な情事が本物であることを願うのみ。

　丸山くんは無口であるのに加えて、口を開いても大事なことはなかなか発してくれない。短いセリフと少し強引な仕草から気持ちを探らなければならない。

　それはまるで、英語を読解するような感覚だ。

　まったくわからないわけではない。でも、すべてわかるわけでもない。そんなもどかしい感覚。

　果たして丸山くん本人はそれを意図してやっているのか、それとも自然にそうしてしまっているのか――……。

　翻弄されている私には、前者である気がしてならなかった。




　一次会が終わり、二次会はいくつかのグループに分かれ、それぞれの目的に合った場所へと散らばる。おじさんたちは行きつけのスナックへ。一部の男性はキャバクラへ。男女混合のグループはカラオケへ。

　いつもなら青木たちとカラオケに行くところだけれど、今日は病み上がりだからと断った。

　愛華ちゃんと丸山くんは、早々にどこかへ行ってしまったようで姿が見えない。

　子供のいる菊池さんも、遅くなると旦那に怒られると言いながら去っていった。

「お先に失礼します」

　と言ってみんなと別れたものの、私はなんとなく帰る気になれなかった。




「戻ってきちゃった」

　ぽつりとつぶやくと、自分の声が虚しくオフィスに響く。ひとりきりの残業だ。パソコンを立ち上げてから席に座る。

　改訂版の企画書がもうすぐ完成する。明日は土曜日だし、この際、仕上げて帰りたい。

「丸山くんに、怒られちゃうかな」

　病み上がりのくせにって。ううん、そんなことないや。今頃、愛華ちゃんと仲良く、しかしながら無表情で楽しんでいるはずだ。私のことなんか頭にないだろう。

「あーもう、バカ」

　丸山くんのバカ。さっきのキスはなんなのよ。本当に私のことが好きなら、誠意を見せなさいよ、誠意を。

　キスなんかでごまかされるもんか。バカ。




　もう少し、もう少し。そう思いながら作業を続けて、ついに完成した新しい企画書。今回は青木にも手伝ってもらったし、若作り課長のお眼鏡に……いや、チャラメガネにかなうだろうか。

　カラーでプリントアウトして、ファイルに閉じて、課長のデスクの目立つ場所に置く。

　今度こそ、お願いします。

　時計を見ると、もうすぐ十二時になろうとしていた。

「帰ろう」

　飲み会の後とはいえ、やりすぎた。でも、そのおかげで企画書が完成したし、明日は休みだし、まぁいいか。




　自宅に到着したのは十二時半過ぎだった。昨日丸山くんが買ってきてくれたスポーツドリンクをグビグビ飲んで、着替えてメイクを落として肌の手入れをする。

　思えば今日は朝五時に起きたんだっけ。長い一日だったなぁ。今朝丸山くんが使っていたブランケットにくるまってみる。丸山くんのあの涼しい香りはしなかったけれど、一晩を共に過ごした事実が胸を疼かせる。

　だけどやっぱり愛華ちゃんのことが気になって、重くなっていく心をなだめるように、今朝彼とじゃれ合ったベッドで眠ることにした。
















06.　ゴメン
















「よくがんばったな」

　課長の言葉に、目頭が熱くなる。

「この企画書で、申請を出したいと思う」

　私はやっと夢のステップをひとつ上ることができた。

「ありがとうございます！」

　私の企画が、課長の厳しい目をクリアしたのだ。

「やった！　やったよ青木！」

　手伝ってくれた青木に駆け寄ると、青木も飛びっきりの笑顔で、

「あたり前だろ、俺が手伝ったんだから！」

　と減らず口を叩く。

　私は完全に浮かれていて、青木の言葉さえもうれしかった。

　この喜びを、丸山くんにも伝えたい。そう思ってふり向くと、彼は口もとを隠すように頬杖をついて険しい顔をしていた。こちらを見る目は小さく、嫌悪の光を発している。

　私の企画が通ったこと、気に入らないのかな。応援してるって言ってくれたのに。

　複雑な気持ちになったけれど、私はやっぱり喜びを伝えたくて足を進める。

「あのね、丸山くん……」

　だけど私の足は、

「大地せんぱーい」

　助けを求める愛華ちゃんに、穏やかな顔を向けた丸山くんを見て、止まってしまった。私が喜びを伝えるのを、拒絶されたような気がした。企画が第一関門を突破したうれしさと、丸山くんに祝ってもらえない悲しさが、私の小さな胸の中で対流する。さっきの視線は、「俺には関係ない」とでも言いたげだった。

　それは私の被害妄想なのかもしれないけれど、プラスに考えるには冷たすぎる表情だった。

　加えて、あのふたり。丸山くんと愛華ちゃんの雰囲気が、先週に比べてうちとけている。職場の仲間だし、課の後輩だし、それに対して不満に思うのは器が小さい証拠みたいだけれど。歓迎会の後、ふたりの距離が縮まったのはたしかで、それが職場の仲間としてだけでなく、男女として縮まったことを想像せずにはいられない。

　すごく嫌だ。




「お疲れー」

　夕方、私は青木とジョッキをぶつけ合う。企画が通ったお祝いだ。

「ほんと、神坂はよくがんばったよ。俺もだけど」

「本当に感謝してます」

「失恋にもめげず、合コンの誘いにものらずにがんばったからな」

　本当にありがたい。青木が手伝ってくれなかったら、ここまでうまくはいかなかったと思う。

「というわけで」

　青木はジョッキを置き、私を見据えた。

「今夜付き合え」

「は？」

　今こうして付き合ってるじゃない。

「俺のベッドに」

　……感謝の気持ちが吹っ飛んだ。

「そんなに嫌な顔することないだろ」

　強烈なデコピンが放たれる。

「いったいなー！」

　本当に、それが好きな女に対する態度か。なんて思いつつ、こうして普通の同僚として接してくれることに安心する。

「でもさー、結局どうなってんの、お前たち」

　青木はつまみの枝豆を口にしながら、ぽつりと吐き出した。

「お前たち？」

「丸山だよ、丸山」

　ああ、思い出しちゃった。

「私が知りたいよ」

「お前だって、好きなんだろ？」

　バレてるのはわかっていたけれど。今となっては認めるのもなんとなく虚しい。

「……うん」

「だったらどうしてくっつかないわけ？　俺にチャンスをくれてんの？」

「それはない」

　キッパリ返すと、青木がガクッとうなだれた。丸山くんが私のことを好きで、私も丸山くんのことを好きで。それでもくっつかずにグズグズしているんだから、青木にとってはよけいにおもしろくないだろう。

「あいつと一晩過ごしたんだろ？」

「うん」

「なにもなかったのかよ」

　答えに困る。だって青木が考えているようなことはなかったし、なにもなかったとも言いきれない。

「微妙」

　ひと言そう答えると、

「なにそれ。タたなかったの？　あいつ」

　極めて下品な反応をしたから、デコピンのお返しをしておく。

「丸山くんの夢が叶わなくなるから、今は私との関係、ハッキリさせたくないんだって」

　投げやりに言ってジョッキを空ける。

「なんだよそれ。わけわかんねーな」

「でしょ？」

　青木はそれからも私の愚痴を笑って聞いてくれた。「そうだよな」とか「あいつ、マジでヘタレだな」とか言いながら。

　フッたも同然の相手にこんな愚痴を漏らすなんて最低かもしれないけれど、私には青木以外にこの気持ちをぶつける相手を見つけることができなかった。

　さんざん毒を吐いた後、青木は少しだけ真剣な顔をして聞いてきた。

「で、お前は丸山に好きだって伝えたの？」

　毒の抜けきれていない私は、不機嫌な顔のまま、

「悔しいから伝えてない」

　とぶつけるように答える。

「なんだよ、お前だってヘタレだな」

　青木はバカにしたように笑う。

「丸山くんだって、言葉では言ってくれてない」

「丸山に言われるまで、言わないつもりか？」

　頷くと、また笑われた。なによ、笑わなくたっていいじゃない。私だって女の子なんだから、好きって言ってもらいたいのよ。

「好きだよ、神坂」

「は？」

　あんたじゃなくて、丸山くんから聞きたいのに。

「俺、マジで神坂のこと好きだよ」

「いきなりなに言ってんの？」

「好き。超好き」

「やめてよ」

　どうしよう。また青木がおかしくなった。

　青木は困惑する私を楽しむかのように、

「だから、好きなんだって」

　としつこいくらいに告白を続けた。

　そして最後に、

「こんな簡単なことがどうして言えないかね」

　とあきれ声で言った。青木はどうやらお手本を見せてくれていたらしい。

「言ってみ？　好きだって」

「好き」

「ほら、言えるじゃん」

「言おうと思えば、言えるに決まってるでしょ」

「じゃあ言ってみれば？　なにか変わるかもしれないぞ」

　そうかな？　変わるかな？

「じゃあ、言ってみる」

　そうだよね。意地を張っても仕方がない。今まであれだけ自分勝手にされてきたんだもん。少しくらい、私が勝手にハッキリさせたっていいはずだ。

「よし、青木。練習させて」

「はぁ？」

「好き」

「俺も」

「そうじゃなくて」

　好き。たった二文字。これだけだもんね。私から伝えてみたら、きっと丸山くんだって……。




　翌日、私は出社するなり丸山くんのもとへと直行した。

「丸山くん、ちょっといい？」

　相当意気込んで、朝から鏡の前でたくさん練習した。

「なに？」

「話があるの。ちょっと来て」

　丸山くんは訝いぶかしげな顔をしつつ、了承してちゃんと呼び出されてくれた。よかった。前みたいに断られなくて。

　私は、彼をいつかの非常階段に連れ出した。

「どうしたの？」

　涼しい顔と対面する。ここでいきなり好きだというのもおかしな流れだから、一気に言いたいことを伝えようという作戦だ。

「あのね、丸山くん」

　私は一度深呼吸した。

「私の企画、課長がＯＫ出してくれたの」

　丸山くんは表情を変えず、私を見つめている。

「……おめでとう」

　淡白な反応。これくらい想定内だもん。

「丸山くんが誰かに頼れってアドバイスくれたからだと思うの。ありがとう」

「別に」

　よし、ひとつクリア。

「それとね、この間、熱出したとき。看病してくれてありがとう」

「うん」

「一日で復活できた。これも丸山くんのおかげだと思うの」

　ふたつ目もクリア。

「それとね」

　私はもう一度深呼吸した。大丈夫。ちゃんと練習した。

「私ね」

　たった二文字。簡単な二文字。

「丸山くんのこと」

　言える。言えるはず。

「好き、だから」

　この言葉に、今日一日分の体力すべてを使った気がした。

　青木の嘘つき。言えたけど、全然簡単じゃなかったよ。

　丸山くんは一瞬驚いた顔をしたけれど、すぐに元の涼しい顔に戻った。これで変われるかな、私たち。

　丸山くんも、ちゃんと口で言ってくれるかな――……。

「そう」

　返ってきたのは短い相づちだけ。私は言葉を急かすように丸山くんを見つめる。だけど丸山くんはいつも通り、ただ無表情でそこに佇んでいる。

　手をギュッと握った。汗をかいて気持ち悪い。早くなにか言ってよ――。

「話って、それだけ？」

　ズキンと胸が痛んだ。ツーンと涙腺が痛むけど、ここで泣いちゃいけないと思った。

「それ、だけ」

　声を震わせないようにするだけでも力を使う。

「そう」

　丸山くんはすばやく私に背を向け、足を進めた。

「待って！」

　屋内に戻る扉に手をかけたところで、なんとか呼び止める。無表情の顔がゆっくりこちらを向いた。

「なにか、言ってよ」

　言葉にするのが苦手なら、行動でもいい。たくさん気力を使ったんだから。なにか反応してよ。

「ごめん」

「え……？」

　丸山くんは再び背を向けて、この場から逃げるようにオフィスへ戻っていった。

　バタン、と音がした瞬間、ポロリと涙がこぼれた。

　ごめんって、どういう意味？

『どうして、私にキスするの？』

『こうでもしなきゃ、伝わらないから』

『なにが伝わらないの？』

『俺の、気持ち』

　あなたが私に伝えたかった気持ちって、なんですか？




　私はひとしきり泣いて、女子トイレに駆け込んだ。パウダーエリアで滲んだアイラインを直す。目は少し赤くなっているけれど、崩れたメイクは指でなぞればだいたい直すことができた。

「あれー？　理沙先輩？」

　かわいらしい声が聞こえて、鏡越しにその存在を確認する。彼女にだけは会いたくなかったのに。

「おはよう、愛華ちゃん」

　愛華ちゃんは、私の異変に気づいて近づいてくる。

「どうしたんですか？　目、赤いですよ？」

　心配してくれるかわいい後輩に、私は必死で笑顔を作る。

「ちょっと、花粉がね」

「そっかー。私、花粉症じゃないからわからないんですよねー」

　素直にただ心配してくれている。でも、それがつらい。この子には弱みを見せたくない。

「そういえば理沙先輩、飲み会のときも病み上がりだったんですよね？」

「どうしてそれを？」

「大地先輩に聞きました」

「丸山くんに？」

「はい。大地先輩って、理沙先輩が言ってたように無口で無表情で無愛想でしたけど、ふたりになると結構お話してくれたんですよー」

　ふーん。そうなんだ。お話、したんだ。丸山くん。

「そう。楽しかった？」

「はい。大地先輩、本当はとっても優しくていい人なんですね」

　そうだよ。でも、丸山くんのそういうところ、あんまり知ってほしくなかった。私以外には無口で無表情で無愛想でいてほしかった。そんなの、私の勝手な願望にすぎないけれど。

「そうかな？　結構自分勝手なところもあるんだよ」

　そんな部分までは知らないでしょう？　ううん。どうか知らないでいて。

「あー、たしかに。わりと有無を言わさないところ、ありますよね」

　愛華ちゃんはにっこり笑って肯定した。自分勝手な部分も見せたんだ。この子にも、見せたんだ。

　ふーん、なるほどね。ごめんって、そういう意味なんだね。愛華ちゃん、かわいいもんね。私と違って、ふわふわしてて女の子らしいし。

「でも、やっぱり優しかったですよ。ちゃんと家まで送り届けてくれましたし」

　ふーん、そうなんだ。雨が降ってなくても、熱がなくても、愛華ちゃんなら送るんだ。丸山くん、病み上がりの私を放置して愛華ちゃんを選んだんだ。

「愛華ちゃん。もうすぐ朝礼始まっちゃう」

　これ以上話していると、もういい先輩でいられそうになかった。

「私、先に戻ってるね」

　返事を待たず、急ぎ足でデスクへ戻る。でも、あんまりたどり着きたくなかった。丸山くんがいるあの空間に、戻るのが嫌だった。

　あの朝からたった四日しか経っていないのに、お早い心変わりだこと。

　ううん、それも思い上がりかもしれない。そもそも丸山くんは、私に好きだなんてひと言も言っていない。青木が言ってた周知の事実だって本当かどうかわからない。

　結局、私は真実かどうかもわからない情報に舞い上がって、丸山くんにいいようにもてあそばれていただけだった。

「神坂さん、来月の日焼け止めの記事、できてる？」

「はい。画像のデータも入れて、すでにデザイン課にお願いしてあります」

　それから私は、仕事に没頭した。

「神坂、今週のアクセス数の推移なんだけど」

「はい。まとめてグラフにしといた」

　没頭したというより、元の生活に戻った。恋愛とは縁遠い生活、バリバリ仕事をして、夢を叶えるために努力をして、疲れて帰ってゆっくり眠る。恋なんかする前の生活に戻っただけだ。




　五月に入り、実家に帰っただけのゴールデンウィークも終わり、私が担当するサイトも、夏に向けての記事を本格的に作り始めていた。そんなある日、課長に呼び出された。

「プレゼン、ですか？」

「そう。うちの偉いさんたちと、書類に記載されてたメーカーの広報担当の人たち相手だ」

　通常、既存サイトの一企画を通すのに、大袈裟なプレゼンテーションをすることはない。

「なぜ、そんなことになったんですか？」

「社長はこの企画、今のサイトの特集ではなく、新サイトとして立ち上げるつもりらしい」

「ええっ？」

　新サイト？　嘘でしょ？　私の企画がそんなに大きく膨らんでいたなんて。

　すごいことだ。またとないチャンス。でも、あまりにも話が大きくなりすぎて、少しだけ怖い。

「まぁ、そうビビるな。それだけ神坂の企画が期待されてるってことだよ」

「それは、わかってますけど」

　足が震えてしまいそうだ。新サイトってことは、そこに多額の予算が下りるってことだし、失敗すればそれだけ損失を出すことになる。不評だったとか好評だったとか、そんな程度では済まなくなる。

「プレゼンは俺が進行する。神坂には細部の説明を頼みたい」

「わかりました」

　どうしよう。ドキドキする。夢が叶いそうで、ドキドキする。

　課長に導かれながら、徹底的に練り上げてきた企画だ。なんでも説明できる自信がある。

　プレゼンで使う企画書は私が提出したものをそのまま使い、プロジェクターでスクリーンに映し出す映像は課長が準備してくれることになった。普段は私に厳しいチャラメガネ課長でも、こういうときは頼りになるありがたい存在なのだ。

「それで、プレゼンの日時は？」

「明後日の三時だ」

「明後日！」

　課長が協力してくれてよかった。映像まで私が準備することになれば、きっと明後日まで家に帰らず徹夜でやらないと間に合わなかっただろう。

　明後日か。それまでに心の準備ができるだろうか。夢が叶うまで、あと少し。

　緊張するなぁ。メーカーの広報さんに会うのには慣れているけれど、うちの会社の重役と話をするのは入社試験の最終面接以来だ。

　私はデスクに戻り、想定される質問とその回答を準備する作業に没頭した。

「課長、これでどうですか？」

「甘い。メーカーはもっとえぐってくるぞ。もっと具体的に、どんな流れで利益になるか、わかりやすくまとめてこい」

「わかりました」

　気を引き締めて返事をする。丸山くんと愛華ちゃんのことを、頭から追い出しながら。
















07.　マカセテ
















　ドクン、ドクン、ドクン……。

　まだ始まってもいないのに、私の心臓は高鳴っていた。

　重役たちが参加するということで、会議に参加する者はみんなバッチリスーツを着込んでいる。朝からガチガチに固まる私の背中を、バチン！と派手に叩いたのは、今日もパワフルな菊池さんだった。

「もう！　脅かさないでくださいよ」

「あははは！　ごめんごめん、痛かった？」

　会議に参加する彼女のピアスも今日は控えめだ。

　女子トイレのパウダースペース。説得力を上げるには目力だ！とアドバイスをくれた課長に従って、アイメイクのチェックをしているところだった。

　アイメイクだけではない。今日は特別に、いつもは下ろしっぱなしの髪をアップにした。

「気合い入ってるね、神坂」

　菊池さんが隣に並び、鏡越しの会話。

「はい。勝負ですから」

「うちの丸山と沼田も出席するから、よろしくね」

「……こちらこそ」

　今も心でくすぶり続ける名前を聞いて、返事に少しだけ躊躇してしまった。

　彼女はそれを見逃さない。

「丸山となにかあった？」

　その表情から、真面目に答えるべきであると悟る。

「ありませんよ」

　フラれたんです。とは言えなかった。

「単刀直入に聞くけど、神坂、あんた、丸山のことどう思ってるの？」

　単刀直入すぎるでしょ。さすがは菊池さん。遠慮がない。だけど、フラれてしまった私には酷な質問だ。

　そういえば、前に言ってたっけ。

『あたし、丸山の味方だから』

　青木の言う周知の事実が本当だとしたら、菊池さんは丸山くんの私への思いを応援していたことになる。私は丸山くんの気持ちを誤解していたから、会話は噛み合いながらも不本意な方向に進んでしまったけれど。

　ここまできたら、もう隠すこともない。

「好きでした」

　私の答えに、菊池さんの顔がゆがむ。

「過去形？」

「……はい。告白して、フラれました」

「え？」

　鳩が豆鉄砲をくらったような顔、しないでほしい。

「フッたの？　丸山が？　神坂を？」

「はい。さんざんその気にさせといて、ひどいですよね」

　私が笑うと、菊池さんは眉間にシワを寄せてなにかを考えていた。うーん、と唸る。

「なにかの間違いだと思うよ」

「どうしてですか？」

「だって、丸山はずっと……」

　この続きは、聞けなかった。言い終わる前に、甲高い声が割り込んできたからだ。

「あれーっ？　こんなとこにいたんですかぁ？」

　小悪魔、降臨。

「理沙先輩、課長さんが呼んでましたよ」

　こんなときに必ず現れるから不思議だ。そういう巡り合わせなのだろうか。

「あ、うん」

　私はカチャカチャと化粧品を片づける。

「理沙先輩。プレゼン、楽しみにしてます。がんばってくださいね！」

　愛華ちゃんは邪気のないとびきりの笑顔で応援してくれる。

「ありがとう。がんばるよ」

　彼女に罪は微塵もないけれど、胸の中に鉛のような感情が生まれ、溜まっていく。嫉妬とは、気分を落とす劇薬だ。

　平常心、平常心。大事なプレゼンなのに、失恋を引きずるわけにはいかない。

「それじゃあ、行ってきます」

　ビシッと敬礼すると、ふたりも同じように敬礼を返してくれた。ニコッと笑顔を見せて足を進める。

　トイレから出る直前、

「神坂」

　菊池さんが私を呼び止めた。

「今はどう思ってんの？」

　丸山のこと。と暗に言っているのが伝わってきた。

　私は愛華ちゃんが首をかしげたのを確認してから答えた。

「好きですよ。情けないくらいに」

　デスクに戻ると、課長のもとへと急いだ。

　課長は私を見るなり、「ケバッ」と茶化して笑う。

「課長だって、いつもより派手なメガネじゃないですか」

　対抗して笑い合って、少しだけ緊張が緩んだ。

「じゃあ、行くか」

「はい」

　株式会社ＳＫ企画本社、第一会議室。

　窓際には衣料品メーカー広報部の方々。奥に我が社の取締役社長、専務、常務。右奥にはインターネット事業部長。その手前にウェブデザイン課長。そしてその横に、今日はスーツ着用の丸山くんと愛華ちゃん。いつも同じサイトを作っている先輩と青木、そして後輩。総勢十五名。

　みんなの視線が、我らが企画課の課長と私に注がれた。

「定刻になりましたので、始めたいと思います」

　夢のステージの花道へ、私は足を踏み入れた。

　課長が準備してくれた映像がプロジェクターからスクリーンに映し出される。そこにはサイトのイメージが見事に表現されていた。この三日間でこれほどのクオリティのプレゼン映像が作れるなんて。課長の実力をナメていた。

　簡単に自己紹介をして、本題に入る。

「この度、我々が立ち上げる新サイトは、おもに女子中高生向けのファッションサイトです」

　課長の声でサイトの趣旨説明が行われる。私は横でパソコンを操作し、課長が準備した映像を出す。

「――という理由から、このサイトは毎週更新で、全身一万円以内のコーディネートを提案し――」

　私の作った企画書が、集まったすべての人の目に触れる。

「こちらの詳細は、企画立案者である神坂が説明いたします」

　全員の視線がいっせいに私へ向けられた。

　ビビるな、私。ずっとやりたかったことじゃないか。プレゼンはまだ途中なの。ここでみんなを納得させられなかったら、一からやり直しなの。私は深呼吸して、一度全員の顔を見る。

　丸山くんが、穏やかな顔をしていた。

「それでは、資料の三ページをご覧ください」

　ペラッと紙をめくる音が部屋中に響く。

「これは三ヵ月前に、女子中高生を対象に実施したアンケート結果です」

　青木がまとめてくれたデータも、絶対に無駄にしたくない。

「――というわけで、一冊平均六百円の月刊誌は、彼女たちのお小遣いの二割を占めていることになり――」

　話をしているうちに、緊張がほぐれてきた。

「ここまでで、なにかご質問のある方はいらっしゃいますでしょうか？」

　どんな質問にだって答えてやる。

「対象は女子中高生ですよね。ということは、ネットショッピングなどは利用できない。ショッピングサイトにリンクしても、お金が入ってくることがない」

「広告収入のみで、本当に利益は出せるのでしょうか。そんなにスポンサー、つきますかね？」

　課長に厳しく指摘された、一番大事なお金のこと。たくさん悩んで、情報をかき集めた。

「つきます」

　私が企画して、いろんな人に協力してもらって、やっと完成させることができたこの企画。

　自信がある。

「ほかにございませんようでしたら、次に進ませていただきます」

　課長が認めてくれて、社長も認めてくれて。だから、絶対に通したい。

　私と課長のプレゼンは、わりとうまく進んでいった。

「――というわけで、携帯版、ＰＣ版、スマートフォン版で展開します」

「タブレットＰＣは？」

「スマートフォン版で表示する予定です」

　質問がより具体的なものになっていく。中には否定的な質問も出て、メーカーの人たちも、本気で考えてくれていることがうかがえた。

　そして、企画書のすべてをプレゼンし終わった、最後の質問タイム。

「これが新サイト企画のすべてです。全体を通して、ご質問はございますでしょうか？」

　会場が少しガヤガヤして、静まる。すると、メーカー広報のひとりが遠慮がちに手を上げた。

「どうぞ」

「あのー、この資料には載ってないんですが、実際ターゲットが閲覧するサイトって、まだ作っていらっしゃらないんですか？」

「え……？」

　この企画はゴールデンウィーク前にでき上がったばかり。話が進んだのは一昨日だし、ウェブデザイン課に話をしていない。サイトなんて、まだ作ってない……。

「あれば拝見したいんですけど……。いや、一度見なければ判断できませんしね」

　どうしよう。せっかくいい方に向かっているのに。

　この場で即答してもらわなければいけないわけではないけれど、前向きに考えてもらわないと成功しない。

　でも、ないものはない。後日改めて出すって言うしかない。

「申し訳ありませ……」

「ございます。準備しますので、少々お待ちを」

　課長は満面の笑みで告げる。私は慌てて小声で詰め寄った。

「ちょっと、課長！　あるってどういうことですか？」

　そんなの、私は準備してない。

「は？　企画書に添付してただろ。この映像だってその画像を使って作ったんだぞ」

　課長はなにかディスクのようなものを取り出した。そんなの、私は出していない。わけがわからなくて、なにも言えない。私の反応を見て、課長も怪訝な顔をした。

　私の企画なのに、私の知らないところでなにかが動いている。この局面で、いったいなにが起きようとしているの？

　課長はディスクをパソコンに入れると、私の背後に視線を馳せた。

「やっぱり、お前か」

「はい」

　声を聞けば、振り向かなくたってわかる。うしろに誰がやって来たのか。

「じゃあ、あとは頼むぞ」

「はい」

　私のうしろに立っていたのは、やっぱり丸山くんだった。

　丸山くんは課長と入れ替わり、慣れた手つきでディスクのファイルを開いた。

「どういうこと？」

　心の底からの疑問に、丸山くんは無言で、だけど涼しい笑顔で返す。

　その顔は、

「俺に任せて」

　と言っているようだった。

「お待たせしました。それでは、スクリーンをご覧ください」

　いつもとは違う、はっきりした口調。力強い声。

　パソコンの画面が、スクリーンに映し出される。

「まず、こちらが携帯版です」

　普段の物静かな口調とはまったく印象が違った。声だけ聞けば別人のようだ。

「――携帯版は、一ページごとに表示される情報量をなるべく抑えるようにして――」

　パソコンのディスプレイに照らされた丸山くんが輝いて見える。すごくすごくカッコイイ。

　もともと好きだったけど、惚れ直した。

「――中高生は、パケット定額制の料金プランを利用していない子が多いようですので――」

　私は目に溜まる涙をグッとこらえて、丸山くんが作ってくれたサイトに目を移す。

　丸山くんの夢って、もしかして、私の企画を通すことだったの……？




「ご検討、よろしくお願いします」

「いいお返事をお待ちしております」

　私たちは深々と頭を下げ、メーカーの方々を送り出した。

「非常によかったと思うよ」

「いい返事をもらえるといいね」

　お偉いさんに温かい言葉をかけてもらった。

「はい！　ありがとうございます」

　私はまた深々と頭を下げる。そんな私の横で、丸山くんと課長も同じように頭を下げていた。

　頭を上げて、ネット事業部のみんなを送り出して。部屋に私たち三人になったところで、緊張の糸が切れた。

「はあぁぁぁ……」

　張り詰めていた気が抜けて、椅子に座り、机に突っ伏す。

「ははは、緊張しただろ」

　間抜けな私を課長がからかう。

「しましたよー。なんだか命を懸けている気分でした」

「企画を出すってのは、そういうことなんだよ」

　あまった資料をトントンと揃え、ノートパソコンをパタンと閉じる。

「それじゃ、俺はこれで」

　私も戻ろう。立ち上がると、視線で待ったをかけられた。

「丸山に言いたいことがあるだろう？」

　無言で突っ立っている彼を見ないようにしていたのに。

「そりゃあ、言いたいことはたくさんありますけど」

「それなら、ここ使え」

　気を利かせた課長が部屋を出る。広い第一会議室は、私と丸山くん、ふたりだけの空間になった。

　なんとも言えない沈黙が私たちを包む。丸山くんはゆっくり歩いて、長机に腰を下ろした。

「驚いた？」

　静かな声が広い会議室に響く。

「驚いたよ」

　驚いたってもんじゃない。なにが起こっているのか理解するのに時間がかかったくらいだ。

　だけどすごく、感動した。

「ねぇ、いつの間に作ったの？」

　いくら未完成と言っても、一日や二日で作ったようなクオリティではなかった。今週にでも公開できるくらい完成されていた。

　丸山くんはハハッと笑った。

「神坂さんが、初めて企画書を出した日から」

　初めて出したときって、どういうこと？　もう三ヵ月くらい前じゃない。

「どうして……」

　私がなにかを企画していることはみんな知っていたけれど、その内容までは知らなかったはずなのに。

「課長のデスクに置いてあった企画書、読んだんだ」

「読んだ？」

「ああ、だいたいの趣旨はわかったから、それからすぐ作り始めた」

　それから、すぐ？

「ひょっとして、毎日残業してたのは……」

「神坂さんのサイト、作ってた」

　毎日遅くまで大変だなって思ってた。担当しているサイトのデザインに苦戦してるんだと思ってた。違ったんだ。私の企画を、ずっとずっとサポートしてくれていたんだね。

　私は丸山くんに歩み寄り、スーツの襟を掴んで引っ張った。

「だったら、どうして教えてくれなかったの？」

　目の前の丸山くんの無表情が驚きに変わる。

「私の企画なのに、どうして私に教えてくれなかったのよぉっ！」

　流れたのは悔し涙だった。

「丸山くん、肝心なことにかぎって教えてくれないよね。いつもいつも私のことかき乱してさぁ、なんなの？」

　襟もとを掴んだまま体を揺する。いくらこちらが啖たん呵かを切ったところで、涙をボロボロ流していてはカッコつかない。

「丸山くんのバカ！」

　鼻声で叫んだ瞬間、丸山くんから腕が伸びてきた。私は襟を掴んだまま、立ち上がった彼の胸に押しつけられる。

「ごめん」

　丸山くんに包まれるのは、どれくらいぶりだろう。

「バカ……」

　好きになるまではなんとも思わなかったのに。無口で無表情で無愛想な、ただの扱いづらい同期だとしか思っていなかったのに。今ではこんなにもこの温もりを待ちわびていたなんて。

　もっといっぱい文句を言ってやりたいのに、さっきまでの勢いは丸山くんの熱に溶けてなくなった。

「ごめん」

　再び謝罪の言葉をつぶやいた丸山くんは、キュッと抱きしめる力を強めた。

「俺、別に隠してたわけじゃない」

「うん」

「言うタイミングが掴めなかった」

「どうして？」

　丸山くんの胸から、直接鼓動が伝わってくる。私の鼓動よりずっと速い。

「だって」

　丸山くんはそこでいったん口を結んで、私を胸から解放した。しかし、腕はまだ私をしっかり捕らえている。

「俺がサイト作っていることなんかより大事なこと、伝えたかったから」

　その顔は至極真剣だ。

『俺がここまでやらなきゃ、神坂さんには伝わらない』

　あの日、結局丸山くんは口に出してはくれなかった。今度こそ、聞かせてくれる？

「なにを？」

　一度だけでいい。

「それは」

　一度でも聞くことができれば、それを信じることができる気がするから。

「俺が」

　強くなれる気がするから。

「うん」

「神坂さんを好きだってこと」

　聞きたかった言葉をやっと聞くことができて、さっきとは違う涙が溢れた。

「なによ……私のこと、フッたくせに」

　うれし涙。なのに憎まれ口しか叩けない。そんなかわいげのない私でも、好きでいてくれる？

「あれは、フッたわけじゃなくて……先に言われて焦ったっていうか……」

　困った顔をする丸山くんが無性に愛おしい。

「もういいもん」

　あの日の「ごめん」の意味がなんであれ、今ちゃんと聞けたから。

「ありがとう、丸山くん」

「え？」

「私と同じ会社に入ってくれて、ありがとう」

　こんな人と仕事がしたかった。丸山くんがいてくれたら、私はきっともっとがんばれると思う。

　丸山くんはにっこり笑って、

「こちらこそ」

　そう言った。




「ごめんね、泣いてばっかりで。ただでさえ丸山くんにはカッコ悪いところばっかり見られてるのに」

　涙を拭うと、手の甲に崩れたメイクがべったり付いてしまった。プレゼンのために濃いメイクをしていたから、きっと今、とんでもない顔になっていることだろう。

「別に」

　丸山くんはそう言うけれど、私としては当然シャキッとしている自分を見てほしいのに。

「あ、そう言えば。丸山くん、いつの間にサイトのデータ提出したの？」

「ああ、それなら」

　再び長机に腰をかけた。

「飲み会の、次の日」

　愛華ちゃんの歓迎会の、次の日ってこと？

「土曜日じゃない」

「うん。休日出勤した。驚いた。飲み会の日は一緒に会社を出て、そのときには課長のデスクに企画書なんて置いてなかったはずなのに」

　あの夜の気持ちを思い出して、心の中がざわついた。

「飲み会の後、会社に戻ったの」

「どうして？　病み上がりだったくせに」

　無表情の中に不機嫌さが垣間見える。私にだって言い分はあるんだから。

「誰かさんが、かわいい新人とふたりで飲みに行っちゃったからよ」

「え？」

「朝からあんなことしといて、夜になったら別の女とふたりで飲みに行くんだもん」

「ああ……」

「なんだか腹が立っちゃって。そしたら酔いも冷めちゃって。ひとりで帰るのも癪だったのよ」

　投げやりに言うと、丸山くんがバツの悪そうな顔をした。

「さんざんその気にさせといて、企画が通っても冷たくされちゃうし。私がどれだけ泣いたか知らないでしょ？」

　丸山くんは困ったように笑った。でも、なにも言い訳なんてしてこなかった。その代わり、座ったまま再び私を包み込んでくれたから、あのときの苦しい気持ちも浄化されていった。

「妬いてくれたの？」

「あたり前でしょ。どうしてあんなに冷たかったの？」

「俺も、妬いてたから」

「誰に？」

「青木」

「青木？」

「だって」

「だって？」

「企画が通ったこと、俺に一番に報告してほしかったから」

　愛おしい。めちゃくちゃに抱きしめたい。

　私は丸山くんの首に腕を回した。座っている丸山くんが私の胸に顔を埋める形になった。

「この体勢、ヤバくない？」

「ごめんっ……」

　丸山くんの指摘でそれに気づいた私は、恥ずかしくなって離れようとしたけれど、丸山くんの腕がしっかり巻きついて離れない。

「俺は嫌いじゃない」

　服の上からキスをしていく。

「ちょっ……」

　ここ、会議室なのに。

　見下ろすと、私の胸の感触を楽しむ丸山くんと目が合った。だけど私の微弱な抵抗なんて無視とばかりに目を閉じる。

　キスはだんだん上がってきて、胸もとから鎖骨へ、鎖骨から首へと移動していく。

　体が熱い。触れている部分が動くたびに体中がゾクゾクする。

「丸山くんっ」

「なに？」

「待って、ストップ、いったんやめ」

「無理」

　有無を言わせない、ちょっと強引な行動。首から耳へやって来たときには、私はもうまともに立っていられなかった。

　丸山くんに寄りかかり、しがみつき、まるで差し出すように身を委ゆだねて。

「こっち、向いて」

　なんて言われてしまえば、逸らしていた顔を素直に向けてしまう。

　唇が重なれば、もう周りなんて見えなくなる。

　あんなにも強く、あきらめようと決めていたのに。どんなに頭で押さえつけていたとしても、私の心と体はずっとこうされることを望んでいたみたいだ。

　誰もいなくなった会議室に、ふたりの息づかいだけが卑猥に響く。

「神坂さん」

　丸山くんの声が私の脳髄を刺激する。

「前にも言ったけど」

「……なに……？」

「あんまり色っぽい声、出さないで」

　ただでさえ上気していた顔が、さらに熱くなった。

「丸山くんのせいでしょ」

「そうだよ。でも止まらなくなるから」

　楽しむように、からかうように、体のあちこちにキスを続ける。

「もう、ほんと自分勝手」

「嫌いになった？」

「バカ。そんなの……」

　なるわけないじゃん。わかってるくせに。

　無口で無表情で無愛想。だけどたまに笑う君。

　丸山くんが笑顔を見せてくれるだけで、私はすごくうれしい気持ちになれる。

「これ以上やると、この後の仕事に響く」

　ということで、丸山くんはやっと私から離れた。

「あーあ、泣きすぎてメイクがボロボロだ」

　プレゼンのためにバッチリメイクだった私は、好きな人の目の前でとんでもない顔をしている現実にため息をついた。やっぱり丸山くんにはみっともないところばっかり見せている気がする。

「いつもとそんなに変わらないけど」

「どういう意味？」

　私の化粧はいつも崩れてるってこと？　たしかに、多少崩れていても気にしないけどさ。

　膨れっ面の私を見て、また丸山くんが笑った。

「別に、どんな顔してたって、神坂さんは神坂さんだろ」

　丸山くんは立ち上がって、ボロボロメイクの私の額にキスをした。

「そうだけど、せっかくだったらかわいい方の顔を見せたいと思うじゃない」

　これからは、ちゃんと真面目にメイク直しをしよう。

「俺は……」

　丸山くんはスタスタ歩いていって、会議室の出入口の前で立ち止まった。

　そして、

「あんたがどんな顔でも、かわいいと思ってる」

　甘い言葉を置いて、この部屋から出ていった。
















08.　オレノオンナダ
















　丸山くんは男性にしては色白で、キリッとまっすぐな眉に大きくて二重まぶたの目、まっすぐ筋の通った鼻に薄くて血色のいい唇をしている。

　目もとが涼しげに見えるのはいつも無愛想な表情をしているからで、本当はパッチリしていることを、私は知っている。

　女子社員に「イケメンカット」と呼ばれている少し前髪の長い髪型は、本当は中性的で愛らしいその顔をクールに見せるのに効果的だ。

「丸山くんって、顔はカッコイイのに、残念だよね」

　無愛想な彼は、ときにこう言われることがあるけれど、ただ声や顔に出すのが苦手なだけで、本当は優しい人だ。

「欲とかなさそうだよね」

　こんなことも言われているけれど、本当はちょっと自分勝手でワガママだ。

　優しいとは相反しているように聞こえるかもしれないけれど、それが丸山くんなのだ。

「やっ……丸山くんっ」

「なに？」

「なんでいきなりこうなっちゃうの？」

「もう我慢できないから」

　付き合うことになって、数時間。丸山くんが、看病してくれた日以来、二回目にうちにやって来た。

　部屋に入るなり強引に私をベッドに押し倒し、感情をぶつけるようにキスをしてきた。これがどんな展開であるかくらい、恋愛がご無沙汰な私にだってわかる。

「もうって、来たばっかじゃん」

　シャワーすら浴びてないし、心と体の準備が整っていない。

「あのな」

　得意のポーカーフェイスで私を見つめた。ただ、手だけは服を脱がしにかかっている。

「俺がどれだけお預けくらったと思ってんの」

　言い終わったら、すぐに私の口を塞ぐ。強引な仕草も、私の胸を熱くした。

「お預けって……自分で勝手に我慢したんでしょ？」

「会社でしてもよかったの？」

　丸山くんの指が私のブラウスのボタンを外していく。

「それは……ダメ、だけど」

　私の抗議に力がなくなっていく。吐息が混じらずには話せない。

「早く、俺のものにしたい」

　ブラウスがバッと開かれ、腕を通ってベッドの下へ落ちていく。

「そんなの……、もう……」

　私はとっくに丸山くんのものなのに。焦らなくたっていいのに。

　キャミソールもあっという間に下へと放られた。

「知らないだろ」

「なにを？」

「俺がどれだけあんたのこと思ってるか」

　丸山くんだって、私がどれだけあなたを思っているか知らないでしょう？

　私も彼の着ているシャツに手をかける。

「お互いさ……んっ」

　遮るようにキスをすると、シャツのボタンをひとつだけ外し、一気に脱いだ。それもまたベッドの下へ放られる。

　意外と筋肉質な腕、くぼんだ鎖骨、なめらかな胸、細い腰。あまりにもセクシーだ。

　私はたまらなくなって、枕の横に転がっていたリモコンで明かりを消した。

「消したら見えない」

「だって……」

　丸山くんの顔が目の前にやって来た。整った顔は凶器に匹敵すると思う。突きつけられると、なにも言葉を発せない。ただ目を閉じてキスに従ってしまう。私は再びリモコンを押して、この雰囲気に合う、淡い照明にした。

　始めこそ抵抗する私を楽しむ素振りを見せていた彼も、お互いの衣類がすべてベッドの下に落ちてからというもの、すっかり顔つきが変わってしまった。

　無表情な丸山くんでも、こんな熱のこもった顔をするんだ。余裕のない切羽詰まった表情はあまりに妖艶で、私には刺激が強すぎる。

　会議室で見下ろしたときの顔とは比べものにならない。

「そんなに……」

　だけど私は丸山くん以上に余裕なんて持てなくて。

「ん？」

「そんなに、色っぽい顔しないで」

　いつかの言葉を借りると、額に滲む汗を拭う。

「どんな、顔？」

　お互い息が切れるほど、年甲斐もなく。

「そんな顔」

　あれ以来言葉にしてくれない気持ちは、私にしっかり伝わってきた。

　視覚が、聴覚が、嗅覚が、味覚が、触覚が、すべて丸山くんで埋め尽くされる。

　切なくゆがむ顔。

　荒い息づかいに、ときおり漏れる声。

　涼しげな香りに混ざる性の匂い。

　甘いキスの味。

　抱きしめる生肌の感触。

　心も体も全部、丸山くんに奪われていく。

　すごく恥ずかしくて、でもうれしくて。かきむしりたくなるほどの胸の疼きが治まらない。

　愛しくて、愛しくて、愛しくて、持てあます気持ちが歯がゆくて。この気持ちをどうやったら抑えられるのか、わからない。

　丸山くんが私から溢れ出す気持ちを吸収するように包み込む。

　なんて幸せなんだろう。

　私は人に愛されることの苦しさと心地よさを噛みしめた。




「はあぁぁ」

　ため息をつくと、丸山くんが眉間にシワを寄せた。

「どうしたの」

　人の顔を見てため息なんてつくな、と表情が言っている。

「ちょっと憂鬱」

「なにが？」

「だってさ、同じ職場に彼氏がいるんだよ？　私、ちゃんと仕事できるかな？」

　丸山くんのことになると、モヤモヤするだけでミスを連発してしまう。私のことだから、しばらくは浮かれっぱなしだろう。頭の中がお花畑のおめでたい状態で、まともに働けるだろうか。大事な案件だって抱えているのに。

「なんだ」

　真剣に悩む私を尻目に、丸山くんは私とは違うため息をついた。

「大丈夫なんじゃない？　神坂さん、仕事大好きでしょ」

「そりゃあ、仕事は好きだけど」

　丸山くんの方がずっと好きだから。なんて恥ずかしいことは言わないでおこう。

「そういうことなら、俺の方が憂鬱」

「なんで？」

「だって神坂さん、仕事に没頭すると、ほかのこと見えなくなるし」

　それは否定できない。これまでの五年間がいい例だ。

「大きな仕事が決まりそうな状態で、俺のことなんてほったらかしにされそう」

「そんなことないもん。たぶん」

「たぶんかよ」

　丸山くんはやわらかく笑った。

　そんなことないなんて言ってしまったけれど、自信がない。これまでに仕事と恋愛を両立できたことがないからだ。入社してからふたりと付き合ったけれど、どちらとも私が仕事を優先するあまりにうまくいかなかった。

『俺と仕事、どっちが大事なの？』

　なんて女みたいなことを言われたこともある。丸山くんにもいつか同じことを言わせてしまうのだろうか。同じオフィスで働いているから毎日顔を合わせはするけれど、私はそもそも付き合っている者同士がどんな風に時間を共有するのかわからなくなってしまっている。

「神坂さんはどうせ仕事に没頭するだろうから、ね」

　丸山くんが体をこちらに向けて、私を包み込む。

「その仕事の時間を、俺がもらうことに決めてるから」

　静かに軽いキスをして、なにかを企むような笑顔をくれる。

「どういう意味？」

「俺がなんのために新サイトを作ったと思ってるの」

「私のため？」

「それだけじゃないよ」

「え？」

「俺が神坂さんと関われる時間を増やすため」

　まったく、この人は……。無口で無表情で無愛想で、そのうえ自分勝手でワガママなだけじゃなく、思いのほか思慮深い。

「今だって同じサイトを担当してるじゃない」

「だけど俺たちはたまにしか直接関わらない」

「たしかにそうだね」

　私から丸山くんへのアクセスは、サイトのディレクターである主任経由で行われることが多い。

「新サイトなら、俺たちが直接関われる」

　単純な私には、無表情の丸山くんがなにを考えているかなんてよくわからないけれど、彼は私よりずっとしっかりしている人なんだと思った。

　一緒に過ごす時間が増えれば、もっと言葉数が増えるかな。もっと表情豊かになるのかな。もっと笑いかけてくれるかな。

　考えてみれば、まだ一度もデートのようなことをしたことがないし、ふたりで飲みに行ったことすらない。丸山くんがいつから私のことを好いてくれていたのかは知らないけれど、私が丸山くんを好きになってから今に至るまでは、すごく短い時間だった。でも、本当はとても濃くて長い時間だったように錯覚している。




　新サイトの立ち上げが内定して、私は今のチームから抜けることがほぼ確定した。

「よかったね！　がんばってね！」

　激励してくれる先輩。

「マジすごいっす！　応援してます！」

　笑顔で送り出してくれる後輩。

　だけど、青木だけが不機嫌な顔をしていた。

「なんで俺じゃないんだよ」

　青木は新サイトのメンバーに志願したけれど、今のサイトに残留することになったのだ。

　そりゃそうだ。私と青木がいなくなると、先輩と後輩のふたりになってしまう。新サイトには、ほかのサイトをやっていた後輩の中なか村むらさんが起用されることになった。

　ウェブデザインは文句なしで丸山くんの担当に。すでに作り上げているのだから、ほかに頼みようがない。新サイトを世に出すまでは忙しくなるから、今担当しているサイトや他部署から依頼される仕事はいずれ愛華ちゃんが引き継ぐことになるだろう。

　私の夢は、実現に向かってどんどん進んでいる。ステージまでもう少し。

　未成年である女子高生向けのサイトというのはスポンサーがつきにくく、大人向けのサイトと比べると不利だ。今まで担当していた中高生向けサイトを運営する中で、先輩の苦労を間近で見て痛感してきたからよくわかる。

　今あるサイトはファッション系ではなく携帯電話メインのサービスで、デコレーション絵文字を配信したり、プロフィールを作成したり、掲示板などで交流できるというものだ。私が企画したものと比べれば、運営が楽だし、お金もそんなにかからない。

　だけど、思慮分別が十分でない中高生ユーザーは、管理することが難しい。不適切だと見なされるとフィルタリングに引っかかり、閲覧できなくなってしまう。そうなるとアクセス数が減って、必然的にスポンサーもいなくなる。

　それを避けるために、広告はもちろん、掲載する文章の一言一句、そして彼女たちが書き込む一言一句にまで気を配らなければならない。

　そうやってサイトを管理、運営していて発見した、彼女たちの〝欲しいもの〟。

　掲示板では恋愛相談系の書き込みがもっとも多いけれど、次に多いのがファッション・メイク系だ。『千円以内アクセの部屋』なんていうスレッドが盛り上がっているし、「スカート二千円以内で買えるとこない？」「○○の今月号譲ってください！」という危機迫ったような書き込みも多くあったりする。もちろん個人情報をやり取りするようなことは絶対にないように管理するわけだが。

　そんな声に応えてあげたくて、ファッションサイトを発案した。恋愛相談には乗ってあげられないけれど、ファッションを楽しむお手伝いならできると思った。




「私、来月にでも死ぬのかな」

　仕事に恋愛に。生活が急に充実しだして、もしかしたらこれは神様から最後のプレゼントなのかもしれないなんて思ってしまう。

「もう、いっそのこと死んじまえ。俺の恨みで死んじまえ」

　青木が物騒なことを言うので、絶対に生きのびてやろうと決めた。

「そんなに拗ねないでよ」

「拗ねてないですー。お前が丸山とくっついたから、落ち込んでるだけですー」

「なんで知ってんの？」

「バカか。お前の緩みまくった間抜けな顔を見てればわかるって」

「えっ？」

　顔に出てたの？　自分の顔をペチペチ叩く。私って、丸山くんと正反対だな。

「丸山も、朝から機嫌がいいしさ」

　青木の視線を追うと、いつもと変わらず無表情の丸山くん。

「いつもと同じじゃない？」

　私には変わったようには見えないけれど。

「そんなことねーよ。あいつ、朝から俺に余裕の表情見せてきて、鼻で笑いやがったからな」

「なにそれ。あんた、丸山くんに嫌われてんじゃないの？」

「ふん、俺だって嫌いだ、バカ野郎」

　まるで小学生だ。なんだかんだ言っても、結構仲良くしてるくせに。

「神坂、俺と浮気しない？」

「は？」

「いいから、寂しい俺を慰めろ」

　相変わらずあきれるくらいふざけてばかり。それでもあからさまに落ち込まれるよりはおおいにマシだった。

「あんたね、よく見ると顔だって悪くないんだから。シャキッとしてれば彼女のひとりやふたり、すぐにできるでしょ？」

「よく見るとって、よく見ないとダメなのかよ」

「うん。私、あんたがまあまあイケメンだって最近気づいたから」

「マジ？　俺、イケメン？」

　急にシャキッと顔を作る青木。

「丸山くんには負けるけどね」

　付け加えると、せっかくカッコつけた顔が一気に崩れた。

「くそー。性格は絶対俺の方がいいんだからな」

　性格なんて、どっちがいいとか悪いとか、比べようがないのに。だけど、青木がいい奴であることは、私もよく知っている。今でもこうして仲良くしてくれているのは彼なりの優しさだってことも、本当はわかっている。気持ちには応えてあげられないけれど、幸せになってほしいと心から思っている。




「神坂ー、営業行くぞ」

　いつもより真面目にスーツを着こなしているチャラメガネ山中課長に呼ばれ、久しぶりに営業へ出かける。

「今日は何件ですか？」

「三社とアポがとれたけど、何件契約がとれるかは未知数だな」

「そうですよね」

　営業の窓口は、課長がやってくれている。スポンサー候補の企業は、企画の段階で三十社程あげたけれど、そのうち何社とアポがとれて、さらに何社と契約がとれるかはやってみないとわからない。ただでさえ少子化が騒がれている時代に、若年層、中高生向けのサイトに賛同してもらえるのか。彼氏ができたからって、浮かれてはいられない状況なのだ。

　五月も中旬になると、昼間の陽射しが強い。木々に葉が繁り、都会の街路樹からも生命力を感じる。

　駅のホームで電車を待っていると、ポケットに入れていた携帯が震えた。メールだ。送信元は、アドレス帳に登録されていないメールアドレスからだった。アルファベットの羅列をよく見ると、丸山くんの会社のメールアドレスだ。

《がんばって》

　たったひと言だけ。それでもうれしかった。ひと言だけというのが、彼らしくて。

　私もひと言だけ、

《ありがとう》

　顔文字付きでそう返信した。

「丸山か？」

　いやらしく笑う課長。焦る私。

「えっ？　なんでわかったんですか？」

　職務中に彼氏とメールなんてしたことがなかったから、いけないことをしたような気分になる。

「お前たち、付き合ってるんじゃないのか？」

「な、なぜ課長までそれを……！」

　私が驚くと、課長はあきれたような顔をした。

「やっぱり、顔に出てるんですかね」

　再び顔をペチペチ。仕事に支障をきたしたくないから、できるだけ隠すつもりでいるのに。

「おいおい神坂、忘れたとは言わせないぞ」

「なにを？」

「お前たちのキューピッドは、この俺なんだからな」

　課長がキューピッド？　顔で、はっきりハテナを表す。

「昨日、会議室。ふたりにしてやったろ」

「ああ！」

　そういうことか。昨日はいろいろありすぎて、すっかり忘れてた。本来なら忘れるべきでないご恩を、たったの一日で忘れてしまっていた。

「よかったな、神坂」

「まぁ、よかったですけど」

「お前は仕事ばっかりだったから。嫁のもらい手があるのか、心配だった」

　嫁のもらい手って……たしかに自分でも、結婚できるか不安に思っていたけれど。

「よけいなお世話ですよ。っていうか、そもそも結婚なんてまだ考えていませんし」

　このままうまくいけば、そういう話になるのかもしれない。でも、仕事人間の私は、それが簡単でないことを理解している。丸山くんとこの関係が続くかどうか……。

「丸山は不器用だけど、一途な男だよ」

　課長が笑いながら言った。

「どうして課長にわかるんですか」

「はは、どうしてだろうな」

　課長は彼が入社したときから同じ事業部にいるわけだから、私より丸山くんのことを理解しているのかもしれない。だけど、一途だなんて。自分勝手でワガママで愛華ちゃん相手に鼻の下を伸ばすような男を、私は一途だなんて思って安心していない。

　それでも私を選んでくれたんだから、努力するつもりでいるし、信じてみたいとは思うけれど。

『理沙、仕事ばっかりだから』

　という理由で浮気されたことのある私は、付き合いたてのこの時期でさえ、その可能性を予期してしまっている。

　付き合わずとも、強引にキスしてくるような男だ。丸山くんは不器用かもしれないけれど、きっと手は早い。




　営業を終えて帰社したのは七時を過ぎた頃だった。

「どうだった？」

　青木の問いに、私はどさっと腰を下ろしながら答える。

「まあまあ」

　今日は三社回って一社と契約が結べたけれど、二社には検討させてほしいと返事を先送りにされてしまった。感触としては、あまりよくない。きっと断られると思う。私の見込みではＯＫしてくれる可能性が高いと見ていたから、幸先のよくないスタートに不安が募る。

「まあ、全部と契約できなくても、サイトは運営できるわけだし」

　その楽天思考がうらやましい。

「今日はこれで帰れるんだろ？」

「うん、一応ね」

「飲み行かねぇ？」

　青木がいつものノリでそう言ったとき、ぐったりとデスクに突っ伏す私の肩に、温かいなにかが触れた。その瞬間、青木の顔が不機嫌にゆがむ。

「あーはいはい。すんませんでしたー」

　青木がぷいっと顔をそむける。温かいなにかの正体は、丸山くんの手だった。威嚇するような冷ややかな視線を青木に向けている。

　相変わらず言葉にはしないけれど、それはまるで、

「俺の女だ」

　と主張しているようだった。

　そのまま見上げていると、ゆっくりと視線がこちらにやってくる。なんと言っていいかもわからず黙っていると、

「行くよ」

　と、ひと言だけ。

　どこに？と聞きたくなったけれど、私はとりあえず、

「うん」

　とだけ答えて帰りの準備を進めた。

「なあ、神坂」

　青木が小声で問いかける。

「俺、あいつに監視されてるみたいで怖いんだけど」

　真剣な顔でそう言う彼を、かわいらしいと思った。

「好きなんじゃない？　あんたのこと」

　私は冗談めかしてそう言って、先に会社を出た丸山くんを追いかけた。
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　付き合い始めてわかったことがいくつかある。

　丸山くんは、実家住まい。国産の車を持っている。中学、高校はテニス部で、真っ黒に日焼けしていたらしい。少し年の離れた妹がひとりいて、まだ大学二年生になったばかりなんだとか。この子がまたかわいい妹だそうで、話に聞くかぎり、きっとお兄ちゃん大好きっ子だ。そんな妹に彼氏ができたとわかったとき、ちょっとショックだったと笑いながら言っていた。




「なーなー聞いた？」

　朝からうるさい青木の興奮した声。

「なによ、朝っぱらからやかましい」

　しかめっ面を披露するも、彼はかまわず話を続ける。

「沢さわ田だの子供、生まれたって！」

　沢田とは、私たちと同期入社の男性社員だ。都内の別の営業所で、フリーペーパーを作っていて、同じく同期入社の毎まい熊ぐまさんとオフィスラブののちに結婚している。とくに目立つ存在でもない沢田が超美人の毎熊さんをどうやって落としたのかと、結婚当時は同期の間で話題になったものだ。

「とうとう生まれたんだ！」

「うん。しかも双子だって。女の子」

「きっとかわいいよね。いつか写真見せてもらわなきゃ」

　しかめっ面だった私も、途端にテンションが上がる。

　結婚、出産。私たちだって、適齢期。

　思えば私の姉も、私の年にはもうお義兄さんと結婚していた。

「ところで、その情報、誰に聞いたの？」

　青木、あのふたりと交流なんてあったっけ。

「ああ、丸山だよ」

「丸山くん？」

「あいつ、沢田と仲いいじゃん」

　そうなの？　全然知らなかった。まだまだ知らないことがたくさんあるんだな。

　始業時間を迎えて、この日回る企業の場所を確認していたときのこと。

「大地せんぱーい」

　耳に届く甲高くて甘い声。声がした方に目をやると、丸山くんが愛華ちゃんのパソコンの方に顔を向けていた。

「ここなんですけどー」

　丸山くんの顔が、ぐっと愛華ちゃんに近づいていく。パソコンのモニターに隠れ、角度によってはキスしているようにも見える。まただ……。

　胸に溜まるモヤモヤ。仕事に支障をきたすから、あまり気にしないように意識しているけれど。

　付き合い始めたからといって、私の疑念がすべて晴れたわけではない。

　こんな場面を目の当たりにするたび、「私たち、付き合ってるんだし」と自分を励ます。

　だって、いい年して、「愛華ちゃんとしゃべらないで」なんて言えるわけがない。

　大事な新人を育成している丸山くんは、新サイトのためにも急いで愛華ちゃんを一人前にしなければならない。そのために付きっきりで指導しているのだから、ワガママなんて言えるわけがない。

　それでも密かに嫉妬してしまうのは、イケメンの丸山くんとかわいい愛華ちゃんがお似合いに見えてしまうからだ。

　だって、どう見たって、私は女として負けている。

　そういえばあのふたり、歓迎会の日にふたりで飲みに行ったんだよな。嫌なことを思い出して、またモヤモヤ。

『たくさんお話してくれた』

　愛華ちゃんがそう言っていた。いったいなにを話したの？　聞きたいけれど、そんなことしたら器の小さい束縛女みたいだ。

　菊池さんのサイトの『男が即手放したくなる女』特集でも、「職場の女性との接し方にいちいち口を出されてウザかった」という男性からのコメントがあったっけ。聞けるわけがない。

　そんなモヤモヤをため息に混ぜて吐き出して、私は今日も営業へと出かける。

　絶対に新サイトを立ち上げられるだけのスポンサーを集めるんだもん。負けてたまるか。夢が叶うまで、あと一歩なんだから。

　こんな子供じみた感情に……。

「大地せんぱーい」

　負けて、たまるか……。




　浮かれてしまう気持ちと嫉妬してしまう気持ちが表裏一体となって、風向きによってくるくる変わる心情を持てあます。そんなある日、課長がこんなことを言いだした。

「出張だ」

　覚悟はしていた。スポンサー候補は東京だけとはかぎらない。課長によると、関西にある会社とのアポがとれたらしい。

「そこで、残念なお知らせなんだがな」

「残念なお知らせ、ですか？」

「ああ。俺が同行できない」

「ええっ!?」

　それは、つまり。

「私ひとりで行くってことですか？」

　ひとりで新幹線に乗って、ひとりで相手の企業に乗り込み、ひとりで営業トークを繰り広げて、ひとりで契約をとってこいと？

　そりゃあ、私だって何年も仕事をしているんだし、自分が立ち上げるサイトの営業くらいできると思う。けれど、ひとりじゃさすがに心細い。そんな気持ちを込めて課長を見つめる。

「いや、同行者を付けることにした」

「それって……」

　もしかして、丸山くん？

「青木だ」

「青木ですか？」

　どうして？　青木は新サイトのチームではないのに。

　課長はあからさまにガッカリする私を嘲笑った。

「残念だったな。丸山じゃなくて」

「別に、そんなこと思ってませんよ」

　少しは思ったけれど。

「俺が行ってやりたいところだが、部課長会議は外せない。丸山は新サイトのメンバーとして、部課長会議に連れていくことにした」

「じゃあ、中村さんは？」

　中村さんだって新サイトのメンバーだ。連れていくなら、彼女の方が適役のはず。

「今のチームの引き継ぎがまだ終わっていないからな。今抜けられると困るそうだ」

「それで、一番暇そうな青木ですか」

「まあ、そういうことだ」

　別に青木が嫌だというわけではないけれど、ふたりきりで出張って、なんだかな。

「青木はこの企画書作りを手伝っていたし、適任だと思ったんだけどな。不満か？」

「いえ、不満なんてとんでもない」

　たしかに課長の言う通りだし、私もそう思う。だけど、脳裏によぎる丸山くんの不機嫌な顔。この話が知れたら、きっと想像通りの顔をするはずだ。

　いかんいかん。らしくないぞ、私。仕事に私情を挟むのは禁物。モヤモヤしたって我慢してきたんだから。丸山くんだって、愛華ちゃんのことで私を悩ませても涼しい顔をしてるんだ。私だって、少しくらい悩ませてもいいじゃないの。悩んでくれるかはわからないけれど。

「それじゃ、青木ということで」

「了解しました」

「これ、アポがとれた企業の一覧表。増えたら逐一報告するから」

「ありがとうございます」

　資料を受け取って、場所をネットの地図で確認し、交通の便のいいところを見繕って宿探しをする。

　二泊三日か。長いような、短いような。

　帰りは金曜日になるし、せっかくだから自腹でもう一泊して観光して帰ろうかな。青木もきっとそうしたいって言いだすよな。だけど、できたばかりの彼氏をほったらかして、別の男と旅行をするわけにはいかないし。うーん、どうしよう。

　社内に彼氏がいるというのは、思った以上に気を遣うみたいだ。昔はオフィスラブに憧れたこともあったけど、実際にやってみると心穏やかにはいかないことが多い。

　結婚した同期のふたりに、コツを聞いてみたくなった。

　うじうじ悩んでいても仕方がない。私は早々に丸山くんに相談することにした。




「というわけで、青木と出張に行くことになりました」

　丸山くんは眉間にシワを寄せて、少し不機嫌な様子。想像通り。

「そう」

　コメントはこれだけだった。

「それでね、せっかく行くんだから、自腹でもう一泊か二泊して、観光してから帰ろうと思ってるんだけど」

　遠慮がちに続けると、眉間のシワが深くなった。

「青木と？」

「違うよ！」

　そんなつもりないんだよ。だけど、青木も同じこと考えるかもしれない。

　丸山くんは不機嫌な顔のままだ。嫌なんだろうな、きっと。

「あのね、丸山くんが嫌なら帰ってくるから！」

　せっかく好きな人と付き合えたのに、気まずくなってしまうのは不本意だ。平日は仕事に追われているし、土日はふたりでゆったり過ごせる特別な時間だし。

　付き合い始めの一番ハッピーな時期なのに、彼氏をほったらかして旅行とか、きっとよくないよね。

「いいんじゃない？　せっかく行くんだし」

　丸山くんが軽いため息混じりに言った。

「え？　いいの？」

「別に」

　本当に？　そんな顔してるのに？

「神坂さん、ここ最近仕事詰めだし。気晴らしできて、いいんじゃない？」

「あ……うん」

　チクリ。なぜか胸に痛みが走る。

「営業って、俺はやったことないけど、きっとすごく神経使うんだと思うし」

　それは、たしかにそうだ。緊張するし、気を張っていないといけない。

「でも、本当にいいの？」

「いいよ。せっかくだし、青木も誘ったら？」

　……え？　誘ったらって？

「変なことしたら許さないけど、ひとりで歩かれるより安心」

　これは……どうなんだろう。どう捉えたらいいの？　器の大きい男だなって感心すればいい？　それとも少しくらい心配しろって怒ればいい？

「わ、わかった」

　思いのほかあっさりＯＫされて、唖然とする私。丸山くんはこう見えて自分勝手でワガママだから、

「なに考えてんの。用事が終わったらさっさと帰ってきてよ」と言う可能性の方が高いと思っていた。

　小さく胸が痛み続ける。もしかして私、そう言われることを期待してた？　きっとそうなんだ。観光なんかより俺と過ごそうって、そう言われることを望んでいたんだ。そう言われることで安心したかったんだ。

　愛華ちゃんのもとへ戻っていく丸山くんのうしろ姿を見て、また少し胸が痛む。バカだな、私。自爆したようなものじゃない。

　丸山くんは私の夢を応援してくれている。すごくうれしいことだし、勇気づけられたし、大きな力になってくれている。

　だけど、「仕事のことさえ考えていればいい」と言われているような気がして、すごく不満に感じた。

　丸山くんは私を仕事人間だと思っているみたいだし、実際私はそういう部分もあると思う。だけど、私にだって恋愛感情はある。

　愛されたい。そしてそれを実感して安心したい。

　もっと私を思ってよ。もっと私にかまってよ。

　この気持ちをどう処理すればいいんだろう。自分から観光したいと申し出ておいて、

「私と過ごしたいって言ってよ」なんて今さら言えないし。

　恋愛って、仕事以上に難しい。




　昼食を終えて、トイレのパウダースペースでメイク直しをしていると、

「神坂ぁ」

　うしろから声がした。菊池さんだった。今日も大きめのピアスが光っている。

「あんた、今度、青木と浮気旅行するんだって？」

　冷やかすときの悪い笑顔を浮かべている彼女は、とても楽しそうだ。いったいなにを期待しているのか。

「人聞きの悪いこと言わないでください。仕事ですよ、仕事」

　まったく、情報が早いんだから。どれだけ耳が大きいんだ。

「おたくの課長も人が悪いよね。わかってて青木を同行させるんだから」

「別に、青木が暇だっただけですよ」

　菊池さんは隣でリップグロスを塗り始める。

「ところで神坂」

「なんですか？」

「あんたと丸山、うまくいってんの？」

　そんなこと、私の方が知りたいですよ。と言う代わりにため息をつくと、慰めるようにポンと肩を掴まれた。

「神坂が気にしてることは、なんとなくわかるよ」

「気にしてることって……」

「うちの沼田」

　うう……鋭い。だけど、

「別に、気にしてませんよ」

　と強がってしまうのは、彼女としてのプライドだ。かわいい後輩に彼氏を貸してあげてるのよ、くらいの器の大きさを見せてやりたい。見栄を張りたい。

「嘘ばっかり」

　私の強がりは、いとも簡単に見破られてしまった。

「あたしでも目につく甘えようだからね。神坂はもっと気になってるはずでしょ」

　おっしゃる通り。菊池さんには敵わない。

「別に、それで丸山くんの気持ちが私から離れても、仕方ないじゃないですか。愛華ちゃんみたいな子が好きなんだったら、そっちと付き合った方がいいわけだし」

　思わずこんな言葉が出てしまった。イイ女ぶりたかった。

「本当にそう思ってる？」

　きっと見抜いてる。

「思ってますよ」

　これも嘘だって。

「ねえ、神坂。あんた、ちゃんと丸山と話してる？」

「まあ、ある程度は」

　話すもなにも、丸山くんは無口だからあんまり話も弾まないけれど。本当は話してほしいことがたくさんある。だけどそれを聞く勇気はなかなか湧いてこないし、下手に追求して関係に亀裂を入れたくない。

「あたし、思うんだけどさ」

　菊池さんはリップグロスをポーチにしまいながら、鏡越しに私を見据えている。

「なんですか？」

「恋愛関係なんて脆もろいんだから、お互いもっと素直にならないと壊れちゃうよ」

　体の芯に響くような、落ち着いた声だった。いつも茶化してくるときの明るい声じゃなかった。

　素直になれてないもんな、私。モヤモヤに押しつぶされて、もしかしたらすでに壊れかけているのかもしれない。だけど私が素直になったら、こんなに面倒で子供じみた感情をぶつけたら、きっとあきれられてしまう。本格的に壊れてしまう。

　仕事でもほかの女に優しくしないで。必要以上にかまったりしないで。ほかの人にするように、無愛想に接してよ。

　もっと私のことを見て。私のことだけを思って。私を安心させて。

　そんなこと言えないから、強がって意地を張って。私が悩んでるんだから少しくらい悩ませてやろうとか、気持ちが離れたら仕方がないとか、卑屈になってしまう。

「ねえ、菊池さん」

「ん？」

「私、わからないんです」

「なにが？」

「恋愛の仕方っていうか、気持ちの処理の仕方が」

　いかんせん数年ぶりの恋愛だ。

　真剣な顔をしていた彼女はやわらかく笑って、さっきは優しく掴んだ私の肩をバシバシ強烈に叩いてきた。

「なーんだ」

　痛いです、菊池さん。

「似た者同士じゃん、あんたたち」

「え？」

　とだけ言うと、笑いながら手を振って去っていった。似た者同士って、どういうことだろう。

　不思議な姉御、菊池さん。彼女が少なからず私たちの関係に影響を与えていることは間違いない。もしかしたら丸山くんも、彼女の言葉に心を揺さぶられたり、勇気づけられたりしているのだろうか。




　課長と営業に回って、事務所に帰って、通常業務の続きをこなしてから新サイトのための仕事をする。

　スポンサーが一定数集まったら、新サイトのチームが正式に発足する。それまでは今のチームの仕事と両立しなければならない。

　必然的に最近の帰宅時間は午後十一時頃で、気づけばオフィスには誰もいなくなっていることが多い。丸山くんも、今日はいつの間にか帰ってしまっているみたいだ。

　これでも今のチームの仕事はずいぶん減った。夢が叶うまで、あと少し。それまでは帰りが遅くなってもがんばらなきゃ。私の残業も、丸山くんのサポートも、無意味になんてできないもんね。出張ごときでヤキモキしている場合ではない。青木とふたりだからって、遠慮している場合でもない。丸山くん本人がいいって言ってくれてるんだし。

　出張の準備も始めなくちゃ。やることたくさんあるんだから。

　それでもやっぱり、もっと丸山くんと一緒にいたいな。仕事も成功させたいけれど、好きな人も大事にしたい。大事にもされたい。

　欲張りなんだろうか、私は。仕事中心の生活をして、さんざん恋愛をダメにしてきた。それでも社内恋愛なら、なんとかやれるんじゃないかって思っていたのに、付き合って早々こんなにも孤独を感じるなんて、思ってもみなかった。

　電話、してみちゃおうかな。バッグから携帯を取り出す。着信はなし。メールは広告メールだけ。

　もともと無口な人だからマメな連絡なんて期待してはいないけれど、ちょっと寂しい。

　発信履歴から彼の番号を開く。発信ボタンを押して電話機を耳に押しつけた。

　プルルルル、プルルルル。

　コール音が数回鳴って、

『もしもし？』

　丸山くんが出た。よかった、出てくれて。こんな風に思うくらい、不安に感じているんだと実感する。

「神坂ですけど」

　緊張気味に言うと、軽く笑い声が聞こえた。

『知ってる』

　電話の向こうでリズミカルな音が聞こえる。歩いてるのかな？

「外にいるの？」

『うん。帰ってるとこ』

「そっか。今日は早くに退社したみたいだね。なにか用事でもあったの？」

『青木と飲んでた』

「青木？」

『うん』

　ふーん。丸山くん、青木と飲むこともあるんだな。意外と仲がいいんだよな、あのふたり。

『神坂さんは？　家？』

「ううん、まだ会社」

『え？　まだ仕事してたの？』

　そりゃ驚くよね。もうすぐ日付も変わっちゃうもんね。

「やることがてんこ盛りで。帰る気力もなくなったから、丸山くんに元気をもらおうと思って電話してみた」

　お、私、今すごく彼女っぽいこと言った気がする。

『帰る気力って、ははっ』

　電話越しの声でイメージできる、涼しい笑顔。笑ってくれるだけでこんなにも心がときめくのに、私の気持ちなんて、きっと知らないんだ。

「だって、疲れちゃったんだもん。帰りの電車に乗るのも面倒なの」

　リズミカルに響いていた足音が止まった。静かなオフィスでは、そんな音の変化すらよくわかる。

『予定変更』

　脈絡のない言葉のチョイスに、ハテナマークが浮かんだ。

「え？」

『今ならまだ間に合うから』

「は？」

『風呂入って、着替えて、そっち行くわ』

　すごいよ、丸山くん。

「帰る気力、超湧いた！」

　単純な私をよくわかってる。

　帰る気力がないとか言ってたくせに、私は半ば小走りで駅に向かい、ちょうどやって来た電車に飛び乗った。

　帰宅して、大急ぎでシャワーを浴びて、でも体だけは丁寧に洗いこんで、肌の手入れもそこそこに、洗いたてのかわいい部屋着を身にまとう。

　そうこうしている間にチャイムが鳴り、飛びつく勢いで玄関に向かった。

　扉を開けると、そこには仕事着よりも少しラフな服装の丸山くん。

「いらっしゃい。早かったね」

　きっと声も明るい。

「まあね」

　彼はさも当然かのようにスルッと部屋に入り、靴を脱ぐ前に私を腕で包み込んだ。それだけでもう、私の疲れは吹っ飛んでしまう。

　昼間はあんなにムカついたり、嫉妬していたのに、今この瞬間、それをすべて忘れてしまったかのように全身で幸せを感じる。ズルイよ、丸山くん。私ばっかり手のひらの上で転がされているみたい。

　だけどこんな幸せをくれるのなら、それもいいかもしれない。

　自分の感情をコントロールするのは難しいけれど、それをこらえた後、幸せに浸れるなら。

「ねえ、青木となに話したの？」

　丸山くんはチュッとキスをして笑った。

「内緒」
















10.　スキニスレバイイ
















　出張の出発日。午前八時に東京駅集合。

　私は数日分の荷物と仕事道具、そしてブラウスの中にたくさんのキスマークを携えて、七時五十分に新幹線の改札前にやって来た。丸山くんと共に。

「丸山くん。ほんとに時間、大丈夫？」

「うん」

　まだ少しだけ眠そうな顔で頷く丸山くん。昨夜、旅の準備をしている最中にうちにやって来て、

「何日も会えないから」

　と言ってやたらと私に甘えてきた。無表情だけど、仕草から少しだけ寂しさのようなものが伝わってきて、なんだかすごくうれしかった。

　見送りなんて期待していなかったのに、出社時刻まで一緒にいてくれるらしい。

　八時ギリギリになって、まだ目が半分ほどしか開いていない青木がやって来た。

「おはよー……って、お前も一緒かよ」

　青木は丸山くんを見るなり眉間にシワを寄せて、肘でつついた。

「悪い？」

「別にぃー。過保護だなと思っただけだよーだ」

　小学生のような青木の態度に吹き出すと、今度は丸山くんが不機嫌な顔になる。それがまた子供じみてて微笑ましかった。

「時間だ。俺、行かなきゃ」

「うん。わざわざ見送りありがとね」

　ほとんど毎日顔を合わせているけれど、しばしのお別れだ。

「気をつけて」

「うん」

「……青木に」

　そっち？

「はぁ？　俺かよ」

　こうして過剰な反応をし合うふたり。好きな人に見送られて別の男と旅をするなんて、やっぱりなんだか変な感じがする。

「そんな心配いらないから！」

　力強く念を押しておくと、

「お前も少しは俺を意識しろよ」

　と青木からツッコミが。

「するわけないでしょ、いつも隣に座ってんだから」

「それでも少しはしろよ。襲うぞ」

　それに挑発されたのか、丸山くんの顔つきが微妙に変わった。ぐいっと腕を引かれ頭に手を添えられたと思ったら、そのまま少し乱暴な仕草でぶちゅっとキスをされた。

「こっ……こんなとこで！」

　ここは東京駅のど真ん中。人もたくさんいるし、青木もあきれたように睨んでいる。

「青木に、気をつけて」

　私に再度そう言って、青木を涼しい目で睨みつける。ああ、もう……。

　恥ずかしい気持ちと、だけど少しだけうれしい気持ちが混ざり合う。青木に気をつけろと言うくらいなら、初めから青木との旅行なんて許可しなければよかったじゃないの。なんて言えるわけもなく、私はただ唖然として会社へ向かう丸山くんの背中を見送ったのだった。




「なー、神坂」

「なによ」

　新幹線が走りだしてすぐ、各営業先に渡す商談の資料と契約書を確認していると、仕事には興味のなさそうな青木が間抜けな声で私を呼ぶ。

「丸山って、いつもあんななの？」

「あんなって？」

「人前でチューしたり」

　そういえば、どうなんだろう。付き合って間もないし、仕事が立て込んでいるから、うちでイチャイチャするくらいで、まだ丸山くんと出かけたことなんて一度もない。

「さぁ？　わかんない」

「わかんないって、付き合ってんだろ」

「付き合ってるけど、まだ謎が多いの。逆に聞きたいよ。丸山くんってどんな人なのか」

　青木はあきれた顔でため息をついた。

「どんな奴かもわかんないで付き合ってんのかよ。俺はそんなお前が一番わかんねー」

「仕方ないじゃない。好きになっちゃったんだから」

　私が好きで、彼もこんな私のことをたまたま好きになってくれて。ワケがわかんないうちに付き合った感じだし。

「お前な。忘れてるようだから言っとくけど、俺だってお前のこと好きなんだからな」

　……忘れてなんかない。だけど、普段通りにしかできないだけ。

「ごめん、自分のことで精いっぱいすぎて忘れてた」

　そう言うと、青木はフンと鼻を鳴らして、

「寝る！　着いたら起こせ」

　とふて腐れてしまった。

　ごめんね、青木。青木だってこんな出張、多少は気まずく思うよね。だからきっと、いつものように憎まれ口を叩くんだ。




　気づけば私もすっかり眠っていて、ふたりして焦りながら新幹線を降りた。

　今日は梅田のビジネスホテルを予約しているけれど、チェックインするには早い。荷物をコインロッカーに押し込んで、その辺にあったとん平焼き屋さんで昼食をとり、いざ営業先の企業へ。

　緊張する私を

「らしくねーな」

　と笑う青木が頼もしい。

「失礼します。ＳＫ企画の神坂です」

　仕事だ、仕事。自分の手で夢を掴むんだ。

　応接室のような場所に通されると、美人のお姉さんが温かいお茶を出してくれる。しばらくして若い男性ふたりがやって来た。私や青木より少し上くらいだろうか。名刺交換をして、ほんの少しだけ世間話をして本題に入る。

「へぇ、おもしろい企画や思いますわ」

　聞き慣れないビジネス関西弁は、手応えがわかりにくい。地域が違えば言葉も違う。関西で仕事をしたことのない私は、その言葉の裏が読み取れない。

「でしょう？　ですから御社には、ぜひ、このサイトのスポンサーになっていただきたいんです」

「広告はどれくらいの大きさですか？」

「こちらが掲載予定のサイトです。広告はこの部分、あるいはここです」

　一社目を出たのは、訪問してから二時間後だった。

「お疲れさん」

「青木も、お疲れ」

　結構長く話したし、相手の本気度も高かったから、いい返事をもらえると期待している。

「今日はここだけ？」

「うん。明日は三社入ってるけどね」

　梅田に戻って、コインロッカーから荷物を取り出し、宿泊先のホテルにチェックイン。もちろん青木とは別の部屋だ。厳密には向かいの部屋。

「じゃ、荷物を置いたらメシ行くか」

「うん」

　出張一日目は慌ただしく過ぎていった。明日も一日営業だし、課長のメールによると明後日にアポが一件増えた。一件でも多くの契約がとれるようにがんばろう。既存のサイトの一コーナーのつもりだった企画が、思いのほか大きな仕事になって戸惑ってはいるけれど、自分が期待していたよりずっとすごいことをやっているんだと自覚しよう。

　新サイトの立ち上げに成功したら、今よりずっと楽になる。そしたらきっと、私生活にも気が回せる。丸山くんとも、もっと語り合える。仕事の責任は増えるけど、それは自分が描いていた夢のひと欠片だ。




「ご検討のほど、よろしくお願い致します。いいお返事を期待しております」

　私なりの精いっぱいの営業スマイルを向けると、相手の企業の人もにっこり笑ってくれた。出張三日目、金曜日。午後七時を回ったところで、予定していた最後の企業を回り終えた。

　来週には返事がもらえるだろう。私ができることはすべてやった。

　これでスポンサーが集まらなかったら……。いや、考えるのはやめておこう。サポートに付いてくれた青木も、さすがに疲れの色を見せている。

「メシ、行くか」

「うん」

　適当な居酒屋で乾杯をして、いつもならゆっくり愚痴を言い合ったり、バカな話で盛り上がるけれど、今日ばかりは早々に食事を済ませてホテルに戻った。

「青木、ほんとにありがとね」

　部屋に入る前にそう言うと、青木はちょっと照れたような顔をした。

「どういたしまして」

「明日はチェックアウトギリギリまで寝て、それからゆっくり出かけようか」

「そうだな」

　おやすみと言って、それぞれの部屋に入る。狭いビジネスホテルの部屋。豪快に服を脱いでユニットバスに駆け込み、一日、いや、三日間の疲れとメイクを洗い流した。

　バスルームから出ると、十時を過ぎていた。丸山くん、どうしてるかな。今まではメールだけで連絡をしていたけれど、今日は電話してみようかな。

　私はバッグから携帯を取り出して、発信履歴から「丸山大地」の表示を見つけて発信した。テレビもつけていない静かな部屋に、コール音が響く。その間にベッドに横たわると、体が鉛のように重くて、シーツに埋まっていくような気がした。

　丸山くんはなかなか出てくれない。電車の中なのかな？　私はいったん電話を切った。

「はぁ……丸山くん……」

　会いたいな。

　今まではなによりも仕事を優先してきて、恋愛もダメにしてきた。あの頃はまだ二十代前半で体力があったし、若い自分の企画を通すためには、先輩たち以上に励まなければいけないと思ってがむしゃらに働いていた。だからといって、とくに疲れることもなかったし、当時の恋人に縋りたくなるほど追いつめられることもなかった。

　まだ若いつもりだけど、私も年をとったのかな。大きな仕事を任されて、それに魂を注いで。心も体も疲れているし、丸山くんの声を聞いて癒されたいと思っている。こんなことなかったのに。キャリアウーマン志向の私としたことが、情けない。勢いと輝きを失いかけている私なんか、応援したくない、なんて言われないだろうか。

　疲れた体が眠りへと向かい始めたとき、マナーモードにしたままの携帯が鳴りだした。バイブレーションの音が枕越しに脳天に響く。丸山くんだ。

　単純な私は、ベッドから飛び起きて通話ボタンを押す。

「もしもし！」

　東京と繋がった電話からは、ガヤガヤと雑音が伝わってきた。

『ごめん、気づかなかった』

　穏やかな口調に、泣きそうになった。

「ううん、いいの。忙しかった？」

『いや、飲んでた』

「そうなんだ。会社のみんな？」

『ああ、まあ。ウェブ課のみんな』

　うしろの方で笑い声が聞こえる。

　菊池さんがまたなにかおもしろいことをやってるんだと容易に想像がつく。

「そっか。邪魔しちゃったね。ごめん」

　あっちは楽しい雰囲気なのに、疲れた私の重い空気が伝わっていなければいいな。

『気にすることないのに』

「だって、楽しそうだし」

『疲れてる？』

「うん。まあね」

『お疲れさま。青木は？』

「さあ？　部屋で寝てるんじゃない？」

『そう』

　何気ない会話でも、疲れた心に元気が少しずつ溜まっていく気がした。

　今まで気づかなかったけど、好きな人の癒しパワーってすごいな。もしかしたら私の元彼たちも、こういう力を期待していたのかもしれない。

『今日はゆっくり寝て。明日、観光するんでしょ？　京都だっけ？』

「うん。でもそんな元気が残ってるか心配だよ」

『大丈夫。京都にパワーもらってきなよ』

　丸山くんは、きっと気づいてない。京都のどんなパワースポットなんかより、あなたがパワーをくれることに。

　こんなに疲れるってわかっていたら、観光なんて考えずに東京に帰っていたのに。丸山くんのもとに帰っていたのに。そんなことを思った、そのときだった。

『大地せんぱーい？』

　電話越しに聞こえた、かわいらしい声。癒されかけていた私の心に、容赦なく切りかかってきた。

　わかっていた。愛華ちゃんがいることも。

　だけど、電話越しでもこんなにしっかり聞きとれるほど近くにいるなんて、思ってもいなかった、というより想像したくなかった。

　疲れていたことや癒されたかったこと、そして電話が鳴った瞬間のときめきが一気に吹き飛んだ。燃え上がるように沸き上がったのは、嫉妬と、意地を張りたいというマイナスな感情。遠くにいるというやるせない事実。私が仕事でこんなにもクタクタになっているのに、あなたは楽しく飲み会でかわいい子をたぶらかしてるのね。なんて、余裕のない女にありがちな、悪い想像を現実だと思い込む癖が、私にも勃発した。

「そうだね。京都、楽しんでくる」

　声色が変わったことに、丸山くんは気づいているだろうか。言葉にならない心の叫び声が聞こえているだろうか。

『うん』

　いつもと変わらない涼しい声で、いつもと変わらない短い返事。私がいくら心を燃え上がらせても、五百キロも離れた東京までは伝わらない。

「じゃあ、またね」

　これ以上話すと、どんどん嫌な彼女になってしまう。自覚できるくらい、彼を責めたい衝動に駆られてしまっていた。

『ああ、また』

　電話は呆気なく切断された。

　丸山くんがああいう人でよかったかもしれない。あっさり電話を切ってしまうような人で、よかったかもしれない。

　いつもは少し寂しいなと思っていたけれど、今日はきっとこれ以上はダメだ。

「ダーッ！」

　ベッドに携帯を投げつけて、力任せにシーツを剥ぎ、暴れ回る。そうしているうちに私はベッドから転がり落ちて、ゴン！と鈍い音をたてて頭を打った。

「うー……痛いよー……」

　じわりと涙が滲む。丸山くんのことになると、泣いてばっかりな気がする。丸山くんにも、たくさん泣き顔を見られてしまったし。

　仕事で成功していくごとに、もっともっとカッコイイ女になるはずだったのに。嫉妬して暴れて頭打って涙ぐんでるなんて、カッコ悪すぎる。

　帰ったらたくさん文句を言ってやりたい。今から出れば、東京行きの新幹線に間に合うかな。ううん、もう最終の新幹線はとっくに出てしまっている。始発で帰っちゃおうかな、東京に。青木とふたりで旅行なんてやめにして、丸山くんに会いたいから帰ってきたって。それなのにあなたは愛華ちゃんと遊んでたの？と、責める理由にしてしまいたい。

　ああ、やだやだ。これも女の悪い癖だ。自分で自分を不幸な女に仕立て上げ、それをネタに男をじわじわと締め上げる。

　菊池さんが担当しているＯＬサイトに載ってたじゃない。『二十代から三十代の男性に聞いた、これだから女は怖い』という特集で。あれを読んで、絶対自分はこうなりたくないって思ったのに。

　打った痛みとともに、頭に上っていた血も引いていった。気を取り直してベッドを整えて、その中に転がり込む。携帯を充電器に繋ぐときに、メールを受信していることに気づいた。

《おやすみ》

　丸山くんからの何気ないメール。冷静さは取り戻したものの、理不尽な怒りまでは沈めきれていない。私はそのメールを無視することで、小さく怒りの意を示すことにした。

　今は繋がっていたくない。静かに心を癒したい。

　そう思って、携帯の電源をオフにした。また少し、胸が痛んだ。

　いいもんね。私だって、青木とさんざん楽しんできてやる。青木とね。ふん。




「おはよーっ！」

　元気に挨拶しただけなのに、青木は思いっきり嫌な顔をした。

「うるせーよ」

　スーツ姿しか見たことがなかったけど、薄手のパーカーとジーンズ姿の青木は、印象がほとんど変わらない。想像通りのラフな私服姿だった。

「神坂、お前元気だな」

「だって京都だよ！　修学旅行以来だよ！」

　中学生のときに来た以来の京都へ、これから向かう。思いっきり楽しむって決めたんだから。

「さ、早く行こう！」

　フットワークの重い青木を引きずる勢いで、私はカラ元気を発揮した。

　新幹線の短い乗車時間でも眠ろうとする青木に、京都の情報誌を押しつける。

「ここと、ここと、ここ。ランチはここで、夜ご飯はここね」

「はいはい」

「今日の宿泊はこの民宿。どう？　庭園がいいでしょ？」

「おー、本当だ」

　傍はたから見れば、きっとカップルに見えるだろう。ふと思う。青木と付き合ったら、こんな感じなのかな。もし私が丸山くんを好きにならなかったら、青木と付き合っていたのかもしれない。

　もしあの日、私が資料の箱を運んだあの日、丸山くんがたまたまあの階段を通らなかったら。何気なく箱を運んでくれたりしなかったら、私は彼を好きになることもなかった。そしたらきっと、私は青木を選んでいたと思う。




　大阪に来た日と同じように、私たちはまず荷物をコインロッカーに預けた。バスセンターで一日乗車券を買って、情報誌を見ながらバスを乗り継いで……。

「おい、バカ。そのバス逆方面だぞ」

「えっ？　嘘」

「そこに行くならあっちのバスだ」

　私の方向音痴がバレた。大阪では携帯の地図アプリを頼りにしていたから、迷うことはなかったのに。頼りの携帯は、電源を切った状態でバッグの奥で眠っている。

「ったく、迷子になるなよ」

　私が見ていた情報誌を取り上げ、青木が目的地まで誘導してくれる。

「ならないもん」

「どうだかな」

　そういえば出発のとき、

『少しは意識しろ』

　なんて言われたっけ。……ううん、してないけど。

　青木と丸山くんが、なぜか私のことが好きで。私はどちらにも恋愛感情なんてなかったけれど、ふとしたきっかけで丸山くんを好きになって。新入社員の愛華ちゃんも、きっと丸山くんを好きになった。これって運命の悪戯なんだろうか。

　もし私が青木を好きになっていたら、私は青木とくっついて、丸山くんは愛華ちゃんとくっついて、こんなにモヤモヤしたり、イライラすることもなかった。すべてが丸く収まっていたはずだ。

　そう考えると、丸山くんを好きになってしまった自分が、悪者のような気がしてきた。青木を好きになればよかった。なんて、思ってしまった。

「ねぇ、見て見て！　舞まい妓こさん」

「おお！　すげー！」

「昼間はスッピンなんだね」

「一度はやってみたいよなぁ、お座敷遊び」

　こうやってはしゃいで笑い合っていると、ますますそんな気持ちになってくる。

　青木と、私。丸山くんと、愛華ちゃん。頭の中でこんな構図がリアルになっていく。

「清水寺って、こんなに坂、上ったっけ？」

「体力ねーな。ぜえぜえ言っちゃって、だせー」

　そういうやりとりひとつでも、私には青木の方がお似合いなんじゃないかと思えてくる。すると、幻覚まで見えるらしい。

　入口で入場料を払って、人の流れに身を任せて少し歩けば、清水の舞台に人がぞろぞろうごめいているのが見える。視力二・〇のよーく見える目が、今日は裏目に出てしまったのか。

　舞台の手前に、見覚えのある男女の姿を捉えてしまった。

　初めは似てるな、と思った程度だった。もう一度見て、やっぱり似てるな、と。少し経って、ちょっと舞台も近くなって。幻覚だ、他人のそら似だと、そう思おうとしていた私の心は、真実を認めざるを得なかった。

「神坂？」

　認めてしまうと、足が止まった。

「どうした？」

　きっと青木にはまだ見えていない。

「ごめん、青木。私、ちょっと体調よくないかも」

「は？」

「ねえ、戻ろう？」

　青木は突然豹変した私を不思議がりながらも、私の表情を見て、心配そうな顔をした。

「大丈夫か？　タクシー拾う？」

「ううん、大丈夫。ちょっと、どっかで休みたい」

　体調が悪いと言いながら、今にも走りだす勢いで歩く。逃げたかった。それ以外、どうしていいかわからなかった。もうあれ以上、清水の舞台には近づけなかった。

　あそこに並んで立っていたのは、間違いなく、丸山くんと愛華ちゃんだった。

　どうして？　ふたりは東京にいるはずなのに。どうして京都にいるの？

『男はみんな浮気者！　彼の誘惑耐性チェック』

　丸山くんも例外ではないかもしれないと、覚悟はしていた。

　それでも私を彼女として一番にしてくれるなら、うまくいくんじゃないかって根拠もなく思っていた。

　でも、本当は不安もあった。私が出張でいない間に、愛華ちゃんの誘惑に負けるんじゃないかって、いやむしろ丸山くんから寄っていったりするんじゃないかって。モヤモヤして嫉妬して、理不尽な怒りに堪えきれずに暴れ回って、たんこぶまで作ったほどに。

　私だって身のほどは知っている。愛華ちゃんの方が若くて美人で愛嬌もあって、女として格上だってわかっている。別れを切り出されても、泣いて縋るような真似はしないから、デートするにしても私と別れてからにすればいいじゃない。

　私に見られるようなヘマをしないでよ。こんなに残虐に、私を傷つけないでよ。




「きゃっ……！」

　下り坂でつまずいたけれど、青木が支えてくれて転ぶには至らなかった。いや、むしろこのまま転んでしまえばよかったのに。体に傷ができれば、心の痛みはきっと中和される。

「しっかりしろ。お前、普通じゃないぞ」

「普通だよ。ちょっと気分がよくないだけ」

「嘘つけ。なにがあった？」

　なにもない。ただ見たくないものを見てしまっただけ。

「ねえ、青木」

　私は泣きだしたりしないように、ぐっと顔に力を込めた。

「私のこと、好き？」

「は？」

「私のこと、好きか聞いてるの」

　観光客の流れる、清水寺の下り坂。土産屋がたくさん立ち並ぶこの通りで、私たちはきっと痴話ゲンカ真っ最中のカップルにでも見えているだろう。

　青木はあきれた様子で、

「好きだよ」

　と答えてくれた。

「私さぁ、思うんだ。私さえ青木を好きだったら、全部うまくいくんだって」

「はぁ？　意味わかんないんだけど」

　こらえていても、涙は目に溜まってしまう。

「私、青木のこと好きになる」

　青木は喜ぶような顔はいっさいせず、ただ困惑した顔で私を見据えた。

「丸山くんと別れて、青木のこと好きになる」

　こんな気持ちで生活するくらいなら、青木と笑い合っている方がよっぽど楽しいに決まってる。丸山くんだって、私なんかよりずっとかわいい愛華ちゃんと、堂々とデートできるようになるんだし。私に気を遣わなくて済むんだし。

「本気か？」

「本気だよ」

　ああ、やっぱり私には恋愛なんて向いてなかったんだ。社内恋愛なら、毎日顔を合わせるからもう少しうまくやれると思ったのに。真逆だったな。甘かった。私史上、最低の恋愛だった。

「本当だな？　それでいいんだな？」

　私は大きく一度だけ頷いた。

「私もう、堪えられない……」

　涙が溢れそうになった瞬間、青木が私を包み込んだ。世界中から来た観光客の面前なのにと驚いたけれど、丸山くんのような有無を言わせない仕草に、なす術はなかった。

「……だそうだ。残念だったな」

　私の背後に向けた、青木の言葉。悟ってしまった。青木の肩に視界を遮られて見えてはいないし、ギュッと抱きしめられているから振り向くこともできないけれど、青木の視界の先には、丸山くんがいる。

「理沙先輩……」

　愛華ちゃんの声が、それを確信させてくれた。

　何秒待っても、丸山くんの声は聞こえてこなかった。無口で無表情で無愛想。こんなときくらい、なにか言ってほしかったけれど。無言を貫く丸山くんは、「そうしたいなら、好きにすればいい」と思っているのかもしれない。

「行こう、青木」

　私の合図で、青木は私と同じ方向を向いた。私は振り向くことなく、足を進める。

　背後のふたりがその後どうしたかなんて、知りたくもない。
















11.　ホントウノコト
















　予定より早く民宿にチェックインした。手入れされている庭園にも、今は感動することなんてできそうにない。

　青木とは別の部屋だったけれど、そこはただ襖で仕切られただけの隣同士。

「神坂ー？　聞こえる？」

　襖の向こうからハッキリと青木の声が聞こえた。

「うるさいくらいに聞こえる」

　襖は開かないようになっているけれど、破いたら簡単に入ってこれそうなほど頼りない。

「そっち行っていい？」

　青木は部屋の鍵だけを持って、私の部屋にやって来た。そして、さも自分の居場所かのように、どかりとちゃぶ台の前に座って、私にも座るように促す。

　どんな顔をしていいかわからない。

「で？　なんであいつらが京都にいるんだよ」

「私に聞かないでよ」

「沼田さんはよくわかんねーけど、丸山が来るくらいだから、神坂に連絡ぐらいしてたんじゃないの？」

　どうだかね。昨日、なにも言ってなかったし。

「携帯、切ってたからわかんない」

「はぁ？　切ってた？」

「私、疲れてて。昨日の夜電話したとき、しょうもないことで腹が立っちゃって。それで、電源落としてた」

　電源はまだ入れていない。

　青木はあきれ果てたようにため息をついて、私のために用意されていたはずのお茶菓子をボリボリと食べ始めた。

「お前、本気で俺と付き合う気あんの？」

「あるよ。それが一番いいんだもん」

　私は甲斐甲斐しく青木の分のお茶を淹れる。青木はそれをひと口飲んで、

「あちっ」

　と顔をしかめた。

「正直、自信あるよ。俺の方が丸山なんかよりずっとお前と気が合うと思うし、笑顔にしてやれると思う」

　そうかもしれないね。私、青木の隣ではずっと笑ってた気がする。腹が立つこともあったけれど、いつも楽しかった。

「お前が丸山に惚れるまでは、絶対に俺の方が有利だって思ってたし」

　青木がこちらを向いた。いつもはだらしのない顔をしているけれど、真剣な顔をすると〝男〟に見える。もっと早くこの表情を見ていたら、単純な私はきっと好きになっていた。

「青木……」

　お菓子を食べる手を止めて、お茶をすすってひと息つく。

「神坂」

　小さく呼ばれた名前。それと同時に、青木がにじり寄ってきた。真顔が少し近づく。

「お前の言葉、信じるぞ？」

　青木のこと、好きになる。

「いいのか？」

　今さら確認なんてしないでよ。責めるようなこと、言わないでよ。詰められれば詰められるほど、決意が鈍るじゃない。

「いいよ」

　丸山くんの浮気現場に遭遇しちゃったんだもん。私はもう、丸山くんを信じることができない。まっすぐ見つめることなんてできない。

　青木はゆっくりゆっくり私に近づいてきて、私の顎に手を添えた。目を細めて顔を傾けたから、それに合わせて目を閉じる。優しく優しく、唇に触れた感触がした。強引な丸山くんとは違う、やわらかいキス。私を慰めてくれるような、だけど責めているようでもある、不思議な感触だった。

　青木とキスしちゃった。

　さよなら、丸山くん……。短い間だったけど、大好きでした。

　愛華ちゃんと仲良くしてね。仕事ではこれからもよろしくね。

　青木は優しくてやわらかいキスを続けながら、私の気持ちを探るようにゆっくりと深さを増してきた。このままどこまでも、青木に落ちてしまいたい。丸山くんのことなんて、忘れてしまえるように。

　まだ布団も敷かれていない畳に組み敷かれると、青木の凛々しい顔が切なくゆがんでいた。

　青木でもこんな顔するんだ。色気なんて、今までに感じたことなかったのに。

　青木の唇が、首筋を這う。丸山くんとは違う甘い香りがした。温かくて包み込んでくれるような、甘くてドキドキする香り。

　青木って、イイ男なんだな。どうしてもっと早く気づかなかったんだろう。私がちゃんと気づいていたら、もっと平和に恋愛できたはずなのに。後悔ばっかりだ。

　青木の動きに合わせて腕を背中に回す。私の小さな胸にぽっかり空いた穴を埋めてくれるのは、きっと青木しかいない。青木に触れて、落ち着きたい。本来の私を取り戻したい。

　そして、次に丸山くんと顔を合わせるときには、青木に愛されて幸せなのだと見せつけてやりたい。

「……くそっ！」

　突然、青木の動きがピタリと止まった。

「どう……したの？」

「チッ」

　思いっきり眉間にシワを作って舌打ちをした青木は、バッと音をたててすばやく私の服の乱れを直す。

「神坂、風呂行くぞ」

「え……？　あ、そうだよね」

「頭冷やそう。お互いに」

　起き上がって、髪をバサバサ乱している。する前だから体を洗おうとか、そういう意味ではないらしい。私は青木が隠すように直した胸もとを自分で確認した。

「あ……」

　数日前は紅く色づいていた、だけど今は茶色くなって散ろうとしている花びらたち。丸山くんの付けたキスマーク。まだ消えてなかったんだ。青木が思いとどまった原因はこれだったのか。そりゃあ、嫌だよね。別の男の跡を眺めながら抱くなんて。

　青木はぬるくなったお茶をすすって、大きく息を吐いた。

「悔しいからなにも言わなかったけど、この際だから言うわ」

　私もすっかり冷たくなったお茶を少しだけ口に入れる。

「なによ」

「お前、誤解してんだよ」

「誤解？」

　誤解って、なんの？

「丸山と沼田さんのこと」

　誤解もなにも、ふたりで仲良く清水の舞台に立っていたじゃないの。

「誤解って、なんであんたにそんなことがわかるのよ。第一、私まだなにも話してないじゃない」

「状況を考えたら、お前の思ってることくらい、わかるっつーの」

「だからって……」

「あーもう、だから。とりあえず風呂行くぞ。体を温めて、頭は冷やせ。もっとちゃんと考えろ」

　青木はすばやく立ち上がって、自分の部屋に戻っていった。隣でガサゴソ音がして、

「俺、先に行ってるからな」

　と襖の向こうから声がした。

「はーい」

　と力なく返しておく。ここまでしといて、なんなのよ。もっとちゃんと考えろって、なんなのよ。私が誤解してるって、なんなのよ。

　みんなみんな、わけわかんない。もう、私も含めてバカばっかり。嫌になる。

　私はまた暴れたくなったけど、もうひとつたんこぶを作るのも嫌だから、おとなしくお風呂セットを持って浴場に行くことにした。




　貸し切り状態の女風呂。贅沢に脚を伸ばしてゆったり湯に浸かり、ぼんやり上を見上げてみる。別にここは露天風呂ではない。見上げても、湯気で湿った天井が見えるだけだった。

　考えても考えても、やっぱり私には青木の意味していることがわからない。湯に腕をすべらせ胸もとをなでてみる。青木のキスが流れていくような気がしたけれど、丸山くんの跡は消えることはない。封印しようとしている気持ちが、まだ消えたくないともがきだす。恋に落ちるのは一瞬のことなのに、落ちてしまうとなかなか抜け出せない。なんて後味の悪い感情なんだ、面倒くさい。

　のぼせる直前まで湯に浸かって、心地よい気だるさの中、部屋から持ってきた浴衣を身にまとった。自販機でスポーツドリンクを買って、一気に半分くらい飲み干して。この民宿自慢の石庭に立ち寄り、縁側に腰を下ろした。

「なにやってんだろう、私」

　つぶやいても、誰も答えてはくれない。私の重いため息は、美しい庭園に浄化されていった。

　青木は結局、私を抱かなかった。前にもこんなことがあった気がする。丸山くんが看病してくれた朝だ。そこになにか考えがあったとしても、力ずくですべて奪ってくれたらよかったのに。

　ううん、思い上がっちゃダメだ。私には彼らの理性を飛ばせるほどの色気がないってことなんだ。

　風がそよそよと吹いて、まだ乾いていない私の前髪を揺らした。初夏というには少し早いかもしれないが、梅雨入り前の生暖かい風は優しかった。

　これでよかったんだ。すべて丸く収まるんだ。

　胸に残る丸山くんの跡が消えたら、私は青木のものになる。

　丸山くんへの気持ちは、この石庭に置いていってしまおう。きっと浄化してくれる。

「神坂？」

　声がした方を向くと、浴衣姿の青木がいた。

「遅いと思ったら、ここにいたのか」

「女の風呂は長いのよ」

　そう返すと、かすかに笑い声がした。なんだか、静かだ。青木といるのに不思議な感じ。

　青木は私の隣に座って石庭に目を馳せる。

「なぁ、神坂」

「なに？」

　しばらく黙って、風がやむのを待ってから発した。

「丸山とちゃんと話せよ」

　返事ができなかった。話なんてしたくないからだ。

　丸山くんは無口だし、言葉にするのが得意ではない。それに、もしうまく丸め込まれてしまったら、私の決意が鈍ってしまう。

　黙っている私に痺れを切らしたのか、青木がまた口を開く。

「誤解してるって言ったろ？」

　言ったけど。言われたけれど。

「誤解だとして、それがなんだっていうのよ」

　私なりに考えて、考えて、考えて、愛華ちゃんとのことが誤解である可能性も考慮した。

「結局さ、私が丸山くんのこと信じられなくて、不安に思ってるから嫌になったんだもん」

　あのふたりが、一緒にわざわざ京都へやって来た理由が正当なものだったとしても、私はきっと、丸山くんを信じることも許すこともできない気がする。丸山くんにとって私が一番だったとしても、二番手に誰かがいることに堪えられるほど、私はできた女じゃない。

「嫌になった、か」

「嫌になったよ。仕事仕事ってイキがってても、やっぱ女なんだもん」

「女？」

「うん。女はやっぱり唯一無二で愛されたいし、愛されることで安心したい生き物なんだなって思った」

　やだな、青木相手に愛なんか語っちゃって。珍しく真剣に聞いてくれるから、ついつい口から出てしまう。

「丸山には、愛されてなかった？」

　青木の質問が、グサリと胸に突き刺さった。

「正直ね、わからないの」

「わからない？」

「言ったでしょ？　丸山くんのこと、まだよくわからないって」

「ああ」

「愛されているような気になれたこともあったけど、そうでもないなと思うことの方がずっと多くて」

「……ああ」

「それでも、面倒な彼女にはなりたくないから……無理にでも、大丈夫だって……思い込んで」

「うん」

「私の気持ちは、丸山くんの気持ちよりずっとずっと重いんだろうなって……思って」

「うん」

「私のこと、好いてくれてるのはなんとなく伝わってたけど……」

「けど？」

「愛されてたのかって聞かれると、まったく自信がないや」

　……涙よ、止まれ。これ以上、私を惨めに見せないで。

「……ったく、あのヘタレが」

　青木が笑った。

「笑うなバカ」

「ひでー顔。泣いてやんの」

「うるさいな」

　ほんとに、こいつは。それが好きな女に対する態度か。

「だってさー、お前、今でもメチャクチャ丸山のこと好きだろ」

「なっ……なによ」

　それを今、改めようとしてるんじゃない。

「すげームカつく。マジうぜー」

「はぁ？」

　力強く悪口を言いながら笑っている。真剣に話して損した気分だ。

「ほんとみんなヘタレだな。お前も、丸山も、俺も」

　静かだった庭園がざわつきだす。いや、違うか。青木がそんな雰囲気にしているだけだ。

「あんたもヘタレなんじゃない」

「ホントだよ。さっさとヤッちまえばいいのにさー」

「そんな風に言わないでよ」

「けどまぁ、チューできたから、よしとするか」

　こんな調子だけど、青木って本当は痛いくらいに優しい奴なんだな。

「お前、今のまま俺と付き合っても後悔するよ。絶対に」

　優しすぎて、他人のことばかり優先して、結果的に自分が損をしてしまうタイプなんだ。

「そうかな」

「そうだよ。後悔されて虚しくなるのは、俺なんだっつーの」

「なによ、ヘタレ」

　今は言い返せるほど自由に口が開かない。青木と付き合っても、丸山くんと愛華ちゃんに嫉妬の視線を向ける自分を容易に想像できるから。

「お前がうちの部署に異動してきて、一年ちょいか」

「そうだよ」

　あの当時は、一年後、自分がこんなことになっているとは想像もしていなかった。

「最初は、女のくせによく働くなーとしか思ってなかったけど」

「あんたがサボりすぎなのよ」

「うるせーよ。でも、どんなにキツくても泣き言ひとつ言わないお前を、いつの間にか好きになってた」

　私、そんなに強い女に見えてたんだ。

「それなのに、丸山のことになると……バカみたいに一喜一憂してさ。上司にも刃向かうお前が逃げだして。こんなとこでたそがれて、泣きだして」

　カッコ悪いよね、ほんと。ごめんね、青木にまでこんな姿見せちゃって。

「俺の好きな神坂理沙は、こんなヘタレた女じゃねぇっつーの」

　あぁ、私、ほんとみっともない。青木にまであきれられちゃった。

「俺の一年分の恋心を返せよ、バカ」

　そう言って、青木はまた笑った。笑って私の背中をバシッと叩いた。バカにしているようでも、勇気づけてくれているようでもある。この一年間、私はどれだけ青木の憎まれ口に救われてきたんだろう。

「俺は六年だ」

　その時、背後で響いた声に、私は振り向くことができなかった。なぜなら、聞こえた声の主は、ここにいるはずがないからだ。

　青木は立ち上がって、私の背後に目を向ける。

「おせーんだよ、ヘタレが」

　そう言って、いつものおどけた顔をする。ヘタレと言われた背後の男は、なにも言わず、静かにこちらに歩み寄ってきているようだ。

　青木は空気を読んだように、同じくなにも言わずに、でもいったん変な顔をしてから去っていった。

　背後の男が、私のすぐそばまで来る。私は青木に顔を向けていたときの、変な体勢のまま動けない。

「神坂さん」

　だって、わからない。

「ねぇ、神坂さん」

　どんな顔をして彼を見ればいいのか、わからないんだもん。

「理沙」

　初めて名前を呼ばれて、ドキッとして体が震えた。それと同時に肩に力がかかり、強引に声の主の方を向かされる。

　私、どんな顔してるんだろう。

「丸山くん……」

　丸山くんは、いつも通りの無表情だった。

「六年」

「は？」

　突然出てきた言葉に、つい間の抜けた声が出る。そういえば、さっきも六年だとか聞こえたような。

「六年間、あんたのこと、思ってた」

　肩を掴む手に力がこもる。少しだけ震えてる気もする。

「六年って……私たち、まだ」

　出会ってもいなかったのに、と言おうとした。

「学生時代、集団面接」

　丸山くんが私の言葉を遮る。

「え？」

「俺はあんたのこと、よく覚えてる」

「それって、まさか……あのときの？」




『私はイベントやキャンペーンを企画して、実施するのがかねてからの夢でした。御社にはそのチャンスがたくさんあると思い、志望させていただきました』

　集団面接のとき、私が堂々と語った夢にかぶせて、こんなことを答えていた男子学生がいた。

『僕は、先ほどの方のように明確で大きな目標を立てるのが苦手です。しかし、細かい目標を立て、実行していくのは得意です。だから、例えば彼女の企画が成功するようにサポートしたいです』

　自信なさげな言葉のわりにはハキハキと言葉を紡ぐ人だった。

　私は面接官の方ばかり見ていたから、彼がどんな顔をしていたか覚えていない。

　だけど、こんな人と仕事ができたらいいなって思った。私をサポートしてほしいと思った。

『実は僕は、あまりツイていない男なんです』

　彼の言葉に、面接官は顔をゆがませた。

『ツイていない？　ずいぶん消極的なんですね』

『ええ。僕が欲張ると、すべてがうまくいかなくて。二兎を追うと一兎をも得ない典型と言いますか』

　就職がかかっているのに、自分を卑下するようなことを口走る彼が不思議だった。

『なるほどね』

『でもその代わり、ひとつのことに集中できれば確実にこなしてみせます。だから、大きな目標を持つ人の、小さなステップアップのお手伝いをする方が向いていると思います』

　彼は不器用で要領が悪く、仕事ができるタイプの人間ではないのだろう。こんな他力本願な回答じゃ、内定なんて取れない。

　そう考えていた私は、彼は落ちたのだと思っていた。案の定、入社しても同期の中に彼と思われる男性は見あたらなかったし。

　でも、あのときの彼は、丸山くんだったんだ。この会社に入って、私のステップアップを手伝ってくれていたんだ――……。




「神坂さんこそ、覚えてたの？」

　さっきは、理沙って名前で呼んでくれたのに。少しだけ残念な気持ちになる。

「覚えてたよ。丸山くんだって気づいたのは今だけど」

　顔も名前も覚えていなかったから、今まで気がつかなかった。まさか、まさかあの彼が丸山くんだったなんて。名前くらい覚えておけばよかった。そしたらもっと早く気づくことができたのに。

「俺、あの集団面接のときから、ずっと神坂さんのこと追いかけてた」

　嘘よ、そんなの。同期会で話をしたときも、面接で一緒だったなんて言わなかったじゃない。

「ほかにも何社か内定もらったけど、神坂さんも絶対に受かったと思って、この会社を選んだ」

「どうして……」

「こんな人と仕事したいって、思ったから」

　六年前、私が思ったのと同じことを、丸山くんも思ってくれていたんだ。

　今なら運命を信じられる気がする。私たちはきっと、一緒に仕事をする運命だったのだ。

　……でも、それと今回の件は関係ない。

「でも、丸山くんは、愛華ちゃんが好きなんでしょう？」

「は？」

　丸山くんの顔が少しだけ不機嫌そうにゆがむ。私の顔はその百倍くらい不機嫌に見えるようにゆがめた。

「私なんかより、ずっと大事にしてるんでしょう？」

　六年前の話になんか、騙されてあげないんだから。

「今日だって、仲良く清水の舞台にいたじゃない。浮気するなら、もっとうまくできなかったの？」

「浮気って……」

　とぼけようったってそうはさせない。ふたりで仲良く同じ景色を見てたじゃない。私とは一度だってデートみたいなこと、してくれたことないくせに。いつもいつも、私より愛華ちゃんをそばに置いて。ふたりで飲みに行ったり、京都まで来てみたり。私にはこうして不機嫌な顔を見せるくせに、愛華ちゃんには優しい顔をして。

　丸山くんは、大きなため息をついた。

　そして無表情の中のニュアンスではなく、ちゃんと眉と目を釣り上げて怒った顔をした。

「浮気してんのは、どっちだよ」

　青木とそこそこディープなキスをしてしまった私は、うしろめたさで目が泳ぐ。

「いつもいつも、青木のそばにいて。俺の前ではほとんど笑わないのに、青木の前ではゲラゲラ笑って」

　え？　ちょっと待ってよ。

「俺とはどこにも出かけたことないのに、青木とはよく飲みに行くし、出張のついでとか言って旅行なんかするし」

　丸山くんが言ってることって、もしかして。

「青木の方が大事なんだろ？　青木の方が好きなんだろ？」

　私が思っているのと同じこと？

「そんなわけないじゃない！」

　私は、丸山くんが好きで。単純なきっかけだったけど、こんなにも好きで、好きで。

「だったら、どうして俺と別れるなんて言うの？」

「それはっ……！」

　そうすれば、すべて丸く収まると思ったから。

　言えなかった。涙が邪魔をした。また泣いちゃった。情けないな、これくらいで。

「別れるとか、やめてよ」

　座ったままズルッと引っ張られて、やっぱり少し強引に抱きしめられた。

「撤回してよ」

　丸山くんの涼しい香りが、胸を痛いくらいに締め上げる。

「もう俺から離れないでよ」

　無口で無表情で無愛想。そんな丸山くんが、こんなにも必死になにかを訴えかけているのを、今までに見たことがあっただろうか。

　私は貴重な彼の言葉をひと言たりとも聞き逃すまいと、黙って腕の中でじっとしていた。

　……でも。

「だったらどうして、愛華ちゃんと一緒なのよ」

　たしかに私だって青木と一緒にいるけれど、ちゃんと丸山くんに了承を得てのこと。

「それは……」

　言いにくそうに、言葉を濁す。

「俺が不甲斐ないから」

「どういう意味？」

　丸山くんからは、なかなか言葉が出てこない。

「あの子、ああ見えて結構怖くって」

　早く説明が欲しい。話すのが苦手だとわかっていても、急かしたくなる。

「なにそれ。意味わかんないよ」

　我慢できずに冷たく言い放った。すると。

「あーっ、もう！」

　静かだった庭園に、甲高い声が響く。

「だからダメなんですよ、大地先輩！」

　丸山くんがビクッとした。肩越しに声の方を見ると、そこには仁王立ちの愛華ちゃんがいた。

「愛華ちゃん！」

　愛華ちゃんはズカズカとこっちに歩いてきて、丸山くんを睨みつけながら言った。

「ちゃんと言ってあげなきゃダメだって、言ったでしょう？」

　丸山くんは、私から腕を離そうとはしない。むしろ助けを求めるように、私にしがみつく。

　この子はいったい、なにをそんなに怒っているの？　丸山くんは申し訳なさそうにするだけで、なにも言わないし。

「もういいです！　私が言います」

　丸山くんは完全に圧倒されて、意気消沈した様子だった。

「理沙先輩」

「は、はい」

「大地先輩、後輩の私が見ててイライラするくらい、理沙先輩のことが大好きなんです」

「……え？」

　怖い、たしかに怖い。だけど、愛華ちゃんの怒りのもとは、私が思っているのとはまったく違うみたいだ。

「どうして私たちが京都に来たか、わかってないでしょう？」

　わかっているような、いないような。

「浮気旅行？」

　首をかしげると、愛華ちゃんはがっくり肩を落とした。

「やっぱり」

　なにががっくりで、なにがやっぱりなのか、私の頭の中はハテナだらけだ。

「違うの？」

「違いますよ」

　愛華ちゃんは、思いっきりあきれた様子で私たちを見つめた。情けない先輩ふたり組。

「大地先輩、ずっと理沙先輩のこと心配してて。青木先輩になにかされるんじゃないかって、気が気じゃなかったみたいで」

　丸山くんを見ると、恥ずかしそうに目を逸らされてしまった。

「それなのにこの人、寛容なふりして青木先輩との旅行を許可したり、余裕ぶって理沙先輩に素っ気なく振る舞うから」

　たしかに、素っ気なかった。それで私が拗ねて、たんこぶ作って。

「そのくせ様子が変だって、なにか怒ってるっぽいって、うじうじ悩んでるから」

　……悩んでたの？　ていうか、私が怒ってることに気づいてたの？

「じれったくなっちゃって、私が朝から無理やり連れてきたんです」

　それって、つまり、愛華ちゃんは丸山くんのことを好きで付いてきたわけじゃなくて、私とのことを応援するために……？

「清水寺で張り込んどけばきっと会えるからって、何時間もあそこにいたんですよ」

　私はそっぽを向いている丸山くんの顔を強引にこちらに向けた。

「……本当？」

　丸山くんは、力なく頷いた。もう、なんて言ったらいいんだろう。青木じゃないけど、こう言うしかない。

「ヘタレ」

　私が意地になっていたこととか、たんこぶまで作ったこととか、すべてがバカバカしくなっちゃった。愛華ちゃんにまで迷惑かけて、ほんと、笑っちゃうよ。

「ごめん」

　自分の恋愛スキルのなさにあきれていたけれど、丸山くんの方がよっぽどスキルが低かった。顔はいいのに、バカみたい。面接で一緒になっただけなのに、私のこと六年も想っていたなんて。変な奴。

　だけどそんなところが、なんだかすごく愛おしい。

　丸山くんって、顔がキレイだし、口数が少ないし、自分勝手なほどに強引だったりもするから、すごくクールで落ち着いた人だと思っていた。だから私も、そんな丸山くんのペースを乱さないように、格を下げないように、イイ女ぶって背伸びをしていたところがある。

　菊池さんが言ってた似た者同士って、こういうことだったんだ。

　私が背伸びしたから、丸山くんはもっと背伸びしなきゃいけなかったのかもしれないね。

「まったく、理沙先輩も理沙先輩ですよ」

　愛華ちゃんの説教は続く。

「仕事が大変なのはわかりますけど、もっと大地先輩にかまってあげてください」

「す、すみません」

「ふたりとも愛情表現が下手すぎます」

　私たちは顔を見合わせて俯いた。本当に迷惑かけて面目ない。ふたりを導いてくれたお礼に、仕事ではしっかりサポートさせていただきます……。

「あ、そういえば」

　私はふと思い出して顔を上げた。

「歓迎会のとき、ふたりで飲みに行ってたよね？」

　それがきっかけで、私はふたりの仲を疑い始めたんだ。

「ああ、それは」

　丸山くんはとくになんでもないような顔をして、ひと言。

「一刻も早く今の仕事を引き継ぎたくて」

　それに愛華ちゃんがつけ加える。

「そうそう。せっかくイケメン先輩を捕まえたのに、仕事と彼女の話ばっかりなんですよー。ひどいと思いません？」

　うん……それはひどいよね。これからのオフィスライフに、夢と希望を抱く新人女子社員の期待を、大々的に裏切った形になるよね。……うれしくて笑っちゃうくらい。

『丸山くんって、顔はいいのに残念だよね』

　同期の子たちが言ってた言葉。今ならその意味がよくわかる。

「ほんとすみません」

　私からも謝りたくなる。おかしくって、笑えてくる。見ると、愛華ちゃんも笑っていた。

　けれど丸山くんだけが無表情で、でも私にだけわかるくらい、かすかにしゅんとしていた。

　無口で無表情で無愛想。そのうえ不器用で不甲斐ない丸山くん。

　君は思ったことや伝えたいことを言葉にするのが苦手だから、これからは私が、わずかな表情の変化でも、できるだけ読み取ってあげなくちゃね。

　だけど、できるかぎりでいいから、三文字程度の短いセリフと、ちょっと強引な仕草で、思ったことを伝えてほしい。

　私だけに、伝えてほしい。

「丸山くん」

　だから今は、私から。

「ん？」

　君だけに伝えよう。

「好き」

　その笑顔を見るために。




　この日の夜は、丸山くんと愛華ちゃんもこの民宿に泊まることになった。民宿にお願いをすると、私と青木の部屋にもう一組ずつ布団を敷いてもらえた。

「なんで沼田さんがこっちの部屋に来るんだよ」

　青木の不満は、隣の部屋にいる私と丸山くんに筒抜けだ。

「しょうがないでしょー。あのふたり、今が大事なときなんですからね」

「だからって、俺と同じ部屋でいいのかよ」

「イヤに決まってるでしょー？　青木先輩、ここからこっちに来ないでくださいね！」

「あーもう！　だったら神坂の部屋に行けよ」

「あのふたりの貴重なラブラブタイムを奪うわけにはいきません」

「ラブラブって……。俺、そんな音聞きながら寝るのやだよ」

「文句言わないでください」

　私と丸山くんはふたりのやり取りを聞きながらクスクス笑った。あのふたり、意外とお似合いなのかもしれないと思いながら。

「寝ようか」

「うん」

　明かりを消して、布団に入る。白いシーツがパリッとしていて気持ちいい。

「青木先輩、今こっちに入ってきたでしょ」

「入ってねーし」

　隣の部屋では、まだなにやら楽しそうな言い争いが続いているようだ。

　目を閉じると、丸山くんがモソモソ動いた。だんだんこちらに近づいてきて、私の肩に触れる。

「なに？」

　丸山くんは人差し指を口にあて、無言で私の布団へと入ってきた。甘えるように私に巻きつく。丸山くん特有の涼しい香りがして、私も応えるように身を寄せた。

　そのまましばらくおとなしくしていた丸山くんが、再びモソモソ動きだす。少しだけ下へと動いたようだ。

　どうしたの、と聞こうとしたとき、丸山くんの手が私の浴衣の中に侵入してきた。

「あ……ッ」

　慌てて口を押さえる。声を出してはいけない。隣の青木たちに筒抜けなのだ。丸山くんは一度掛け布団から顔を出して、ニヤリと笑いながら再び人差し指を口にあてた。

　丸山くん、まさか、ここで？　隣にふたりがいるのに？

　差し込まれた手が徐々に浴衣を下ろしていき、合間に唇と舌がイタズラをする。声に出せなければ抗議できない。イタズラの甘い感覚のせいで抵抗もできない。呼吸を整えるのが大変だ。私は必死で声を抑えていたけれど、身を捩よじらずにはいられなかった。

　気づけば浴衣の帯は完全に解かれていて、開いた胸もとに丸山くんの顔が埋まっている。唇が胸から鎖骨に、鎖骨から首に、首から耳へと這い上がってくる。

　この流れで甘いキスを、というとき。

「おい、お前ら。いい加減にしろ」

　私たちの行為に気づいていた青木にストップをかけられてしまった。

「布の擦れる音でわかるんだよ！」

「青木先輩、邪魔しちゃダメって言ったでしょ」

　静かにしていたつもりなのに、聞こえていたなんて恥ずかしい。

　丸山くんはため息をついて、不機嫌にひと言。

「青木、うるさい」

　私たちは数回キスをするにとどめて、でも同じ布団で眠った。
















12.　カナエテアゲル
















　チャラメガネの愛称でお馴染みの、我らがインターネット事業部企画課、課長。課長、課長、と呼んでいるから、たまに名前を忘れそうになる山中課長。

　若作りで年齢不詳、しかし四十を越えているとバレている彼に、私と青木は呼び出されていた。

「出張、ご苦労だったな」

　どうやら営業に回った返事が、ポツポツ来ているようだった。私は緊張して、青木はダルそうに、

「いえ」

　と答えた。

「相手先の企業から、返事が来た」

　……ごくり。

「二社、話を進めたい旨の返事をもらえた」

「二社？」

　私と青木は同時に発した。

　二社って。あれだけ回って、二社って……。自分の力のなさに落胆する。

　私の企画は、他社にとってはそんなにおもしろくない企画だったのだろうか。それとも私の商談が下手くそだったのだろうか。

「どうする、神坂」

　課長の声が、私の心を揺さぶる。二社を足しても、新サイト立ち上げ条件には満たない。あと少しではあるものの、このままでは立ち上げられない。

　夢のステージまで、あと一歩なのに。丸山くんや青木はもちろん、課長や部長、社長や専務までもが応援してくれたこの企画。あきらめるわけにはいかない。

「今日中に、もう一度乗ってくれそうな企業を洗い直します」

　絶対に、見つけてやる。

「わかった。俺も、今まで当たった企業に連絡してみる」

「よろしくお願いします」

　私は深々と頭を下げた。

　この企画の協力企業は、すでに新サイト開始に向けて動いてくれている。ここで立ち止まるわけにはいかないんだ。絶対に成功させなきゃいけないんだ。

　私はデスクに戻るなり、猛スピードでこの日の仕事を片づけて、新サイトのための新しいスポンサー探しに熱中した。

「おい、神坂。無理すんなよ」

　青木の忠告を、

「ううん、多少無理しないといけないときだってあるよ」

　と言ってかわす。

「そうか。できることがあったら言えよ」

「ありがとう。がんばるね」

　青木にもさんざん協力してもらったんだもん。絶対に絶対に、無駄にしたくない。

　京都でも迷惑をかけてしまったし、丸山くんと仲直りしたからって、色ボケしているようにも思われたくない。

　資料をあさり、データを掘り起こし、ネットでガツガツ検索した。

　見込める企業は、企画段階でだいたいあげてしまった。それらすべてに課長がアクセスしてくれて、相手にしてもらえた企業が五割弱。

　ターゲットが十代というのは、やっぱりハードルが高いのだ。

「はぁ……ダメだ。断られたとこばっかりだ」

　自力で見つけ出せたのは、たったの三社。その時点で、すでに夜九時を過ぎてしまっていた。見渡してみると、事務所はほぼ私だけ。私のほかに、もうひとり、丸山くんがいるだけだった。

「丸山くん、まだいたんだ」

　机に頭をのせた状態で話しかけると、

「うん」

　と短く返ってくる。丸山くんが立ち上がった音がした。足音はゆっくりこちらに近づいて、横の席に座った足先が見えた。

　キャスターを転がして、こちらに寄ってくる。大きな手が私に触れると、胸の奥から愛情が溢れ出した。

「おいで」

　優しい声で、誘われる。それだけで体が軽くなるから不思議だ。伸ばされた腕に吸い込まれるように飛びつくと、涼しい香りにぎゅっと体を包み込まれた。

　丸山くんのひざに乗っているこの体勢は、誰かに見られるとすごく恥ずかしいけれど、慌ただしい日常で感じられる貴重な幸せ。

『おふたりはもっとイチャイチャすべきです』

　という愛華ちゃんのアドバイスを参考にして、オフィスに誰もいないときは、こうして触れ合うことに決めたのだ。そのチャンスは夜遅くにしかないけれど、仕事終わりにがんばったご褒美がもらえるようで、残業だって苦にならない。

　だけど、だからって、新サイトに関する不安が消えるわけではない。

「どうしよう」

　ぽつりとつぶやくと、丸山くんの落ち着いた声が聞こえた。

「大丈夫」

　大丈夫だなんて、きっと丸山くんなりの気休めだ。企画を立てるのが仕事である私にはそう思えない。スポンサーなしではなにも話が進まないのだから。

　私たちの本当の仕事は、サイトの開発や運営なんかじゃない。スポンサーに利益をもたらすことなのだ。言ってみれば、サイトの開発や運営はスポンサーにお客さんを流すためのツールでしかない。つまり、より多くの消費者に私たちが作ったサイトを利用してもらいつつ、広告を見てもらって興味を持ってもらうことなのだ。もちろん、作ったサイトを見てくれた人が楽しんでくれるのがベストなのだけど。

「サイトの主体性が強いし、若年層向けだからスポンサーが付きにくいんだって、わかってるんだけどね」

　それでも、もっと多くの企業が賛同してくれると思っていた。甘かったな。

「だから、大丈夫だってば」

　丸山くんは私を閉じ込めたまま、安心させてくれようとする。

「ねえ、丸山くん」

　体を預けながら、甘えた声で語りかける。

「私、この企画が失敗したら、会社辞めようかと思ってるの」

　これは、咄嗟に思いついたことではない。プレゼンが決まった日から考えていたことだった。

「……え？」

「死力を尽くしてダメだったら、もう潔くあきらめようかと思って」

　ここまで話が大きくなってしまっては、失敗したとなると会社には居づらくなってしまう。

　私も今年で二十八歳になる。キャリア志向は強いけれど、普通に結婚して子育てだってしたいと思っているし、また最初から夢を追いかけるとなると、次のチャンスが何歳で訪れるかわからない。

　男と違って、女の期限は短い。いくら男尊女卑がなくなったって、男女雇用機会均等法が施行されたって、この国に根づいた社会のシステムと、暗黙のルールはまだまだ女を自由にはしてくれないのが現状だ。

　仕事で成功したい女は、女としての諸々を犠牲にするか、数少ないチャンスを確実にモノにするか、どちらかができないと絶望的。

　女としての諸々を犠牲にしたくない私は、このチャンスを逃すともうあとがない。

　私の考えは、若干消極的かもしれない。この企画がダメだったらまた挑戦すればいいと、以前の私なら思っていた。

　だけど今の私は、女としての諸々、例えば恋愛だって、結婚だって、出産だってあきらめたくない。けれど、私は超が付くほどの恋愛下手。それに気づいたのも、仕事だけじゃなくて恋を大事にしたいと思ったのも、丸山くん、あなたがいるからなんだよ。

　そんな思いを知ってか知らずか、

「失敗なんて、させないよ」

　丸山くんは、穏やかにそう言うのだった。

　だから、これが夢を叶える最初で最後のチャンスだと思って、絶対に成功させるんだ。

　ただ、私は今窮地に立たされているから、少しだけネガティブになっているけれど。

「言ったよね」

「え？」

「絶対にあきらめんなって」

　丸山くんの静かな声が、ふたりだけのオフィスに響いた。

「それから、もっと頼れって」

「……うん」

　付き合う前のさまざまな出来事を思い出して、胸がキュンとした。この企画の軌跡は、私が丸山くんに恋をした軌跡でもある。

「俺、男としては頼りないかもしれないけど、仕事ではまあまあ頼れるウェブデザイナーだと思ってる」

　それは、私だってちゃんとわかってるよ。

「丸山くん……」

「そして、俺の仕事はページを作ることだけじゃないとも思ってる」

「え？」

　丸山くんが、私から体を離した。彼の表情がかすかに変わったのを感じて、ごくりと喉を鳴らす。視線が強い。

「たまには、俺に任せて」

　温かくて大きな右手が、私の左肩にのせられた。

「任せてって……？」

　丸山くんが、営業するの？

「青木にばっかり、いいカッコさせてられないから」

　そうだった。丸山くんは対人的には不器用だけど、思いのほか思慮深くて秘密主義。

「まさか、また私に内緒で動いてるの？」

　丸山くんはふふっと笑い、

「内緒」

　と言って、少し強引にキスをした。キスは私を黙らせたいときの常套手段だ。

　丸山くんは満足そうに笑って、席を立つ。そんな手になんて、乗ってあげないんだから。

「もうっ！　〝報ほう・連れん・相そう〟って言葉を知らないわけ？」

「ちゃんと相談するよ。時期がきたら、ね？」

「時期っていつよっ？」

　私の問いはスルーして自分の席に戻ると、サッと荷物を抱えて、

「帰ろう」

　と促す。いや、ごまかす。絶対になにか企んでるんだ。

「なに考えてるの？　教えてよ」

　丸山くんは私の手を取って、

「俺はいつだって、理沙のことばかり考えてる」

　私の心を鷲掴みにするだけだった。




　それから数日。新たに二社からいい返事をもらえたが、新サイトの立ち上げ条件には届かぬまま、期限ばかりが近づいていた。

　そろそろお手上げだ。若輩者で、なんのコネも人脈もない私にできることは、やり尽くした。頼みの綱は、丸山くんの余裕の表情くらいかもしれない。そう思ってため息をついたとき。

「神坂！」

　事務所に飛び込んできた青木が、息を切らしながら大声で呼ぶ。

「なによ？　大声出して」

　青木は、なにかを恐れているような顔をしていた。

「早く来い。大変なことになった！」

　胸がざわつく。大変なことって、いったいなに？

　今日は部課長会議で、課長以上の偉い人たちはいないし、今日はスーツだった丸山くんもその会議に出席させられていると思われる。そういえば菊池さんもいない。いつもより人が少なく、がらんとしたオフィス。愛華ちゃんとだけ目が合った。

「いいから、早く来いって」

　青木に促されるまま、私はいつかの会議室に連れてこられた。ここでは今、部課長会議が行われているはず。不安が一気に押し寄せる。

「ねぇ、青木。いったいなにがあったの？」

　青木はなにも言わず、緩んだネクタイを締め直す。

「青木？」

「神坂。悔しいけど、お前の選択は正しかったんだよ」

「はぁ？」

「丸山のこと」

　青木がなにを言いたいのか、さっぱりわからない。

　この中で、なにが起きてるの？　丸山くん、なにかやらかしたの？

　不安の表情を向けると、青木はイタズラっぽい笑顔で言った。

「俺の、完敗だよ」

　そして、会議室の扉を開けた。

　これは、どういうこと？　部屋に入った私を迎えてくれたのは、盛大な拍手だった。いつかのプレゼンのときのように、たくさんの人がいる。

　唖然とする私。室内を見渡しているうちに、拍手は鳴りやんだ。

　そして、歩み寄ってきた、恰幅がよくて品のいい初老の男性。社長だ。

「おめでとう。よくがんばった」

「え？」

　……なにがですか？　社長。

　スッと差し出された手。とりあえず握手を交わした。

　プロジェクターはすでにオフになっているが、スクリーンが出ていることから、なにかプレゼンが行われたのだと察しがつく。卓に着いているのは、スーツ姿の丸山くんと菊池さんだ。

「あの、社長。これはいったい……」

　小さな声で問いかけると、社長は意外そうな顔をした。

「君の差し金じゃなかったのか？」

「差し金、ですか？」

　いやいや、私はなにもしてませんよ。

　すると社長はニヤリと笑って、

「なるほどな」

　と丸山くんに目を馳せた。

　ちょっと社長。ひとりで納得しないでくださいよ。

　私と社長は、周りのガヤガヤに隠れるくらいの小さな声で会話する。

「今日の会議でも、君の企画についての話が出たんだ。山中課長は、スポンサーの件で苦労していると言っていたがね」

「ああ……はい。申し訳ありません」

　なんとかしますから、撤収命令だけは待ってください、社長。そう訴えようとしたが、社長は笑って話を続ける。

「そのときだ。まるでタイミングを図ったように、丸山くんと菊池くんが乗り込んできた」

「ええっ？」

　乗り込んできた？　部課長会議に？　通常部長か課長と一緒でないと、参加できない会議のはずなのに。

　再び、丸山くんと菊池さんに目を向ける。菊池さんがピースサインを送ってくる。丸山くんは、いつもの無表情だった。

「それで、丸山くんはいったいなにをやらかしたんですか？」

　社長は、ファイリングされた資料を私に手渡した。私が出した企画書と同じ種類のファイルだ。急いで開く。

「これ……！」

　新サイト拡大案と題された企画書。企画者は私と丸山くんの連名だ。

　私はもともと既存サイトのコーナーとして発案したから、新サイトも十代の女の子のみにターゲットを絞っていた。しかし丸山くんの企画は、新たに小さい子供のママ層をターゲットに加え、同じく一万円以内のコーディネートを提案するサイトを立ち上げるというもの。この企画であれば、菊池さんのＯＬサイトを利用していた若いママたちを取り込める。

　ターゲットが大人であれば、オンラインショップへのリンクも有効。協力してくれるアパレルメーカーもぐっと増える。

　そして、なにより驚いたのは、この企画はすでに話が進んでいて、スポンサーとの契約も済ませてしまっていることだった。

　結果、新サイト立ち上げ条件の三倍近くの売り上げが確定している。

　私は絶句してしまった。すごい、すごすぎる。

　営業はしたことないって言ってたくせに、契約まで取り付けてくるなんて。大きな目標を立てるのが苦手だなんて、丸山くんの嘘つき。

「おとなしいと思って侮っていたが……」

　社長は固まったままの私の肩を、ポンと叩く。

「とんでもない男だよ、君の彼は」

「私たちのこと、ご存知だったんですか？」

　社長にまでバレていたなんて。驚きと恥ずかしさで、どんな顔をしていいかわからない。

「もちろんさ。君たちは入社前から注目されていたからね」

「入社前？」

「ああ。入社試験の、最終面接だったかな。彼が言ってたよ」

　最終面接は、たしか社長と人事部長と、一対二での個人面接だった。

「なんて言ったんですか？」

　思い出し笑いをする社長。

「前の面接で、君に惚れたって」

　私は真っ赤になってしまった。大事な就職面接でそんなこと言うなんて。どうかしてるよ、丸山くん。




『君は集団面接で、自分で目標を立てるより、ほかの人の目標を応援したいと言ったそうだね』

『はい。あの日の面接で、そう思える人ができました』

『神坂理沙さん、かな？』

『名前までは、覚えていないですけど』

『もしかして、好きになった？』

『だと、思います』




　社長は、

「冗談で言ってみただけなのにね」

　と笑っていた。

　ざわついていた会議室は、社長が前に立ったことによって静かになる。

「さて、これから忙しくなりますよ」

　社長は、人事部にインターネット事業部の人員を増やすことや、システム管理部になにか難しいことを指示して、

「それじゃあ、解散」

　と手を叩いて会議室を出ていった。

　それに続いて、ほかの社員たちもゾロゾロと会議室を後にする。インターネット事業部の面々は、去り際にいろいろ声をかけてくれたけれど、呆然とする私は、「はい」と「ありがとうございます」しか言えなかった。

　話がまた大きくなって頭の中はグチャグチャになってしまっているけれど、これって、つまり、私の夢が、叶ったということ。……だよね。

　会議室は、いつの間にかほとんどの人がいなくなっていた。

　なかなか整理がつかず、夢が叶った実感がない。広い会議室を眺めていると、なんにもリアルさを感じない。それこそ夢だったんじゃないかとさえ思えてくる。最後に残っているのは、私と丸山くんと、課長と菊池さんだった。

「やったね、神坂」

　菊池さんが、私に抱きついた。

「がんばったもんね！」

　声が震えている。あのパワフルな菊池さんが涙ぐんでいるのを見て、私にも涙のお裾分けがきてしまう。

「はい……でも、私、よくわかってなくて」

　彼女は丸山くんの背中をバシッと叩き、

「こいつに、ゆっくり聞けばいいよ」

　と言って会議室を出ていった。

「神坂、丸山」

　課長が穏やかに笑っている。珍しくチャラさの欠片もない。

「とりあえず、おめでとう」

「ありがとうございます」

　課長もこのことを知らなかったそうだから、きっと驚いただろうな。慌てて青木を寄こしたくらいだもんね。

「それから、丸山」

「はい」

「せめて俺には、相談しといてくれよ」

　課長は、丸山くんの肩に軽く拳をあてる。

「……申し訳ありませんでした」

「心臓が止まるかと思ったんだからな」

　そう言って、課長も出ていった。いつかのプレゼンを思い出す。会議室には、私と丸山くんだけ。

「神坂さん」

　丸山くんが、遠慮がちに私を呼ぶ。視線だけで応えると、

「怒ってる？」

　と首をかしげる。

「怒ってない。怒ってないけど……」

「けど？」

　一歩近づいてきた彼。

「腹が立つ」

　丸山くんは足を止めた。

「怒ってるじゃん」

「違うの。丸山くんがここまでやってくれたことには感謝してるの。でも、ね」

　言葉にしようと思うと、難しい。だけど、思ったままを、伝えなくちゃ。

「なんだか私の企画、丸山くんにとられたみたい」

　丸山くんは驚いた顔をした。

　そんなつもりはない、そう言いたいんだろう。

　戸惑いで気が治まらない私は、彼が無口なのをいいことにまくしたてる。

「丸山くん、それだけの力があるなら、もっとバリバリがんばればいいのに。私の企画なんかにかまってないで、自分でもっと開発していけばいいのに。そうしたら、きっと……」

「それは、違う」

　いつもより、少し強い口調で遮られた。私はいつの間にか鼻声になっている。

「俺はただ、神坂さんの企画を成功させたかっただけだよ」

「私の企画は、こんなに大きくなかったもん」

「成功させるために、必要な手段だった」

　新サイトの拡大も？　部課長会議に乗り込むことも？

　丸山くんは、また一歩私に近づいてきた。そしてもう一歩進んだところで、私たちの距離はゼロになる。涼しい香りに包まれてしまうと、私の方が無口になってしまう。

「俺、思うんだけどさ」

「……うん」

「俺と神坂さんが一緒だったら、きっと最強なんだよ」

「最強？」

「神坂さんが企画して、俺が成功するよう工夫して。そうすればきっと、なんでもできる」

「そう、かな？」

　顔を上げた私に、丸山くんは微笑んだ。

「少なくとも俺は今、そう思ってる」

　そうだね。そうかもしれない。私もそう思えてきた。だから。

「だったら、ずっと一緒にいなきゃね」

　丸山くんの腕が、キュッときつくなる。

「俺はとっくに、そのつもりでいるよ」




　新サイトが本格的に始動して、我らがインターネット事業部に活気が増した。と言っても、いつも気だるそうな青木がテキパキしていたり、無口で無表情で無愛想な丸山くんがイキイキしたりしているわけではない。単純に、人数が増えたのだ。今までの二倍に。

「狭い。狭すぎる」

　青木がぼやくと、

「来月には、部屋広げてくれるって言ってるじゃないですかー」

　私の代わりに、愛華ちゃんがしっかりツッコんでくれる。おかげで青木も退屈していないらしい。

「違うよ、あいつが来たからだ」

　青木の視線の先には、新しく異動してきた社員たちの中で、慣れない作業をしているもうひとりの同期の姿があった。

「ああっ！　沢田くん！」

　同期の沢田くん。見た目は冴えない草食系男子にして、社内で一番の美女を射止め、さらに少し前に双子の娘が生まれたという、謎多きやり手の男性社員だ。

　結婚してから、少しポッチャリしてきたような気がする。それを青木はからかって楽しんでいるようだ。そういえば丸山くんと仲がいいんだっけ。

「おー、神坂さんじゃん。俺が異動してきてから、会うの初めてだよな」

「うん。出張ばっかりしてたからね。ねぇねぇ、子供生まれたんでしょ？　写真見せてよ」

　沢田くんは仕方ないなとかなんとか言いながらも、まんざらではない様子で、携帯電話で撮影した画像を見せてくれた。

「わー、超かわいいじゃん。目がパッチリしてるね」

「奥さんに似たからね」

　数年後にはきっと美人姉妹になって、ご近所や学校のアイドルになるだろう。沢田くんは本当に幸せそうな顔をしている。

「いいなー、赤ちゃんかわいいな。私も早く結婚して子供欲しいって思っちゃうよ」

　そんなことを言っていると、うしろに人の気配がした。

「丸山くん！」

　私は沢田くんの携帯を取り上げて、丸山くんに見せつける。

「見て見て、超かわいいの」

「知ってる。週に三度は、画像が送られてくるし」

　沢田くんの親バカぶりが露あらわになり、近くの席のみんなが笑った。

「こういうの見ると、子供が欲しくなっちゃうよね」

　そう言って沢田くんに携帯を返し、もう一度視線を丸山くんへ。

　すると、丸山くんの表情がさっきとはかすかに違っていた。

「それ、本当？」

「え？　ほんとだよ？　どうかした？」

「……別に」

　私の夢を叶えてくれた丸山くん。無事に前の仕事を引き継いだ彼は、最近あまり残業をしなくなった。だけど。

「俺、今日は残って仕事する」

「丸山くんが残るの、久しぶりだね。私はいっつも残ってるけど」

　新サイトが始動して、私たちの残業には手当が付くようになった。夢のステージに上がれたご褒美だ。

「理沙」

　たまに名前で呼ばれることには、まだ慣れていない。

「なに？」

　私もいつか、彼を名前で呼ぶ日が来るだろうか。

「俺、がんばるよ」

「なにを？」

「内緒」

「もう、丸山くん、無口すぎ。私には思ってること聞かせてよ」

　丸山くんは無表情なまま、でも私だけにわかるくらいかすかに照れた顔をした。










Ｆｉｎ．
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キミノスキナトコ




　丸山くんと付き合いはじめて早五ヶ月。

　平日はお互いに仕事で疲れてしまうから、週末は私の部屋でゆっくり過ごすことが多いけれど、今日は久しぶりに彼の車でドライブデートだ。

　日々都会でビルに囲まれて過ごしているので、緑豊かなところにお出かけしようという話になったのは今週の水曜日で、行き先が決まったのが一昨日の木曜日。そして今日、約束の土曜日を迎えた。

　空模様は快晴。ポカポカ暖かくて、お出かけ日和のいい天気。

　秋も深まってきて山々は紅葉しはじめている。きっと素敵な景色が見られるだろう。

　仕事以外でも楽しい時間を共有して、いい思い出がたくさん作れたらいいな。

「えへへ、楽しみ」

　メイクをしている最中、つい嬉しさが言葉と表情に出てしまった。そのせいで手元が狂い、マスカラがまぶたに付く。

「ああっ、やっちゃった」

　慌てて黒い線を綿棒で拭い、削れてしまったアイシャドウをブラシでぼかす。

　我ながら浮かれているなぁ。この場に青木がいたら、ここぞとばかりにからかわれていただろう。

　お出かけの準備を終え、丸山くんの到着を待つ。

《着いた》

　彼らしい短いメッセージが来て、私は部屋を飛び出した。ウキウキしながらエレベーターで地上に降りる。

　エントランスから外へ出ると、見慣れた彼のＳＵＶ車が見えた。今日のために洗車したのか、車体がピカピカだ。胸が高鳴る。

　助手席へ向かって歩を早めようとした瞬間、後部座席の扉が空いた。

　降りてきたのは、絶世の美女だった。

「……え？」

　ハッキリとした目鼻立ちに、目をより印象的に際立たせる強めのメイク。長い黒髪はツヤツヤだ。ショートパンツから覗く脚は羨ましいほどに細長く、背も高い。少しヒールのあるロングブーツを履いているのを差し引いても、一六五センチ以上はあるだろう。

　年は二十歳そこそこだろうか。職業柄、芸能人やモデルと仕事をすることもあるが、彼女らに匹敵する美しさだ。

　誰？　まさか、浮気相手？

　いやいや、こんな美女が浮気相手だなんて考えられない。

　だとしたら、浮気相手は私の方……？

　美女は強気な表情で腕を組み、固まる私を睨みながら舐め回すように見て、言った。

「あなたが理沙さん？」

　ビクリと肩が震える。

「えっ！　あ、はい。神坂理沙です……」

　オドオドする私を、彼女は鼻で笑った。

　ここで丸山くんが、運転席から慌てて降りてきた。そして私を見るなり、申し訳なさそうな表情を見せる。

「理沙、ごめん……」

　ごめんって、どういう意味？　まさか、本当に浮気？

「丸山くん、この方は？」

　美女は丸山くんの腕に自分の腕を絡め、「ふふん」と口角を上げる。

　彼は私の問いに答えようと口を開くが、先に彼女の方が声をあげた。

「あたしたち、一緒に暮らしてるの」

「は？」

　一緒に暮らしてるって、どういうこと？

　丸山くん、実家に住んでるんじゃなかったの？

　自分だけの恋人だと信じていた彼が美女と暮らしているという事実に、私は頭が真っ白になってしまった。

「おい海うみ、誤解を招くようなことは……」

「だって本当のことでしょ」

「だからそれは……」

「あたし、嘘はついてない」

　口下手な彼が最後まで話す前に、彼女が遮るように話しだす。なにもわからなくて、モヤモヤは募るばかり。

　今日のドライブデート、楽しみにしてたのに。浮かれていた自分がバカみたい。

　じんわりと目に涙が浮かんだ。

「理沙！」

　丸山くんが彼女の腕を振り切り、私のもとへやってくる。

「違うから。これ、俺の妹」

「……妹？」

　彼がこくりと頷く。彼女はそっぽを向きながら「チッ」と舌打ちした。

　なんだ……妹だったんだ。浮気じゃなくてよかった。

　そういえば大学生の妹がいるって言ってたっけ。実家暮らしだから、一緒に住んでいるというのも納得がいく。よくよく見てみると、髪質や鼻の形がよく似ている。

　だけど、そんなことよりも。

「その妹さんが、どうしてここに？」

「それが……はぁ……」

　丸山くんは、予定通りひとりで車に乗り込み、私の住むマンションに向けて出発した。

　しかし首都高速に乗ってしばらくした頃、妹の海ちゃんが後部座席の後ろのカーゴスペースに隠れていることに気づいた、らしい。

「海？　お前、なんで車に……」

「お兄にい、また今日も彼女のとこに行くんでしょ？　あたしが何度言っても会わせてくれないから、ついてきた」

「はぁ？」

「彼女がお兄にふさわしい女か、あたしが判断するから」

「判断って……。危ないから、とりあえずちゃんと座れ。シートベルト締めろ」

　妹がいることは聞いていたし、きっとお兄ちゃんが大好きなのだろうということも察していたけれど、思っていた以上にブラコンだったようだ。

「そういうわけだから、今日はあたしも一緒に行く」

　海ちゃんがそう宣言すると、丸山くんが即座に口を開いた。

「いや、帰れよ」

「やだ」

「理沙には会えたんだし、もういいだろ」

「まだよくない」

「ほら、電車賃やるから」

「いらない！　ついてくもん！」

　千円札を押し付け合うふたりの様子は、まさに兄妹といった感じだ。無口で無表情な丸山くんも、家族の前ではわりと表情が豊かなようだ。見たことのない兄としての表情を見られて、ちょっと得した気持ちが芽生える。

　それと同時に、「受けて立ってやる」という闘志も芽生えた。

　丸山くんの家族だもん。コソコソ付き合っているわけじゃないんだし、せっかくだから受け入れてもらいたい。

「いいじゃん、丸山くん。せっかくここまで来たんだし、海ちゃんも一緒に行こうよ」

「えぇ……」

「ほんと？　やったぁ！」

　げんなりとする丸山くん。嬉しそうな海ちゃん。

　かくして私たちは、三人でドライブをすることになったのだった。




　海ちゃんに指定され、私は運転席の後ろに座らされた。私の隣には海ちゃんが座っている。助手席には誰もおらず、運転手の丸山くんだけが前にいる状態だ。「理沙は隣に座っててほしいんだけど」という丸山くんの言葉を、海ちゃんが「理沙さんと話したいから、お兄はひとりで運転してて」と突っぱねたのだ。

　丸山くんは不満そうな顔でハンドルを握っている。

「理沙さん、年齢と職業は？」

「お兄さんと同い年です。職業は会社員で、彼と同じ会社に勤めています」

「ふ～ん。趣味と特技は？」

「趣味は……う～ん、今は仕事かなぁ。特技は……特にないです……」

　まるで面接のようだ。六年前の入社面接を思い出す。あの頃は就活のために趣味や特技についての答えも用意していたのだけど、当時とは状況が変わっている。

　趣味は仕事で特技がないなんて、私って……。

「つまんない。そんなんでよくお兄と付き合えたね」

　私が思ったのと同じことを、海ちゃんが声に出した。

「そうだよねぇ……あはは……」

　自分でも思ったこととはいえ、人の口から聞くとグサリと刺さる。

「海」

　丸山くんが嗜めるように名前を呼ぶ。海ちゃんはムスッと唇を尖らせ、次の質問へ。

「お兄と付き合うようになったきっかけは？」

「私の企画を、手伝ってもらったことかな」

「理沙さんはお兄のどこが好きなの？」

「優しいところとか、仕事でたくさんサポートしてくれるところとか」

　質問に答えるごとに、海ちゃんの表情は曇っていく。感触がよくないというより、あきらかに不服そうだ。

「それだけ？」

「他にもたくさんあるけど、ありすぎて伝えきれないよ」

　ありふれた回答を、やはりつまらないと思っているのかもしれない。大好きなお兄ちゃんには、素敵な人とドラマチックな恋愛をしてほしいと思う気持ちはわからなくもない。

　心の中で燃えていた闘志がしゅるしゅると小さくなっていく。

「ていうか、お兄は理沙さんのどこを―」

「海」

　丸山くんが再び嗜める。少しの声色の違いで「もうやめろ」と止めているのを察知した海ちゃんは、頬を膨らませつつ口をつぐんだ。

　たぶん、「お兄は理沙さんのどこを好きになったの？」と聞きたかったんだと思う。

　……どこを好きになったんだろう。

　私みたいな人と仕事をしたいと思ったからとは言ってくれたけれど、女性としてどこを気に入ってくれたのかは聞いたことがない。

　ハンドルを握る彼を、後ろから見つめる。この席ではミラー越しですら顔が見えないのが、どうにももどかしかった。




　しばらくして、目的の渓谷に到着した。人気のスポットということもあり、駐車場にはすでにたくさんの車が駐まっている。

　車を降りると、冷たい空気が肌に触れた。標高が高いので風もやや強い。

「思ったより寒いね。晴れてるから着るもの油断しちゃった」

　私がそう言うと、丸山くんが手に持っていたパーカーを肩にかけてくれた。

「着て」

「丸山くんが寒くならない？」

「大丈夫」

　パーカーに腕を通す。風が吹く中、ふわりと彼の涼しげな匂いがした。

　心が温まる。こういうさりげない優しさが嬉しい。

「お兄～。あたしも脚が寒い～」

　ショートパンツの海ちゃんが露出した細いふとももをさする。丸山くんは呆れたように言った。

「行き先も確かめずに勝手についてきたんだから、自業自得」

　少し歩き、やって来たのはこの渓谷の吊り橋だ。橋の中腹から望む山の景色が絶景だともっぱらの評判でそれを目当てに来たのだが、橋に足を踏み入れる前の景色がすでに素晴らしかった。

　私と海ちゃんは、思わず感嘆の声をあげる。

「ほわぁ～！　すごい！」

「なにここ！　すっごくキレイ！」

　橋を囲うように生えたモミジ、カエデ、ヤマザクラ、クヌギ、それ以外の名を知らない樹木たちが鮮やかに紅葉し、陽を浴びてイキイキと輝いている。葉が風に揺られている様子は幻想的で、まるで絵画の世界のように美しい。

　丸山くんも、目を見開いて辺りを見回している。口には出さないものの、この景色を楽しんでいるようだ。

「橋の中腹はもっと景色がすごいんだって。早く行こう！」

「ちょっと理沙さん！　ゆっくり歩いて！　揺れる！」

「揺れても落ちないから大丈夫だよ」

「やだやだ怖い！　え、ふたりとも待って～！」




　渓谷の絶景を存分に楽しんだあとは、近くの湖や街に寄ったり、道の駅で季節のフルーツを食べたり、街に出てこの地域のグルメを堪能したりした。

　楽しんでいるうちに時刻は午後六時。空はもう真っ黒になっている。

「そろそろ東京に帰ろうか」

「うん、そうだね。あ、海ちゃん。トイレ大丈夫？　渋滞するかもしれないから、今行っておいたほうがいいよ」

「わかってるし。子供扱いしないで」

　丸山くんの無言の圧力で、帰りは助手席に座れることになった。海ちゃんはちょっと不満そうだったけれど、文句は言わなかった。

　出発から三十分くらい経った頃、後部座席から寝息が聞こえはじめた。海ちゃんが寝落ちしてしまったようだ。

「ふふふ。寝顔が丸山くんにそっくり」

「そう？」

「海ちゃん、かわいいね。まだ二十歳かぁ」

　私と張り合うために一生懸命上から目線を演じているのだということは、すぐにわかった。見た目は丸山くんに似てクールで大人っぽいけれど、橋の揺れを怖がったり、きれいな景色にはしゃいだり、美味しいものを幸せそうに頬張ったりする様子はあどけない。

　最初こそ意地悪されたけれど、端々に気遣いが感じられる言動があった。私と目が合うと思い出したようにツンとするけれど、本当はいい子なのだろう。

「今日は、ごめん。まさか車に乗り込んでるとは思わなくて」

「謝らないで。海ちゃんが一緒で、私は楽しかったよ」

　今日一日、なんだかんだでずっと海ちゃんとおしゃべりしていた気がする。丸山くんは無口だし無表情だから、彼とのお出かけでこんなにはしゃいだのは初めてだった。

「俺は」

　彼はそう言って、左手で私の右手を包んだ。運転中だから危ないよと言おうと思ったけれど、渋滞で車が止まっているので黙っておくことにする。

「やっぱりふたりがよかった」

　手をぎゅっと握り、見つめられる。暗い車内で見る彼のキレイな真顔が色っぽくてドキッとした。

　――つまんない。そんなんでよくお兄と付き合えたね。

　――ていうか、お兄は理沙さんのどこを―

「ねぇ、丸山くん」

「ん？」

「丸山くんは、私のどこを好きになってくれたの？」

　私が尋ねると、彼はかすかに眉を上げた。

「あ……いや、海ちゃんが言ったことを気にしてるわけじゃないんだけど、聞いてみたくなっちゃって」

　ププッと、後続車がクラクションを鳴らした。車が進みはじめたようだ。

　彼は私の手を離し、前を向いてハンドルを握り直す。そしてぽつりと答えた。

「難しい質問だな」

　ズキンと胸が痛む。

　そっか。私の好きなところを答えるのは、難しいんだ。

　そうだよね。私なんて、趣味も特技もない、仕事ばかりしているつまらない女だもん。

　こんなに素敵な彼が好きになってくれたこと自体が奇跡のようなものなのに、無口な彼から言葉を求めて安心しようだなんて、おこがましかった。

「変なこと聞いてごめんね。気にしないで」




　高速を降りて十分ほど走ったところで、住宅地に入った。そして三階建ての戸建ての前で、丸山くんは静かに車を止めた。

　表札には「MARUYAMA」と表記されている。

　ここって、もしかして丸山くんの家？

　それを認識して、私は途端にドキドキしてきた。

　これってまさか、ご家族に挨拶する流れ？　もしそうだったらどうしよう。道の駅に寄った時に手土産くらい買っておけばよかった。メイクも直しておけばよかった。

「海。起きろ」

「ん～？　もう着いたの？」

　爆睡していた海ちゃんが目覚める。寝ぼけている顔もかわいい。

　丸山くんが車を降り、後部座席のドアを開ける。私も慌てて助手席を降りた。

「あれ、お兄。車、駐車場に入れないの？」

　海ちゃんの問いに、彼はさらりと答える。

「入れない。俺、このまま理沙の家に行くし」

　あ、そうなんだ。当初からうちにお泊まりの予定ではあったのだけど、海ちゃんの飛び入り参加があったから、無しになるかもしれないと思っていた。

　丸山家へのご挨拶は、またの機会になりそうだ。

「え～、じゃああたしも……」

「ダメ。いい加減、理沙とふたりになりたい」

　海ちゃんがぷぅと頬を膨らませ、不服そうに私を見る。「お兄を説得して」と表情で訴えているのが伝わってくるが、私は心の中で「ごめんね」と思いつつ笑顔を作った。

「海ちゃん、今日は楽しかった。またいつか一緒に遊ぼうね」

　彼女は唇を尖らせ、ぷいっとそっぽを向いた。今日一日で打ち解けられたと思っていたのだけど、まだ認めてくれてはいないようだ。仕方がない。

「お兄。ちょっと耳貸して」

　そう言って、彼の耳に手を添える。

「理沙さんの好きなとこ、ちゃんと答えてあげなきゃダメじゃん。そんなんじゃすぐ振られちゃうよ」

　何を話しているのか私には聞こえなかったけれど、丸山くんの表情が明らかに曇った。

「それは、困る」

　海ちゃんはふふふと満足げに笑い、

「それじゃあふたりとも、またね。おやすみ～」

　と手を振って家へと入っていった。

　見間違いじゃなければ、その笑顔は私にも向けられていたと思う。

　認めてはもらえなかったけど、望みはある……のかな。

「海ちゃん、なんだって？」

「内緒」




　私の部屋に入るなり、丸山くんは正面から私を抱き締めた。

「はぁ……やっとふたりになれた」

「そうだね」

　私も力いっぱい抱き返し、彼の匂いを嗅ぐように、深く呼吸をする。

　初めの頃は彼の匂いにドキドキしてばかりだったけれど、最近はこの匂いで安心するようになってきた。むしろこの匂いがないと、寂しさを感じるまでになってきている。

「理沙」

　呼ばれて顔を上げる。すぐにキスが降ってきた。

　甘んじてそれを受け入れる。私も、ずっとこうしたかった。

　ちゅ、ちゅ、ちゅ……と音を立てながら、唇が下がっていく。首を軽く食まれると甘い痺れが身体中に広がって、私はとうとう頼りない声を出してしまう。

「あっ……丸山くん、待って」

「無理」

　私の部屋を熟知している彼は、キスをしながら器用に家具を避け、ぐいぐい私をベッドへと誘導した。

　羽織っていた彼のパーカーがいつの間にか脱がされていることに、ベッドに押し倒されて初めて気づく。ブラのホックが外れていることにも、今気がついた。

　照明の逆光に見える彼が、怖いくらいに色っぽい。

「理沙の、この柔らかい髪が好き」

　彼はそう言って、私の髪に指を通す。

「え？」

「ほっぺのこのあたりの丸みとか、柔らかい唇とか、首にキスしたときの反応とか」

　珍しく饒舌に話しながら、言葉に出した場所を撫でる。

「ちょっ……ど、どうしたの突然」

「理沙の好きなとこ」

　もしかして、さっき私が聞いたことに対して、今答えをくれている？

「声も好きだし、顔も好き。この細い指も、爪の形も」

　言いながら、その場所にキスを落としていく。温かい彼の手は、とうとう私のトップスを捲り上げた。

「腰のここにあるホクロも、へその形も、全部かわいい。特に胸のここの―」

「ストップ!!」

　さすがに恥ずかしくなって制止した。このままだと、これから触れるところすべてを言葉に出してしまいかねない。

「もうわかったから……十分だから……」

「いや、わかってない」

　彼はそう言って、自身のトップスを一気に脱ぎ、ベッドの下へと放った。

「理沙がつまんなくないってこと、理沙自身にわからせたい」

「んぅっ……」

　私だって伝えたい。丸山くんの、好きなところ。

　キリッとした眉。涼しげな瞳。血色がよくてやわらかい唇。ちょっと硬めで艶のある黒髪。節感の強い大きな手。血管が目立つ腕。鎖骨のくぼみのところにあるホクロ。

　無口だけど、話す時は慎重に言葉を選んでくれているところ。無表情だけれど、笑うとすごくかわいいところ。たまに自分勝手で強引だけれど、優しいところ。

　ああ、挙げればキリがない。

　口には出せないけれど、彼の生肌と触れ合うこの感触も好きだ。ひとつになった時の幸福感も、終わった後の甘い疲れも。

　全部全部、大好きだ。




「はぁ～、海ちゃんに認めてもらいたかったなぁ」

　事のあと、掛け布団にくるまりながらそう呟くと、丸山くんが「え？」と首を傾げた。

「理沙のこと、相当気に入ってたと思うけど」

　首を傾げたいのはこっちの方だ。今日の彼女のなにをどう見たら、そう思えるの。

「いやいや、最後まで不満そうだったじゃん」

「あれは、理沙ともっと遊びたかったっていう表情だよ」

「そうなの？」

　家族にしかわからない機微があるのだろう。丸山兄妹、難解すぎる……。

　彼は確信を持っているような顔でこくりと頷いた。

「あいつ、素直じゃないからわかりにくいかもしれないけど。よかったらこれからも、仲よくしてやってほしい」

「それは、もちろん」

　今日は海ちゃんだけだったけれど、いつかご両親にも会ってみたい。私の家族にも、丸山くんを紹介したい。

　そうしていつか、みんなで家族になれたらいいな。

　うっとりと将来を夢見ていたら、いつの間にかウトウトしてしまっていた。

「いつか、なろうね」

　丸山くんの優しい声が遠くで聞こえた気がしたけれど、私は夢の中だった。




　そんな私たちが本当の家族になるのは、それから二年後のお話。




番外編　Fin.










あとがき




　みなさん、こんにちは。坂井志緒と申します。新装版「無口な彼が残業する理由」をお手に取ってくださって、本当にありがとうございます。

　本作はベリーズ文庫創刊号のうちの一作なのですが、ベリーズカフェに連載投稿していたのはなんと十二年前。当時はケータイ小説からの変遷期だったこともあり、それに近い雰囲気で書いているなぁと、他人事のように思いながら読み返しました。

　本作は私が初めてベリーズカフェで総合一位を獲得できた作品であり、書籍デビュー作であり、初めてコミカライズしていただいた作品でもあります。

　特別な思い入れのあるこの作品を「新装版」として再び皆様にお届けできたこと、本当に嬉しいです！

　新装版刊行に伴って番外編を書かせていただいたのですが、いかがでしたでしょうか？　著者個人としては、設定としてはずっとあったものの、登場の機会がなかった丸山くんの妹、海ちゃんを書くことができて楽しかったです。

　本作執筆当時（つまり十二年前）、読者の方々と「丸山派 or 青木派」で盛り上がりました。それを思い出したので、ここで皆様にも聞いてみたいと思います。




　丸山くんと青木、どっち派ですか？




　ちなみに私の周囲では、圧倒的に青木優勢でした！　サイトには青木のお話もアップしているので、お時間があればぜひ見届けてあげてください。「頑固な私が退職する理由」という作品です。

　最後になりますが、デビュー以来十年以上お世話になっているスターツ出版の皆様、本作のコミカライズと新装版のカバーイラストを快く引き受けてくださった赤羽チカ先生、この本の制作に力を注いでくださったすべての方々、そしてここまで読んでくださったあなた様に、心から御礼申し上げます。




坂さか井い志し緒お
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。




本書は２０１３年４月に小社・ベリーズ文庫より刊行された『無口な彼が残業する理由』に、一部加筆・修正したものです。
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